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第５回小金井市男女平等推進審議会（平成２８年度第４回） 

平成２８年１０月６日（木） 

 

 

１ 開会 

【佐藤会長】  第５回男女平等推進審議会を始めさせていただきます。 

 傍聴者の方にお知らせいたします。傍聴者用の意見用紙があります。ご意見がある場合

はこの用紙にご記入いただき、事務局へお渡しください。いただいたご意見は会長判断に

より、必要に応じて審議会の参考とさせていただきますが、ご意見に対する質疑応答は行

いませんので、ご了解ください。 

 きょうは欠席１人ですので、定足数５人以上を満たしておりますので、審議会を開催す

ることができます。 

 まず初めに、会議を開く前にちょっとご報告を。９月２０日に講師をお呼びして、男女

共同参画行動計画策定のための勉強会が開かれたわけですけれども、とてもたくさんの庁

内の方もご出席いただきまして、５０人ぐらいになったんですかね。 

【事務局（秋葉）】  全部で３２名です。 

【佐藤会長】  ３２名のご出席をいただきました。議員の方も出席していただきまして、

静岡県立大学国際関係学部教授の犬塚協太先生にお願いをいたしました。とてもお話がお

もしろい方でした。私、この小金井市は進んでいると思ったんですが、いやいや、静岡県

はもっと先を行っておりまして、報告書をつくるときに、部署の方と直接審議会の委員が

手分けしてお話を聞く。 

 内容がわからなかったら、何回でも書き直させるということで、これはまだ私たち、皆

様方にご迷惑かもしれませんが、やらなければいけないことがいっぱいあるなと。私はか

なり勉強になりました。参加してよかったと思います。 

 それとともに、男女共同参画社会というものの行方が、それが非常にはっきり、これで

正しいんだという再確認をいたしました。ホームページには載りますか。 

【事務局（秋葉）】  内部の研修会ですので、載りません。欠席された委員の皆さんに

は当日配付の資料をお配りしております。 

【佐藤会長】  そうですか。皆様よくごらんなっていただきたいと思います。 

 それでは会を始めたいと思います。きょうの内容は、報告事項１点、それから議題が２
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点ということになっています。 

 報告事項は私やってしまったんですね。第５次男女共同参画行動計画策定に係る研修会

の結果について、ただいま申し上げました。 

 それから次に、議題が２点ですが、１つは（仮称）第５次男女共同参画行動計画（素

案）についての意見。それから２番目が市民懇談会についてです。 

 議題１については、事前資料として資料の３、第５次男女共同参画行動計画（素案）を

事務局より送付しております。 

 その他、本日提出資料は４点です。資料１、（仮称）小金井市第５次男女共同参画行動

計画施策体系一覧。資料２、小金井市第５次男女共同参画行動計画・担当課別施策事業体

系一覧。それから市民懇談会の概要について、資料５が、市民懇談会説明資料についてと

いうことです。 

 本日、合わせて参考資料３点が配付されております。素案についてのご意見と重要課題

施策を事前にいただきましたものをまとめたものです。 

 第５次男女共同参画行動計画の重点課題施策というのをまとめたのがありますが、ここ

に私まだ書いていなかったんですが、書いていない方いらっしゃいましたら、お回ししま

すので、ここに書き入れていただきたいと思います。書いていらっしゃらない方、ありま

すか。 

【事務局（秋葉）】  皆様の資料に書き込めるようにはなっていますので、後で言って

いただければと思います。 

【佐藤会長】  そうですか。 

 もう１つは市民懇談会用のチラシですね。私がお願いしましたけれども、男女平等基本

条例の写し、これが参考資料として配られております。 

 なお、前回、現計画であります第４次男女共同参画行動計画の推進状況等について意見

を取りまとめ、お示しすることを予定していましたが、市民懇談会の開催も近いというこ

とから、審議時間を考慮し、計画素案と市民懇談会について、きょう議論することを優先

議題としまして、次回以降に繰り延べさせていただきたいと存じます。 

 皆さんから特段のご意見がなければ、このように進行したいと思いますが、よろしゅう

ございますでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

【佐藤会長】  はい。ありがとうございます。 
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２ 報告事項 

（１）（仮称）第５次男女共同参画行動計画策定に係る研修会の結果について 

【佐藤会長】  では、初めに、（仮称）第５次男女共同参画行動計画策定に係る研修会

の結果についてです。それでは、事務局からご報告をお願いいたします。 

【事務局（秋葉）】  先ほど会長からほぼご報告はいただいたところですが、詳細な人

数を申し上げたいと思います。 

 当日は、男女平等推進審議会の委員の方が５名、それから庁内組織であります男女共同

参画施策行政連絡会議の委員が２４名、それから貴重な機会ということで、市議会議員の

皆さんにもお声をおかけしたところ、３名の議員の方のご参加がありましたので、計３２

名でございました。 

 とてもよかったという評価が大半でございまして、「男女共同参画社会の意義と計画策

定のポイント」と題して講演いただき、小金井市のデータや今後求められる視点など、審

議会と事業課のあり方など、お話をいただいたところです。 

 欠席された委員の皆様には、本日、お手元に配付させていただきました。簡単にはなり

ますが、以上です。 

【佐藤会長】  ありがとうございました。事務局のご説明の質疑、ご意見がありました

ら、お願いをいたします。 

 

３ 議題 

（１）（仮称）第５次男女共同参画行動計画（素案）について 

【佐藤会長】  それでは次に、議題１に移りたいと思います。資料３については事前に

資料を送付しましたので、ごらんいただいたことと思います。その他の資料２点事務局か

ら説明をお願いいたします。 

【事務局（秋葉）】  まず、資料１でございます。（仮称）小金井市第５次男女共同参画

行動計画施策体系一覧でございます。前回ご審議いただきました体系から、基本目標Ⅱの

ところにありました政策方針決定過程への男女の参画という課題、こちらを基本目標Ⅲの

ほうに移動させてございます。基本目標Ⅲの内容は、男女共同参画施策を、すいません、

前のままになってしまっておりました。訂正ください。男女共同参画施策のこの「施策」

をとりまして、「男女共同参画を積極的に推進する」ということで修正させていただきま
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した。 

 それから具体的事業内容です。今回、事業内容を作成する中で、事業名を一部変更した

ところがございます。 

 番号で申し上げますと、まず、事業名１２番です。こちらが人権身の上相談等市民相談

の活用という名称になっておりましたが、人権侵害等に対する相談の実施ということで修

正させていただいております。 

 それから１４番、事業としては人権・平和に関する講演会の開催であり、その中に多文

化共生に関することも含まれるものですが、事業名からはそちらを削除いたしました。 

 それから５６番、ひとり親家庭へのホームヘルプサービスの推進、前回は家庭支援事業

という名称になっていましたが、これをホームヘルプサービスということで変更させてい

ただいています。 

 それから、６０番の庁内の相談体制の充実と相談機関の連携というところが、前回の表

ですと、庁内の相談体制の充実というので終わってしまっておりました。これは誤表記で

す。相談機関の連携というのが入っております。 

 それから、６１番のところですが、こちらは基本目標Ⅱワーク・ライフ・バランスの実

現した暮らしをめざすということになっておりましたので、施策の方向と合わせまして、

同じようにワーク・ライフ・バランスを先に持ってきまして、括弧書きで（仕事と生活の

調和）と表記を一部変更させていただいております。前回は仕事と生活の調和が先に来ま

して、括弧でワーク・ライフ・バランスになっておりましたので、目標に合わせて変更し

たということでございます。 

 それから、８１番のところですけれども、女性のための就職支援講座、前回は女性のた

めの再就職支援講座としておりましたが、再就職の方のみではないことから、再就職の

「再」をとりまして、就職支援講座に修正させていただきました。 

 それから８４番ですね。東小金井市事業創造センターを活用した起業支援。前回はセン

ターの名前がＫＯ－ＴＯと入っていたんですけれども、こちらは関連計画の表記に合わせ

まして、ＫＯ－ＴＯというのは削除させていただいております。 

 それから、９４番のボランティア育成の促進と地域リーダーの育成、こちら前回はボラ

ンティア育成の推進のみだったんですけれども、こちらも関連計画の内容と調整をとりま

して、修正させていただいております。 

 それから、９５番の市民活動団体リストの活用。前回は市民活動団体リスト等というこ
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とで、などという「等」が入っていたんですが、活動団体リストのことを申し上げている

ので、「等」を削除したという形になっております。 

 それから、新規の事業名に関しては★印で表記をしております。 

 それから、前回、第４次で核となる施策はどれだったのかというご質問があり、全く同

じ名称ではない部分もございますが、近しいところの項目、施策に●を付しております。 

 基本目標Ⅰの主要課題３、小金井市配偶者暴力対策基本計画は、事業名のところに●を

つけさせていただいております。 

 資料１については以上でございます。 

 次に資料２でございます。資料２は、前回、委員から担当課別の事業内容が見えたほう

がいいというご意見をいただきましたので、ご用意いたしました。 

 左端に担当課を記載しておりますので、何課が何という事業にかかわっているのかとい

うことがわかるようにしてございます。 

 最後には関係各課と表記されているものの事業を載せております。主要課の事業として

持っているというよりは、連携している事業について関係各課と表記しておりますので、

こういった事業がいろんな課とかかわって行われている事業ということで認識していただ

ければと思います。 

 資料２については以上でございます。 

 それから、ごらんいただきました資料３の素案についてでございます。開いてすぐのと

ころに目次がございます。この目次に沿って内容のほうは記載されてございます。 

 ページ３～５のところに計画策定の趣旨を載せております。前回４次のときには、国・

東京都の動きというのを別立てで掲載しておりましたが、ここでは男女共同参画をめぐる

最近の国・東京都の動きということで、各関連法の改正等をこのように記載しております。 

 また、位置づけ等には、引き続き小金井市配偶者暴力対策基本計画を内包していること

などを記載しております。 

 少し飛びまして２９ページになりますが、計画の体系をお載せしております。小金井市

配偶者暴力対策基本計画は、基本目標Ⅰ、主要課題３のところに表記をさせていただいて

いますけれども、今回、新たに内包します女性活躍推進法に基づく推進計画は複数課題に

わたりますので、基本目標Ⅱの１、２、３がそれに位置づけられますということで、体系

の下のところに※印で表記をさせていただいております。この表記方法にも何かご意見が

あれば伺えればと思います。 
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 それから、施策の展開で事業内容を記載してまいりました。事業に即した具体的事業が

ある場合は事業名を列記しまして、事業名がそのままでない事業、例えばですけれども、

事業名１番で人権に関する啓発資料の作成・活用というところですと、これ自体では具体

的な事業の名称にはなっていないので、事業内容のところに具体の担当課が持っておりま

す啓発リーフレットの作成・配付というような形でお示ししております。 

 逆に、事業名がそのまま事業の内容になっているのが、４番にありますような情報誌

「かたらい」の発行・周知、こういったものはどういうものが「かたらい」なんだという

ことを書いておりますので、黒ポチの表記にはなっていないということです。 

 それから、前回いただいた意見で、働く女性へのメンタルチェックについてどちらかに

含まれないかということで、ご意見をいただきました。それにつきましては、４９ページ

の表をごらんください。 

 事業ナンバー６３番ですが、労働相談などの各種相談窓口の周知という事業名の中に、

メンタルチェックシステムの活用としました。市で行っております「こころの温度計」と

いうメンタルチェックシステムというホームページから確認ができるものがございまして、

メンタルな部分についてはチェックを活用していただければということで、このように事

業内容に示させていただきました。 

 こちらは、４５ページの５１番の事業にあります自殺予防に向けた取り組みの推進のと

ころにもあるものですが、一般の方以外も労働者の方も使っていただいても差し支えない

ということで、こちらのほうにも再掲させていただきました。 

 それからもう１つ、放課後子ども教室の事業名を放課後子どもプランにしないかという

ご意見がございました。５１ページの７０番になります。小学校だけではなくて、広く子

育てにかかわる部署も合わさって施策展開していくものなので、放課後子どもプランにし

ないかということでございましたが、関係課とも調整させていただきまして、プランです

と、計画そのもの自体の名称になり、環境づくり全般を指すようになるので、この施策の

ほかの事業とのバランスを考慮し、プランの中でやっている放課後子ども教室の実施とい

うことで、ほかの事業と同じような形に合わさせていただきました。 

 事業内容２段目、市立小学校の校庭・教室などということになっていますので、今後、

それだけではないという含みを持たせて表記はしておりますので、１つのプランの中の事

業ということで、子ども教室というふうにさせていただきました。 

 それから、これは前回いただいたものではないんですが、性的少数者、性的マイノリテ
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ィーとも言われますけれども、人権課題について、先日行われました第３回定例議会で一

般質問を受けまして、５次の計画ではＬＧＢＴの人権、そういったものはどういうふうに

明記されていくのかというようなご質問がございました。４次のときにももちろんご議論

いただきまして、表現に配慮するなど対応してきたところではあるとお答えはしておりま

す。 

 ＬＧＢＴの相談窓口を設置しないかというようなご質問も受けましたが、女性総合相談

や人権相談でそういった方のご相談に関しても対応しているとお答えしております。 

 パートナーシップ条例の制定をしないかというご質問いただきましたが、まだまだこれ

から取りかからなければいけない課題という認識でおりますので、どういった課題がある

のかをまずは研究に努めていきたいということで、お答えをしております。 

 審議会委員の皆様にもそういったご意見があったということをここでご報告させていた

だきます。 

【佐藤会長】  ありがとうございました。 

 今のＬＧＢＴに対してですが、３ページの計画策定の趣旨のところの１３行目から「そ

れらに対応する法律の制定や改正も行われています。また、マタニティ・ハラスメントや

リベンジポルノ、ＬＧＢＴなど、時代が進むとともに新たな課題も顕在化しています」と

いうふうに書き加えられております。 

 この素案をもって市民懇談会で説明をいたしますが、本日ご意見等をいただき、修正案

の素案を市民懇談会で配付したいと思います。皆さんから事前にいただいた意見をまとめ

たものを参考資料としてお配りしております。こちらも参考にしながら、改めて皆さんか

らご意見をお願いいたします。 

 事務局からいただいたのは、ほかのもらった方、全部をまとめてあるわけですね。 

【事務局（秋葉）】  そうですね。昨日現在いただいているものをまとめております。

参考資料で意見をいただいたところに対して、説明をさせていただきます。 

【佐藤会長】  お願いいたします。 

【事務局（秋葉）】  まず一番初めの、第４次と同様に西暦も併記したほうがよいので

はということですが、皆様よろしければ併記は可能でございます。 

 それから、次の３ページにあります趣旨ですけれども、上から４行目の、男女共同参画

社会を説明している部分ですが、４次のときの表現のほうがいいのではないか、なぜこの

文章になったのかということですけれども、４次の計画の基本理念に本市が目指すべき男
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女共同参画社会、このような文言に近い文言が入っておりましたので、それをアレンジし

たということです。 

 もちろん、変えることは可能です。 

【佐藤会長】  ありがとうございました。 

【事務局（秋葉）】  すいません、もう１つだけ。ページ１３で書いてあります折れ線

グラフですけれども、（７）合計特殊出生率の推移、折れ線グラフとどの点が横軸の年に

なるのかわかりにくいということですけれども、メモリまでの１升が年というふうになっ

ているので、その年の間にちょうど四角とかダイヤの形とか三角とか、その数値を示すも

のが入っております。下のメモリが年ではないといいますか、すいません、ちょっと説明

がつたなくて申しわけないんですけれども、その１メモリの間にちょうど数値が入るよう

な表記になっております。 

【浦野委員】  一般的には、この表記が一般的なんですか。 

【研究員（斎藤）】  そうですね。こういうふうに基本的には。 

【浦野委員】  そうなんですか。じゃ、結構ですけど。 

【佐藤会長】  間にしたということですものね。普通はこの点線のところ、下の線のと

ころの上にこの四角が来るものですよ、グラフというのは。線と線の間を平成６年、平成

７年としただけであって、この線の上ではないというのはそのとおりなんですけれども、

それが一般的かどうかわからない。 

 上の男女別未婚率の推移とか線と線の間にたくさん書くところがあれば、そういうふう

にするというのもありますけれども、例えば１５ページに５歳階級別労働力率もそうなん

ですけれども。最近はこうなんですかね。 

【研究員（斎藤）】  ワード、エクセル上で作成すると、システムが基本的にこうなっ

ているという。 

【佐藤会長】  ああ、ワード、エクセル上のシステムだそうです。そうしたら、平成６

年、平成１１年と載っているところの、例えば線を少し長くしたりということも考えられ

ますか。 

【浦野委員】  そうですね。 

【佐藤会長】  ちょっと見にくいですよね。 

【浦野委員】  見にくいかなと。 

【佐藤会長】  このグラフだけね。上のグラフは大体わかるんですけれども。 
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【浦野委員】  数えちゃうんですよ。平成１１年はどこの線なのか。 

【佐藤会長】  そうそう。だから、そこをほかの線の２倍にするとか。 

【浦野委員】  そんな大きな問題ではないので、はい、結構です。 

【佐藤会長】  今回はこれで行きますけれども、この合計特殊出生率のグラフだけちょ

っとわかりにくいということですので、何か次回考えてください。 

【遠座副会長】  あるいは、１５ページみたいに縦書きにしたら少し見やすくなります

かね。 

【佐藤会長】  そのほうが見やすいことは見やすいですね。 

【遠座副会長】  西暦があるから、どうなんでしょうね。もし技術的にできるようなら、

できないということであれば仕方ないと思います。 

【佐藤会長】  それは事務局にお任せをして。 

【事務局（秋葉）】  検討させていただきたいと思います。 

【佐藤会長】  それでは、お一人お一人言っていただいてよろしいでしょうか。じゃ、

神田委員からお願いします。 

【神田委員】  特にありません。 

【佐藤会長】  特にないということですか。 

 本川委員。 

【本川委員】  男女共同参画が浸透していないというような現実があるというのがどっ

かに記述してあったんですけれど、やっぱり言葉がわかりにくいというようなこともある

んではないかなと思って、１つには、注釈、言葉の説明みたいなのがどこかに載るように

なるといいのかなって。全体的にそれは言えることなんですけれど、わかっている方はわ

かっているんですけど、ＬＧＢＴとか、そういうものを一般的な人もわかりやすいような

説明というか、言葉の説明ですね、これにはないですよね。 

【事務局（秋葉）】  これも説明申し上げればよかったんですが、リベンジポルノとか

ＬＧＢＴというのはやはり注釈を入れたほうがいいということで、今の計画でも入ってお

りますが、※をつけて、用語集を見ていただければわかるようにするか、このお近くに下

のほうに注釈を入れるか、その点は対応していきたいと思っております。 

【本川委員】  はい、わかりました。 

 こんなことを申し上げていいのかどうかちょっとわからないですが、３６ページなんで

すが、施策の③、多文化共生のまちづくりがございますよね。そこの１３、１４、１５、
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１６の順番なんですが、やっぱり順番ってあると思うんですよ。 

 私が考えるのであれば、まず、１４番の人権・平和に関する講演会等の開催なんていう

のが先に来て、それから国際理解教育の推進が来て、それから在住外国人との交流の推進

が来て、外国人相談というような、流れというんですか、そういうものを少しお考えいた

だけるといいのかなというふうに考えました。 

【佐藤会長】  それについてはいかがでしょう。広報秘書課とか指導室とか、番号が決

まっているんじゃないですか。 

【事務局（秋葉）】  その点は大丈夫なんですが、広報秘書課でつなげて表記させてい

ただいたというだけのものですので、皆さんで講演会とか教育が来て、相談は一番下でい

いということであれば、順番を変えることは可能でございます。 

【佐藤会長】  どうですかね。外国人相談の実施は一番最後に来たほうがよろしいです

か。 

【本川委員】  どこを重要視するかという、ほんとに切り取った部分なので、私自身も

はっきりわかって申し上げているわけじゃないんですけれど、いろいろな場面でそういう

順番というのは出てくるんじゃないかと思っているんですね。何を重要視するかというの

は個人的な感覚でも違うかと思いますし、会の総意であれば別にそれは構わないことなん

ですけれど、意見を求められれば、そのようなことを私の視点としてお出しさせていただ

くということでございます。ご理解いただければと思います。 

【佐藤会長】  ありがとうございました。 

 浦野委員。 

【浦野委員】  気になったところはこちらに反映していただいているので、ほかにない

んですけれども、特に１６ページに書いてありますアンケートの結果の概要のところにつ

いては、市民意識調査の報告書を私たちはいただいて読んでいるんですけれども、読んで

いない人に対してこれも配られるということを考えると、ちょっとイメージが湧かないと

ころが幾つかあるのかなと思います。生活における優先度、これについてはちょっとどう

なんでしょうかね。読んでいない方には難しい表現なのかなと思って、ちょっと書き方を

検討していただければ、さらに親切なのかなというふうに思いました。 

【事務局（秋葉）】  これは要するに設問がないので、いきなり結果が出ているという

ことでよろしいですか。 

【浦野委員】  はい。 
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【事務局（秋葉）】  それでしたら、設問で仕事、家庭、地域、個人の優先度を聞いた

ところ、こうでしたみたいな一文が入ればわかりやすいでしょうか。 

【浦野委員】  そうですね。取っかかりとして、読んでいる方も入っていかれるんじゃ

ないかなと思います。 

【事務局（秋葉）】  わかりました。 

【佐藤会長】  じゃ、そこの言葉をちょっと入れるようにしていただきたいと思います。 

【事務局（秋葉）】  はい、わかりました。 

【浦野委員】  それともう１つ、２１ページに書いてある囲みの部分ですけれども、こ

れもやっぱり市民意識調査によると、それは８２ページに書いてあったんですけれども、

女性では「相談してもむだだと思った」というご意見も決して少なくはなかった、同じぐ

らいだったというふうに書いてありましたので、これってとても大事なことなのかなとい

うふうに個人的には思います。相談してもむだだという気持ちがあったら、やはり改善に

はつながっていかないので、こういったご意見があるということを書き加えていただける

と、さらにいいんじゃないかなと思います。 

 以上です。 

【事務局（秋葉）】  今の浦野委員のご意見に対してなんですが、２１ページの囲って

いる部分のご指摘をいただいたかと思います。相談するほどではないと思ったということ

で意識啓発を、社会機運の醸成を図ることが大切と述べさせていただきまして、先ほどお

っしゃっていました「むだだと思った」というところで、「また」以降のところですね、

「連携した相談しやすい窓口づくりに努め」ということで記載はさせていただいたところ

です。 

【佐藤会長】  相談するほどのことではないと思ったというのは、本人がＤＶであると

いうのをそんなに認識していないということも考えられるので、そこら辺のところはどう

いうふうに考えたらいいか、この後の施策のところに反映したらいいかなと思うんですけ

ど、いかがでしょうかね。 

 相談しにくいだろうと考えるのと、相談するほどのことではないなというふうに本人が

考えてしまう。ほんとうは大したことあるんだけど、大したことないかと考えてしまうと

いうことともとられるんじゃないかなと私はこれを読んだんですね。 

 だから、これは確かにおっしゃるとおり、すごく重いんですよ。それに対してどういう

ふうにやるかというのは、やっぱりＤＶというのは単純なことでも大きなことに発展する
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危険性があるから、早めに相談しましょうみたいな、そういうような方向へ持っていって、

なおかつ相談しやすい窓口づくりをやったらいいなという感じがするんですけどね。 

 相談しやすい窓口づくりというのはどういうことか、ささいなことでも相談に乗るとか、

そういうことだと思うんですよ。だから、そういうふうな意識で書いてくださればいいん

です。 

【事務局（秋葉）】  親しい仲でもそれは暴力だということが、当人もそうですけど、

周りの方も認識していただければ、また相談にもつながっていくのではないかということ

も考えまして、人権侵害なんだという認識を高めるというところと、会長がおっしゃって

いただいたように、相談しやすい窓口づくりに努めということで記載をさせていただきま

した。問題認識としては当然そのように思っているところです。 

【佐藤会長】  人権を侵害する暴力、それをどう捉えるかなんですよ。精神的な暴力も

あるし、経済的な暴力もあるし、そういうことも全部含めて暴力だと。ただ殴るだけとい

うような感じが、この「暴力」という言葉１個だと感じてしまう。そこら辺が私は問題だ

なというふうに思っています。 

【事務局（秋葉）】  計画の趣旨のところ、３ページに戻るんですけれども、「しかしな

がら」というのが真ん中辺にあるかと思うんですが、「配偶者等からのさまざまな形での

暴力」というような表現をしております。課題の中にも「さまざまな」というような文言

を入れたほうがいいということであれば、そのように変更したいと思いますが、いかがで

すか。 

【佐藤会長】  皆さんのお考えをちょっとおっしゃっていただければ。 

【事務局（秋葉）】  すいません、課題の四角の中も、ＤＶのみならず、いろいろな、

ストーカー、セクシュアル・ハラスメント、マタニティ・ハラスメント、パワー・ハラス

メント、虐待などということで、さまざまな人権侵害と表記しています。あまり「さまざ

ま」を使い過ぎるとちょっと難しいのかなと思います。 

【佐藤会長】  もし後ろに言葉の説明を入れるんであれば、ＤＶとは何かということを。 

【事務局（秋葉）】  用語説明で。 

【佐藤会長】  用語のほうで説明をしたほうがいいと思いますね。単に肉体的暴力だけ

じゃなくて、精神的なものもあるし、経済的な暴力もあるしという。むしろ精神的なほう

が強い、たくさんあるから、相談するほどじゃないかなと思ってしまうということになる

のかなという感じはします。 



 -13- 

【事務局（秋葉）】  用語説明で対応させていただきたいと思います。 

【佐藤会長】  よろしくお願いします。以上ですか。 

【浦野委員】  はい。ありがとうございます。 

【佐藤会長】  あとほかにございませんか。そうしたら、日野委員。 

【日野委員】  ちょっと基本的なことかもしれないんですけれども、資料３で１９ペー

ジのところに前期の目標とか前期の期間の取り組みとかあるんですけれども、前期って、

２９年～３２年までの４年間ということで、最初の２年間ということかなと私はそのよう

に捉えているんですけれども、前期という期間が具体的に書かれていないのかなと思った

ので、６ページのところに、本計画は２９年～３２年までの４年間ですと書いてあるので、

そこは書いていただければ、見やすいかなと思います。 

【事務局（秋葉）】  この前期というのは４次のことを指しております。 

【日野委員】  あっ、４次のことなんですね。私もちょっと、４次なのかもしれないと

か、いろいろ考えたり、前期の捉え方が、特に初めて見る方はわからないと思います。 

【佐藤会長】  そうですね。私も最初勘違いして、前期ってこれ何だろうと思ったら、

「さまざまな情報を発信しました」と過去形で書いてあるんですね。ああ、そうか、じゃ、

これは第４次かなと思って読んだんですけど。これは第４次というふうに書いたほうが。 

【日野委員】  具体的なほうがわかりやすい。 

【事務局（秋葉）】  はい、わかりました。 

【佐藤会長】  第４次ということで。「前期の」というのは、とってしまったほうがい

いと思います。一番最初に４次と書いてあるので。 

【事務局（秋葉）】  そこは修正させていただきます。 

【佐藤会長】  お任せしますので、わかりやすいように。 

【日野委員】  あと、３５ページの施策の９番で、新しい★印に情報モラル教育の充実

とあるんですけれども、ここがメディア刊行物等への配慮のところに盛り込まれているん

ですけれども、事業内容を読んだときに、メディアとか刊行物ではないような気がしたん

ですね。どちらかというと、教育の場における男女平等教育の推進のほうに入るのかなと

思って、それが３７ページの（１）のほうなんですけれども、幼少期や学校教育における

男女平等教育・学習の推進のほうが近いのかなって思ったんですね。 

 そうすると、ここの教育の場における男女平等教育の推進のところに「指導者の養成に

努めます」と書いてあるんですね。「性別にとらわれず、生きる力、学ぶ力、働く力をは
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ぐくむ教育を進めるとともに、男女共同参画についての正しい理解を持つ指導者の養成」

とあるんですけれども、指導者だけではなくて、学校における生徒とか学ぶほうの教育と

いうふうな枠組みも入るのかなと思うんですよ。それで、例えば表記の仕方を「正しい理

解を持つ指導者の養成や教育現場における生徒の指導に努めます」とかっていうふうにし

て、先ほどの３５ページの９番の情報モラル教育の充実をここに盛り込んだらわかりやす

いかなと思いました。 

【事務局（秋葉）】  事業ナンバー９を１８の中に入れたほうがいいと。 

【日野委員】  １８の下のほうというんですかね、１９あたりをつくって。 

【事務局（秋葉）】  その次が、すいません、指導者というのはどこでしょうか。 

【日野委員】  ３７ページの真ん中あたりに、施策の方向（１）教育の場における男女

平等教育の推進の下に「性別にとらわれず、生きる力、学ぶ力、働く力」とあって、最後

のほうに「指導者の養成」ってあるんですけれども、指導者の養成だけではなくて、これ

から要するに社会に巣立っていく子供たちの養成も一緒に合わせて育てていかないといけ

ないのかなと思ったんですけれども。 

【事務局（秋葉）】  はい、わかりました。この文章は、わかりづらかったのかもしれ

ないんですが、前半の「性別にとらわれず」という、「はぐくむ教育」というのは子供た

ちのことを言っているんですね。 

【日野委員】  指導者の養成もだし、さらに子供たちの養成も。 

【事務局（秋葉）】  そうです。子供が性別にとらわれず、生きる力、学ぶ力、働く力

をはぐくむ教育を進めますというのは、これは子供たちに対しての教育を進めるというこ

とで、後半は、それを理解しながら、男女共同参画を理解しながら子供たちの教育に当た

るという、その指導者の養成に努めますということです。 

【佐藤会長】  そうすると、最初のところに子供たちの教育というのをはっきりわかる

ように書いたらいかがですかね。 

【日野委員】  指導者だけではなくて、巣立っていく、社会で育っていく子供たちの教

育が何か抜けているような、指導者を育てるということが重要なのではないような気もす

るんですよ。もちろん指導者の養成はすごい大事なんですけれど、子供も大事かな。 

【佐藤会長】  これ、何もないと、「性別にとらわれず」から全部、指導者の養成にか

かってしまう。 

【事務局（秋葉）】  そうしましたら、「ともに」の後の「男女共同参画についての正し
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い理解を持つ指導者の養成に努め」、それを前に持ってきて、最後は「はぐくむ教育を進

めます」というような形だったら誤解がないですかね。 

【日野委員】  はい。 

【佐藤会長】  いかがでしょうか。そういうような修正でもよろしいでしょうか。「男

女共同参画についての正しい理解を持つ指導者の養成に努めて、性別にとらわれず、生き

る力、学ぶ力、働く力をはぐくむ教育を進めます」というふうに書くということですね。

いかがでしょうか。今のでいいですか。 

【日野委員】  はい。 

【佐藤会長】  前のページの９番を１８番の下に持ってくるということですね。 

【日野委員】  そうですね。 

【佐藤会長】  それに関してはいかがですか。 

【事務局（秋葉）】  そうですね。メディア刊行物等というテーマで、この情報モラル

というのは、最近はＳＮＳの扱い方だったりということを学校のほうで、関係機関、警察

などと連携しながら、情報モラル教育をされているということなので、メディアではない

んですけど、そういった、情報ということで入れさせていただいています。 

【日野委員】  私の認識がちょっと足りなくて、そういう情報モラルということでの記

載であれば、どういうものかというのを、ＳＮＳがあるというのを書いていただければ、

ああ、こっちなんだと今理解したんですけれども。 

【事務局（秋葉）】  そうですね。それだけというわけでもないと思うのですが。 

【佐藤会長】  学習指導要領に基づくというところがわからないんじゃないですか。学

習指導要領のどういうところに載っているか。ＳＮＳだけじゃなくて、いろいろ載ってい

ますね、今。だから、そういうようなことに関しての情報モラル教育だったらいいと思う

んですけど、ちょっと文章を考えていただいたほうが、指導室に、むしろ学習指導要領に

一体何と書いてあるのという、そこをちょっとお聞きいただいて。 

【日野委員】  いろいろ捉え方がこの文章だけだと、ちょっとあるかなと思ったので。 

【佐藤会長】  男女共同参画を捉えるんだったら、学習指導要領というのは、これは一

体何だ、何が書いてあるんだと知らない人がいますからね。 

 それから、これは全体的に言えるんですけど、充実とか、そういう言葉がいっぱい出て

いるんです。 

 充実、充実と言うけど、じゃ、これは配布数を多くすることで充実を図っているのか、
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講演回数を多くするということで充実を図るのか、何なんだろうというところが非常に多

いです。充実と書いておけば、みんなわかるような感じになってしまうんですけど、充実

と書いても何かよくわからないんですね。だから、第４次行動計画の評価もあまりうまく

できないということになってしまうんですね。例えば去年、１,０００枚配布しましたが、

今年は２,０００枚にしますとか、せめてそういうふうに書いてほしい感じがするんです。 

 この情報モラルの充実というのは、例えば指導室に、充実ってどういうことですと聞き

たい気がするんですね。 

【神田委員】  結構、この小さい枠に充実以外のことを書くというのはとても難しいな

と感じます。ちょっとこれはほかに書きようがなかったのかもしれないなというようなこ

とを考えながら。 

【佐藤会長】  それでは、神田さんのお考えになる充実って何ですか。 

【神田委員】  充実って、やっぱり浸透を図るというか、生徒にそれが理解されるよう

に回数を繰り返すとか、語りかける内容を工夫するとかということだと思うんです。 

【佐藤会長】  その回数を繰り返すということが欲しいですね。なぜかと言ったら、実

際の計画だから。 

【神田委員】  ただ、これは指導室の計画なので、それがどのような形になるかという

のは、学校によってまた違う形になってあらわれてくると思うので、それを一概に２回や

りなさいとか、３回やりなさいという、そういう問題でもないんじゃないかなという気が

するんですけど。 

【佐藤会長】  各学校によってやることが違うというんだったら。何で充実と言えるの

でしょう。指導室で情報モラル教育をやってくださいと言うだけで済むのではないですか。 

【神田委員】  それを市立は全校一斉にこうしなさいというのはちょっと難しいから、

そう言われても、なかなか学校の実態もあるので、一概にそういうふうに同じことができ

るとは限らないと思うんですね。 

【佐藤会長】  学校の考える、置かれている実態というのは一体何かということです。

それは、プログラムの例えば時間のこともあるだろうし、そのほかやらなきゃいけないこ

とがいっぱいある、それはわかりますけれども、そのどこかをめぐって情報モラル教育の

充実をしてくださいということですね。男女平等の観点からいろいろな教育の実施がある。

そんなの全部やったら大変だというのは、私もわかります。だけれども、ここで情報モラ

ル教育の充実というふうに考える。例えばＳＮＳとか、これは一番大変なことですよ。だ
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から、それは絶対みんなやってもらわなきゃいけないことなんじゃないですかね。 

【事務局（秋葉）】  先ほども少し申し上げましたが、関係機関と連携して情報教育、

情報モラル教育に当たられているというお話は伺っていますので、従来、学校だけでやっ

ていたことを関係機関とも連携してやっていらっしゃるというところで、充実とされてい

るのかなと思っておりますので、もし従来からもやっていたということであれば、会長が

おっしゃっていたように、「実施」とか、そういった言葉に変えるということでもいいの

かなと思います。 

【佐藤会長】  その実施って、これ、星印は、新しいですね。男女共同参画社会につい

て、これが情報モラル教育を前からやっていたんだけど、男女共同参画という点からも捉

えてやるということで、星印がついているわけですね。 

【事務局（秋葉）】  そうです。リベンジポルノとかＳＮＳで、安易に写真を上げてし

まうとか、いろいろなことがあるので、そういう観点でやはり情報モラル教育をお載せし

たほうがいいんじゃないかということです。 

【佐藤会長】  そういうふうに書いてくださればわかるんです。情報モラル教育の充実

を図りますじゃなくて、かつてやってきた学校の情報モラル教育の中に男女共同平等思想

を盛り込みますとか、それをつなげてしまったらどうですか。そうしたら、男女共同参画

という視点で捉えることができます。 

【事務局（秋葉）】  そうですね。それで充実した。 

【佐藤会長】  そう言えば充実ということがわかります。 

【事務局（秋葉）】  ではそのように。まぜて表現したいと思います。 

【佐藤会長】  あと、日野さん、何かありますか。 

【日野委員】  長くなってしまって申しわけないですけど、４５ページの５１番で、

「自殺予防に向けた取組の推進」という事業名なんですけれども、その施策の方向は、性

差や年代に応じた健康づくりとだけしかなっていないんですね。４４ページに施策の方向

があって、４５番から５０番まではそうだな、性差や年代に応じた健康づくりだなと、何

となく見ていてわかるんですけれども、自殺の予防となったときに、健康づくりとは違う

ようなちょっと気がしたんですけれども、また、私の捉え方の問題なのか、ちょっとこの

自殺予防に向けた取り組みは、ほかの方向には、施策の方向にどこにも当てはまらないよ

うな気がしたので、もしここに入れるのであれば、性差や年代に応じた健康づくりとメン

タル面への取り組みぐらいにつけ加えて書いていただいたほうがわかりやすいかと思いま
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す。 

【事務局（秋葉）】  施策方向名を変えるということ。 

【日野委員】  そうですね。そのほうがいい。それから、もしこれから５１番がどこか

に入るところがあれば、そっちに入れるとか。 

【事務局（秋葉）】  主要課題の５について、４３ページに、課題についてを述べてい

るんですけれども、最後のところで、「近年では、うつ病をはじめとする心の健康の問

題」というようなことを書いておりまして、中高年男性を中心とした自殺の増加というよ

うな新たな健康課題が生じていますとなっているので、施策の方向の２のところの性差や

年代に応じた、これはもしかしたら、年代に応じなく、広くなのかもしれないんですけれ

ども、心の健康づくりということで位置づけさせていただいております。 

【日野委員】  わかりました。 

【佐藤会長】  いかがでしょうか。自殺の件数というのは、先進国で日本は多いんです

ね。特に３０代、４０代。昔は青少年が多かったんですけど、今は４０代とか、そんなと

ころが多くなって、自殺を予防するというのは大変なことなんですね。だから、すごく、

男女共同参画をやって、自立生活支援法と今回自殺予防というのは非常に重大なような感

じがします。 

 男性が多いんですね。だから、自殺予防に向けた取り組みの推進というのを男女共同参

画で言うと、男性のほうに重点が行ってしまう、行っているような感じがするんですけれ

ども、女性もないわけじゃないので、そういう男女平等というようなところから、何か入

らないですか。 

【事務局（秋葉）】  先ほど日野委員からも提案がございましたが、施策の方向（２）

のタイトルに、性差や年代に応じた心と体の健康づくりというタイトルはいかがでしょう

か。 

【佐藤会長】  それはいいですね。いかがでしょうか、皆さん。 

【日野委員】  そうですね。結構、今、夏休み明けに自殺する子が多いと、学校とかで。

ニュースでもすごい話題になったんですけれども、近年のそういうニュースとして、これ

からも増えるかもしれないなとちょっと思ったもので。ぜひここも盛り込んでいただけた

らと思いました。ありがとうございます。 

 最後に１点なんですけれども、すみません。５２ページの施策の８０番ですけれども、

ここは地域参加講座の開催で、シニア世代を対象にと限定しているような文面に見えたん



 -19- 

ですけれども、これは一応、施策②男性の地域活動への参画促進ということで、私も去年

まで、こがねいパレットに参加していたときに、若い男性の２０代の方が参加されたとき

に、すごい新鮮なというか、今まで年齢高い、男性ばかりだったので、若い方がぽんと入

ると、結構新しい意見が聞けたりとか、逆にいいことがいっぱいあった。ここをシニア世

代とあえてくくってしまったのは、何かあったのかなとちょっと思ったんですけれども、

もしそういうのが特になければ、シニア世代という文でなくてもいいのかなと思いました。 

【事務局（秋葉）】  この地域参加講座というのがシニア世代を対象にしているので、

そのようになっております。これはこちらの男性の地域活動への参加促進のところに入れ

たんですが、この講座自体は、別に男性も女性も参加していいものなんですが、シニア世

代の方が参加しやすいようにということにしているので、その講座を男性の視点で今回の

計画に事業として入れ込んだという形になります。 

【日野委員】  ちょっとその地域参加講座がシニア世代に限定のものと知らない人も多

いと思うので、この事業名のところに、括弧シニア世代対象のとかというふうに入れると

かはできないですか。 

【事務局（秋葉）】  事業の名前としては、地域参加講座という事業なので、事業内容

に書いてあるんですけれども、すいません。 

【日野委員】  わかりました。 

【佐藤会長】  よろしいですか。 

 それでは、濱野委員、お願いします。 

【濱野委員】  まず、資料２番を作成いただいて、ありがとうございました。先ほどこ

の間の研修で具体的に各部署にヒアリングをすればということがあったんですけれども、

実際に全ての課じゃなくても、幾つかピックアップして見ることができればいいのではな

いかと思います。 

 例えば保育課に、３ページの保育課の一番下のローマ数字のⅡ番の地域での子育て支援

体制の充実と。この中に保育所をつくるとか、そういうことまで、それから、その中での

サービスまで入っているんですけど、具体的にどのような施策をしましたかというような

ことがヒアリングできれば大分違ってくるのかと思います。具体的にヒアリングするため

には、どんな障害があり得るんですか。 

【事務局（秋葉）】  それは今後の進捗管理に関することでよろしいでしょうか。 

【濱野委員】  そうですね。進捗管理のほうの話ですね。 
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【事務局（秋葉）】  それは今後、どう審議会が担当課の事業推進を進捗を管理してい

くかという中で、ヒアリングをやるのか、やらないのか、ご議論いただければと思ってお

ります。 

【濱野委員】  今回の計画段階で、そういったことがどこにも記載がなくても、特に今

回の計画について、第５次に実施することができますか。 

【事務局（秋葉）】  濱野委員がおっしゃるのは、そうしますと、６１ページの最後の

計画推進体系の強化のところにそういったことを入れてはどうかということですか。 

【濱野委員】  そうですね。 

【事務局（秋葉）】  そこはこれからの議題なのかなと思っていますので、具体的な手

法はこの計画にはお載せしなくても……。 

【佐藤会長】  濱野委員、ヒアリングは誰に対してということはお考えですか。 

【濱野委員】  例えば保育課であれば、保育課の課長さんですかね。 

【佐藤会長】  課長さんにどういうことをということですね。 

【濱野委員】  ええ。 

【佐藤会長】  やるかとか、どこまで決めているかということですね。 

【濱野委員】  はい。今、アンケート回答みたいな形になっていると思うんですけど。 

【事務局（秋葉）】  今、ヒアリングというのは１つ、調査の手法であるかなと思いま

すので、今、１０８番の事業名の中で、「毎年度、施策や事業の実施状況を調査し、」とい

うふうに載っていますので、担当課がもちろん調査をして進捗状況を出してくるというの

もあるんですけれども、それを見て、審議会のほうでヒアリングという方法を使ってその

実施を調査するということも含まれるかと思いますので、含んで、このままではいかがか

なと思いますが、いかがでしょうか。 

【佐藤会長】  それでしたら、実施状況のヒアリングとか、進捗状況調査の報告書の作

成、公表だけでは、ちょっとそれが入ってこないように思うんですけどね。 

【濱野委員】  そうですね。 

【佐藤会長】  １０８番のところに、例えば公表の後に括弧してヒアリング等も含むと

か、そういうふうに書けば。 

【濱野委員】  そうですね。そういった表現がいいと思います。絶対にやるということ

ではなくて。 

【佐藤会長】  括弧か何かでくくって。それは、ヒアリングというのは今までやってな
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いことですから、企画財政部長のほうにお伺いしたいんですけれども、庁内、いろいろ難

しい問題がありますでしょう、審議会の委員がヒアリングをするということに関して。そ

れに対して、こういう調整を今後やっていただきたいというのが我々この間の講演会を聞

いた者としての意見なんですけれども、いきなりは無理だろうとは思いますけれども、そ

ういうちょっと方向性を探っていただきたいなという感じはするんですね。 

【事務局（天野）】  いずれにしても、計画の進行管理というところを審議会でやって

いただいていますし、やっていただくわけですけど、その手法としては、１つのシナリオ

というのは当然あるかと思うんですけど、いっぱい施策もあるし、いっぱい課もあるし、

どんなふうにやるか、今の段階でなかなか決めるのも難しいし、また、時間もかかるわけ

ですから、「調査し、」というところにいろいろな手法が含まれるという理解の上、また、

改めて時間をとってヒアリングも含めて、どのように実施調査を行っていくかということ

は、また審議会の皆さんでご議論いただいたほうがいいかなというふうには思っています。 

【佐藤会長】  それでは、ちょっとヒアリングの方法については、今後、議論をすると

いうことで、濱野委員、よろしいでしょうか。 

【濱野委員】  わかりました。「調査し、」の中に広く加えるという理解で。 

【佐藤会長】  そうですね。 

【事務局（天野）】  いろいろなやり方があると思うので。 

【濱野委員】  わかりました。 

【佐藤会長】  じゃ、「調査し、」の中にヒアリングも含むという理解でよろしいですね。 

【濱野委員】  それから、今度、資料３のほうの今回の計画の４８ページなんですけれ

ども、ワーク・ライフ・バランスのところなんですが、女性活躍推進法などもできてきて、

今まで以上に女性が管理職だとか、役員になったりする例が出てきたときに、そういった

活躍している女性の長時間労働を防ぐという視点があったほうがいいかと思いました。大

体、今は雇用をされていて、労基法が適用される女性だけを対象にしているので、これか

らは必ずしもそうではなくなってくるかと思いますので、例えばそういう管理職向けのセ

ミナーとか、そういうことになるのかもしれないですけれども、かなり今だと女性が現場

を取り仕切る、例えば専務だとか、そういった役職についていて、ものすごい長時間労働

をしているという例も出てきているので、これはあくまで提案で、今回の計画にはもうほ

ぼ決まっているんで、今後、検討していけばいいかなとは思いますけれども、それが１つ、

意見です。 
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【佐藤会長】  長時間労働をしている管理職の女性に対しての講習会ですか。 

【濱野委員】  そうですね、例えばですけれども。法律で守られていないので、そうい

った啓発をする人はないかとは思うんですけど。 

【佐藤会長】  これも、女性だけじゃなくて、男性も含めてそういう講習会が必要だと。

だから、ここにあるだけでは、多分、ワーク・ライフ・バランスの雇用時間に関しての影

響というのがここに書いてある施策だけではだめなんではないかなという気が私はしてい

るんですね。 

【事務局（秋葉）】  今の濱野委員の確認ですけれども、管理職向けセミナーというの

は、市役所の職員ではなくて、一般企業にお勤めのということでよろしいですか。 

【濱野委員】  はい。 

【事務局（秋葉）】  わかりました。そうすると、行政がどのようにそういう方たちに

アプローチができるのかというのは、今の段階ではちょっと難しいのかなと。 

【佐藤会長】  せいぜい公民館あたりでしょうね、まずやれるとしたら。各企業でもそ

ういう講習をやっていますけど、ただ、中小企業の場合は、そういう講習がない場合が多

いんです、特に女性に対して。だから、公民館などでそういうような管理職の女性、ある

いは管理職を目指している女性に向けて何かそういうものができればいいなという感じは

しますけどね。 

【事務局（秋葉）】  まずは増やしていかなきゃいけない段階なので、次の段階かなと。

すいません。私的には思うところです。 

【佐藤会長】  先のほうに向けて、ちょっと頭にとめておいていただければ。 

【事務局（秋葉）】  はい。意見として伺います。 

【濱野委員】  それから、次が資料５なんですけれども、今度の懇談会……。 

【事務局（秋葉）】  すいません。それはちょっと後ほど……。 

【濱野委員】  これは次ですね。 

【事務局（秋葉）】  はい。次の議題とさせていただきます。 

【濱野委員】  わかりました。それでは、以上になります。 

【佐藤会長】  ありがとうございます。 

 それでは、瀬上委員、よろしいでしょうか。 

【瀬上委員】  ちょっと意見シートですが、おくれて、今日の始まる前に手書きで書い

たものだったので、汚い字のコピーで申しわけないですけど。まず、言葉じりの問題では、
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資料３の５５ページの主要課題４の市民がともに参画する地域づくりや市民活動の促進、

施策の方向（１）地域づくり活動における男女共同参画の推進。地域づくり活動というの

がちょっとくどいというか、地域活動でいいのではないかと思いました。この主要課題４

の市民がともに参画する地域づくりや市民活動の促進というのと、基本目標３の、ページ

数で言うと５９ページの施策の方向の（１）の市民参加・協働の推進で、施策①市民や地

域団体との協働、ここが言っていることが同じような市民参加ということで、その違いが

ちょっとわかりにくいというのがありまして、今度の市民懇談会とかでパブリックコメン

トとかを提出する市民の人がこれを読んでちょっとわかりにくいんではないかと。主要、

大きな基本目標の２の５５ページのほうは地域づくりということで、そこでの男女共同参

画の推進、５９ページの基本目標、大きい３の市民協働・市民参加ということは、どちら

かというと行政とか、いろいろな団体、事業所などが主体で市民と協働するということだ

から、担当課も違うのもわかるんですけれども、ちょっと市民団体などにとってはわかり

にくいのではないかと。５５ページは支援、活動団体への支援で、５９ページも支援とい

う言葉が出ているんですけど、ちょっとわかりにくいというように感じました。４次だと、

大きい基本目標３の中に入っていたと思うんですけど、全部というんですか。主要課題と

しては入ってなかった……。 

【事務局（秋葉）】  主要課題４が前回の計画ですと「男女がともに参画する」という

言葉だったんですけれども、男女に縛られずということで、「市民がともに」という言葉

に変えたので、わかりにくくなったのかもしれません。 

【佐藤会長】  ５９ページのほうが市民や地域団体と、それから、市が協働するという

ことですね。 

【瀬上委員】  ええ。だから、違うのはわかるんですけど、ちょっと市民が読んでわか

りにくいんじゃないかと。主体が違うというのはわかるんですけど。 

【佐藤会長】  これはわかりやすいですね。支援と、それから、例えば「かたらい」、

「こがねいパレット」というのは、これは市が主体だなということは、いろいろ参加を求

めているんだなということはわかりますね。だけど、５５ページは、市民活動が主体で、

そこへ参加するというか、支援するというのが来るんじゃないかなと私は思ったんですけ

ど、違うのかしら。 

【事務局（秋葉）】  ５５ページの主要課題４の施策の方向については、まず、地域づ

くり活動に男女とも参画しましょう、そういう活動を促進しますというところになります。 



 -24- 

 もう一つの先ほどの５９ページのほうは、そういったことで、もうできている活動団体

と市がパートナーシップを築いて事業を展開していきますという、その辺の違いがありま

す。まずは、そういう地域の活動やボランティアに参加するのを促す、それが５５ページ

の施策というところになるんですけれども。 

【佐藤会長】  ５９ページの施策の方向の（１）を市と市民、市による市民参加・協働

の推進とか、そういうふうに、何か言葉を変えられないんですか。市民参加・協働の推進

だと、その前の５５ページとまじっちゃうような感じで、小金井市による市民参加・協働

の推進とかね。市と市民の参加・協働の推進でもいいですね、市と市民の。これ、協働で

すかね。協働じゃなくて、やっぱり市が、特に施策（１）は、市が主体を持って、そこへ

市民が参加していくということですね。じゃないですか。主体というか、主催ですね。だ

けど、こっちの５５ページは、市民団体が主催でしょう。 

【瀬上委員】  そうですよね。 

【事務局（秋葉）】  ５９ページの９９番などを見ていただくとわかるように、その活

動団体が主催するものを市が協働してというか、後援というような形で支援します、連携

していきますということなので、別に市が主体というわけではないですね。市が主体の場

合もあるし、活動団体が主体の場合もあるし、それをそれぞれで協働していきましょうと

いう意味なので、市が主体となってとなるとちょっと違うのかなと。 

【佐藤会長】  ９９番を５５ページのほうに持っていったほうがわかりやすいですね。

協働ね。 

【事務局（秋葉）】  ５５ページのほうは、いろいろな活動へ市民の方がまず入ってい

くきっかけを支援しますという意味合いなので、こちらの５９番のほうは、もう活動して

いる団体を、後援するというか、支援するという形なので、ちょっとそこが違うんですね。 

【佐藤会長】  どなたかご意見ありますか。 

【日野委員】  私も地域活動とかというのをやっていたんですけれども、５５ページの

場合は、この文面がややこしいのかなと、施策の方向で、地域づくり活動における男女共

同参画の推進というよりは、むしろもう地域活動やボランティアの推進とか、促進とか、

そういうふうにしたほうがわかりやすいのかなと、端的に。 

【事務局（秋葉）】  そこに男女で参画していきましょうというところなので、男女共

同参画という言葉を取ってしまっていいのかどうか。 

【日野委員】  どうなんでしょう。地域活動って、全て含めたものという認識……。 
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【事務局（秋葉）】  地域活動というか、地域づくりという面もあるので。 

【佐藤会長】  難しいですね。５９ページの男女共同参画関係団体への支援なんですね。

５５ページは、それは書いてないんです。だから、男女共同参画関係団体というのは男女

共同参画をやられている団体ということで、それへの支援・連携というわけですね。だか

ら、市民や地域団体との協働は合っているとは思うんです。だけど、施策の方向の市民参

加・協働の推進、そこら辺のところが……。 

【事務局（秋葉）】  ご提案ですけれども、５９ページの施策の方向（１）が市民参

加・協働推進ということですが、ここをその下の文章でお示ししているように、市民参

加・協働じゃなく、市民協働による男女共同参画の推進というような言葉にしてはどうか

ということでご提案をさせていただければと思います。 

【佐藤会長】  市民との協働によるじゃないですか。 

【事務局（秋葉）】  そうですね。 

【佐藤会長】  市と市民だから、市と市民との協働による男女共同参画の推進。 

【事務局（秋葉）】  市と市民とはっきりしたほうがいいですか。 

【佐藤会長】  市民との協働による男女共同参画。 

【事務局（秋葉）】  はい。 

【佐藤会長】  市民協働というと何か変な感じがあるんじゃないかと。だから、市民と

の協働による男女共同参画の推進と、ちょっととりあえずそれに。 

【事務局（秋葉）】  では、施策の方向（１）のこちらを市民との協働による男女共同

参画の推進ということで変更させていただくということでよろしいでしょうか。 

【瀬上委員】  そうですね。市民とのね。 

【佐藤会長】  いかがですか。 

【瀬上委員】  市民との協働による男女共同参画。 

【佐藤会長】  でも、そうすると参画を促す環境づくり、男女平等推進センター整備の

検討なんて入ってきちゃっていいんですか。 

【事務局（秋葉）】  すいません。やはり市民参加が抜けてしまうので……。 

【日野委員】  市民参加というのは、もう５５ページのところで、最初に市民が参加す

るという入り口のところになるんじゃないですか。 

【事務局（秋葉）】  この市民参加は、１００番の事業のことを言っているんですね。

市民参加を得ながら、「かたらい」や「こがねいパレット」とか、そういったものをやっ
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ていくというところもあるので。 

【事務局（天野）】  これまでの小金井市の男女共同参画というのは、行政とたくさん

の市民の方たちとの協働というか、参加によってつくってきたということがあります、歴

史が。 

 それから、施策展開におきましても、協働、市民協働、要するに市民の方、また団体の

方が一緒になって進めてきた経過があると思っています。そういった意味で、この施策、

５９ページのものというのはそういったものを表現したものだと思っていまして、どうし

ても市民参加、市民協働によって男女共同参画をこれまでも進めてきたし、今後も進めて

いこうということを書いてもらったということなんですね。 

 したがいまして、まとめますと、タイトルはやはり市民参加・市民協働による男女共同

参画の推進という表現で、これまでの経過、それから、今後の方向性も示しているのでは

ないかと思うんですが、いかがでしょうか。 

【佐藤会長】  そうすると、課題２とほぼ同じになっちゃいますね。 

【本川委員】  そうしますと、ここの５５ページにある地域づくり、要するに市の地域

力といいますか、それを上げるという意味をここの中に多く含まれている気がしているん

ですけれど、それが飛んじゃうとまたちょっと違うかなと。 

【事務局（天野）】  今、本川委員がおっしゃっていただいたのは５５ページの話だと

思っていまして、小金井市というのは、たくさんのＮＰＯ団体だとか市民団体が活動され

ていて、そういった活動に対しまして、ここの５５ページでは、さらにその活動を推進し、

その活動の中で男女共同参画も推進していくと、そういうのが５５ページです。 

【本川委員】  今、じゃ、おっしゃったのは５９ページの……。 

【事務局（天野）】  ５９ページと５５ページの違いをもう１回、整理しますと、まず、

５９ページ、後ろのほうは、男女共同参画をどうやって進めていくのかという観点におい

てこれまでもやってきたんですけれども、行政と市民と団体と、そういった協働して進め

てきた歴史があります。その歴史も踏まえ、さらに今後も一緒に市民参加、行政と市民が

参加して計画をつくって、実行段階においては市民協働で施策を展開していくというのを

表現したのが５９ページ。 

【本川委員】  ５９ですね。 

【事務局（天野）】  ５５ページのほうは、小金井の市民活動というのは、男女共同だ

けではなくて、生涯学習の分野があったり、スポーツの関係もあったり、皆さん活発に活
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動されている豊かな地域だと思っていますので、そういった地域社会、地域コミュニティ

ーをつくっていく上で大事なのが男女共同参画の視点なんじゃないですかと、そういった

ものを進めて地域活動づくり、コミュニティーづくりにおいても、男女共同参画の視点が

大事なんじゃないのかということがこの５５ページです。 

【本川委員】  なので、施策の方向の（１）の地域づくり活動における男女共同参画の

推進というのが少しいじっていたような気がしたので、すいません。勘違いだった。 

【事務局（天野）】  両方、密接に関係あるんですけれどね。 

【本川委員】  だから、地域づくり活動における男女共同参画というのは、やはり地域

力、地域の力を上げるためには大事なことだと思っているので、やはりそれなくしては教

育力も上がらないし、何も上がらないというようなことに結んでいるので、ちょっと地域

づくりがどこか飛んじゃうのはもったいないなという気がしたんで、ここはここでいいで

すね。 

【事務局（天野）】  大事です、それは。 

【本川委員】  あるんですね。確認です。失礼しました。 

【日野委員】  すごい細かいことかもしれないですけれども、地域づくり活動と地域活

動づくりと全然違うと思うんです。地域をつくるための活動なのか、地域活動を活発にす

るためにこういうのをつくっているのか。 

【事務局（天野）】  両方なんだろうと思っています。地域コミュニティーの崩壊なん

て、今、言われているじゃないですか。自治体、町内会の加入率が落ちているだとか、隣

の人とも知り合いがないとか、そういう状況の中、地域づくりというのも大事だし、ただ、

もう地縁血縁団体だけでは地域コミュニティーはつくれないから、いろいろな、さまざま

な生涯学習の分野であり、または男女共同参画という分野かもしれないけれども、そうい

った目的を持って地域づくり、地域活動、仲間づくり、そういうのが微妙に違って、混在

してしまう。 

【日野委員】  そこら辺をもうちょっと。 

【事務局（天野）】  そうですね。整理したほうがいいですね。用語説明。市民参加・

市民協働についても、改めて用語の定義、ご説明して整理したほうがよろしいかと思いま

す。 

【日野委員】  今ここで、こういうふうにするという、文面にするのは難しいのかなと

いう気が。 
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【佐藤会長】  ちょうどいいことを企画財政部長はおっしゃっていただいて、この中に

何で町内会が入っていないのか。町内会は一番、男性が主導権を握っているんです。 

【事務局（天野）】  そう。 

【本川委員】  いえ、違います。女性ですよね。町内会って、今、女性のパワーのほう

が全然強いです。役員なんかも、男性はほとんど閑職のような名誉職になる男性は意外と

いらっしゃいますけれど、実働は女性。 

【佐藤会長】  そういう女性もいらっしゃいますが、まだまだ男性が強いです。 

【事務局（天野）】  知らず知らずにやっているような地域の活動だとか、そういった

ところにおいても、こういった視点が大事なんだというような。 

【佐藤会長】  すごくこういうのは大事だと思うんです。 

【事務局（天野）】  というのが５５ページ。 

【本川委員】  すごく大事だと思いました。ちょっと１つ、もしそうだとすれば、これ

は例えば開催しますとか、実施しますとなっていますね。そうすると、担当課のほうがそ

うしているような感じがするので、もうちょっとサポートするような言葉の表現で書かれ

たほうがいいかなと思いました。 

 教室等のと、もちろん等が入っているから全部カバーできると言えば、それまでなんで

すけれど、例えば催事ということ言葉を使って、イベントだとちょっと砕けちゃうので、

催事というようなことで、もう一つ、膨らまししていただけるといいかなと考えました。 

【事務局（秋葉）】  今のは青少年のためのという部分、９０番のところでしょうか。 

【本川委員】  主に９０番です。 

【事務局（秋葉）】  各種教室・催事ということですか。 

【本川委員】  そうです。催事等を開催しますのほうが。開催するのは、生涯学習課が

開催するように、これだとちょっと見えちゃいますね。だから、もうちょっと言葉として

は、やっていることをサポートするというような、日本語で言うと支援になってしまうん

ですけれど、協力しますとか、そんなような。 

【佐藤会長】  開催しますじゃなくて、支援しますじゃないですか。 

【事務局（秋葉）】  スポーツ教室は開催になる。そちらは……。 

【佐藤会長】  開催、支援しますで。 

【事務局（秋葉）】  そうですね。そのような文言で変更いたします。 

【佐藤会長】  そうすると、５９ページは市民参加・協働推進、これでいいんですか。



 -29- 

市民参加・協働による男女共同参画の推進でよろしいですか。主要課題２と一緒でいいん

ですね。 

 市民との協働による男女共同参画の推進が今のところ、一番いいような感じがするんで

すけどね。市民との協働による男女共同参画の推進……。 

 でも、これ、主要課題２の施策の方向は（１）しかないですね。 

 この中の施策①と②、この施策①は施策の方向（１）、施策②は、施策の方向（２）を

つくって、男女共同参画を促す。環境づくり、市民の男女共同参画を促して、それでやる

とか、ちょっとそこら辺を考えていただいたほうがいいかと思います。ちょっとお任せし

ますので、いいように。宿題です。ありがとうございました。 

 では、小野寺委員。 

【小野寺委員】  前回、メンタルヘルスの文言を入れてほしいと申し上げまして、いろ

いろ皆さんのご意見があって、結論は出なかったのですが、今回、この自殺予防に関する

取り組みの推進、４５ページに入れていただきまして、まことにありがとうございます。

これはすごく思っていたことでございます。 

 それから、もう一つ、お伺いしたいんですが、４９ページのメンタルヘルスチェックシ

ステムの活用でございます。担当が経済課、それから、今の自殺予防、自立生活支援課と

なっておりますけれども、この両方ともに専門の臨床心理士などは置いていらっしゃるの

でしょうか。 

【事務局（秋葉）】  メンタルチェックシステムというのはホームページから、自分の

今の気持ちを、該当するボタンを押してチェックをして、その結果で、あなたの今の心の

状態はこうですというような表示がされるものなんです。ですので、ここに人がかかわっ

ているというわけではないです。 

【小野寺委員】  相談窓口、結局、そういうことですね。 

【事務局（秋葉）】  はい。あなたの心の状態はこうですと。こういう相談先がありま

すということで、相談先が表示されるというようなシステムになっております。 

【小野寺委員】  わかりました。ありがとうございます。 

【佐藤会長】  相談窓口の周知を行いますということですね。 

【事務局（秋葉）】  そうです。メンタルチェックシステムでチェックをしていただく

と、最終的には、これですと労働相談になどと記載しておりますけれども、労働相談以外

のいろいろな市の相談窓口などが案内されるというようなシステムになっています。 
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【佐藤会長】  そのほかの相談窓口システムの中に臨床心理士がいらっしゃるところは

あるんですか。 

【事務局】  これは窓口の周知ということなので、経済課には、もちろんそういうもの

はございません。自立生活支援課のほうには、臨床心理士かどうかはちょっとわからない

ですが、精神保健福祉士なり、有資格者は在籍していると思っております。すいません、

詳しくは確認していません。 

【佐藤会長】  よろしゅうございますか。 

【小野寺委員】  はい。ありがとうございました。 

【佐藤会長】  それじゃ、遠座委員、お願いします。 

【遠座副会長】  それでは、時間もあまりありませんので、先ほど出たお話と絡めて、

私の場合は、先ほどのは２９ページ、計画の体系のⅢの２のところですよね。ここが、主

要課題と施策の方向の内容がほとんど一緒なので、ほかのところは何らかの形でずれて事

業内容につながっている感じなんですけれども、ここのところが何かうまくいっていない

感じがしたので、もう一度、文言などを検討する必要があるのかなと思っております。こ

れからもう一度検討ということだったので、この点は私もこういうように感じました。 

 それから、同じページで申し上げますと、その上の段、施策の方向の（１）政策・方針

決定過程への参画の拡大というのは、これだけ見ていると何の参画の拡大かわかりにくい

ので、実際に該当ページにいくと、やはり女性の参画の拡大ということが書いてあると思

いますので、その内容を意味するのであれば、ここは女性の参画の拡大ということを示し

てもいいのではないかと思いました。 

 それから、Ⅲのところですけれども、「男女共同参画を積極的に推進する」に、仕組み

づくりとか、体制づくりとか、体制の整備とか、そんな言葉をもう少し補ってもいいのか

なとも感じました。意味がわからないわけではないんですけれども、そういう意見が、思

ったということです。 

 細かいところでは、５４ページの主要課題３の（８４）のところです。「相談や各種セ

ミナー、各種制度等の情報を提供します」ということですけれども、このセンターにおい

て相談を受け付けるわけではなくて、これらの情報提供というのは相談を行いつつ情報提

供も行うという意味ですか。それがちょっと、どちらもやっているということが少しわか

りにくく感じたということです。 

 ５９ページの（１０１）、こちらはちょっと意味がわかりにくかったところがあります。
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「市民参加推進会議における検討を経て、男女の偏り是正の視点を含む附属機関等の設置

運営の手順を作成していきます」の意味が何なのか、ちょっとわからないというだけです。 

【事務局（秋葉）】  その点は、私のほうでも確認をいたしました。市民参加推進会議

というもの自体は、市民参加がどのようにされているかをチェックしたり、よりもっと市

民参加をするためにはこうしたほうがいいという提案をしていく役割を持った附属機関で

あります。確かにこれはわかりづらいかと思いますので、代案を考えました。「市民参加

推進会議において、男女の偏り是正の視点を含む附属機関等の設置運営の手順を作成し、

よりよい市政への参加を推進していきます」というような。 

【佐藤会長】  附属機関というのは何を指すんですか。 

【事務局（天野）】  市長の附属機関というのが法律で定められていて、例えばテーマ

においてこういったことを検討してくださいと諮問して、議論していただくのが附属機関

で、この市民参加推進会議というのは市民参加を検討するところなんですね。本市の場合、

市民参加条例というものがあるんですけれども、一応、女性の割合を高めていくというよ

うな目標を定めて、各審議会がそういった目標に沿ってやっているかどうかというチェッ

クもしていますから、そういった観点で審議会の運営の手法、手順をつくっていくという

ことを書いたんだと思うんですが。 

【佐藤会長】  それは、言葉の用語辞典に入れてください。何年につくられたかとか。 

【事務局（天野）】  要するに、各諮問機関、附属機関が男女共同参画の視点で運営さ

れているかどうか、されるような手順を策定していきますということなんだと思うんです

よね。 

【事務局（秋葉）】  では、この部分は宿題にさせていただいて。 

【佐藤会長】  ええ、そうですね。 

【遠座副会長】  あと、私のほうでは、３ページの趣旨のところで、あまり大きな問題

ではなく、用語、記載の仕方だけです。「小さな草の根的活動」の「小さな」は取っても

いいかなと感じました。これは市が進めたというよりも、市民が進めてきた運動のことで

すよね。市民が先に進めていたという動きのことを、小さな草の根的活動と表現されてい

るということですよね。 

【佐藤会長】  小さな草の根的活動というのは、一体何を指して言うのかということで

すよね。 

【事務局（秋葉）】  これは第４次の言葉からそのまま持ってきているので、そのとき
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にそういった言葉になったのだと思います。 

【遠座副会長】  そうなんですか。わかりました。 

【事務局（秋葉）】  委員のおっしゃるように、確かに「端に」というのはちょっとお

かしいと思うので、「活動に端を発し」といった言い回しのほうがいいと事務局としても

思っておりますが、いかがでしょうか。 

【佐藤会長】  小さな草の根的活動なんですかね。 

【瀬上委員】  「小さな」を取ってもいいと思います。 

【佐藤会長】  そうですね。「小さな」を取って。 

【遠座副会長】  「小さな」というのは、ちょっと言い方に語弊があるように感じたの

で。悪気はないんだろうと思うんですけれども、なくてもいいかなと思いました。 

【事務局（秋葉）】  では、「小さな」を取りまして、「草の根的活動に端を発し」とい

うことでもいいですか。それとも「端緒に」のほうがいいですか。 

【遠座副会長】  私は、どちらでも変わりはないです。 

【佐藤会長】  「端を発し」のほうがいいと思います。「草の根活動に端を発し」。それ

はどちらでも結構です。 

 いかがでしょうか。 

【瀬上委員】  やはり「端を発し」がいいのではないかと思います。 

【佐藤会長】  ちょっと遅くなってしまったんですが、私はいろいろやってきましたけ

れども、今回はあまり直せないかなと思うんですが、まず２１ページなんです。ＤＶの防

止に向けた情報提供とか、人権を侵害する暴力を許さない社会づくりで安心を守るとか、

ＤＶについては配偶者とかの暴力がありますけれども、暴力というのは肉体的暴力だけで

はなくて、精神的暴力とか、経済的暴力とかいろいろ入りますので、そこら辺は、これは

第４次の目標ですからしようがないんですけれども、そういうようなことを考えてほしい

ということです。 

 それから、２８ページの基本目標Ⅰの３行目、これは小金井市配偶者暴力対策基本計画

だと思うんですけれども、「配偶者等」にならないかと思ったんです。これ、そうしない

と配偶者のみという感じになって、配偶者と内縁といいますか、恋人とか、いろいろあり

ますよね。だから、「等」にならないかなと思いました。 

【事務局（秋葉）】  確かに、改正前は配偶者になっていたので、当時、配偶者暴力対

策基本計画ということだったのですが、名称は、上位計画の国の計画のほうもありますの
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で、そこの整合性を確認させていただいて、直せるのであればしますが、確認いたします。 

【佐藤会長】  はい、お願いいたします。 

 それから、４２ページの上から１０行目ですけれども、「さらに近年では」と入ってい

るんですけれども、マタニティ・ハラスメントとか、パワー・ハラスメントというのはも

う１０年前からあります。近年は、やはりスマートフォンのリベンジポルノとかなんです

ね。だから、「近年では」ではなくて、「マタニティ・ハラスメントやパワー・ハラスメン

トといったものや、さらに近年ではスマートフォンなどの……」とかいうようにしたほう

がいいのではないかというところです。 

【事務局（秋葉）】  そうしましたら、「さらに近年では」という場所を「スマートフォ

ン」の前に持っていったほうがいいですかね。 

【佐藤会長】  そうですね。はい。 

【事務局】  それと、「パワー・ハラスメントといった新たな」ではなくて、「新たな」

を取って、「といったハラスメントや」ということでいいでしょうか。 

【佐藤会長】  はい。 

 それから、生涯を通じた心と身体の健康支援というのが４３ページから４５ページまで

あるんですけれども、ここだけではなくてほかもそうですけれども、例えば年何回行われ

るとか、１年に何回行われますとかいうことがあってもいいのではないか。 

 それから、充実しますといろいろなところに出てくるんですけれども、充実とは一体何

か。例えば、４７ページ、（５９）「ひとり親・女性相談」の充実の充実とは一体何でしょ

うか。（５８）「女性総合相談」の充実と、いろいろなところで使われているんですね。評

価をするときもこれではだめだなと思ってしまうので、次回からは直していただきたいと

いう感じはします。 

 結果のところに１,０００枚配りましたとか、３,０００枚配りましたとなってくるので

は評価のしようがないです。今度、こちらでも考えていただきたいんですけれども、評価

をするときに一体どういうような、事業内容をどういうようなものにしていかなければい

けないのか、何を書かなければいけないのか。もちろん評価できないようなものもありま

すけれども、少なくとも書けるものは書いていただくように、そういうことをちょっとご

議論いただきたいと思います。 

 それで全部です。 

 あと、ほかに何か言い足りないことがありましたら。どうぞ。 
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【濱野委員】  すみません。先ほどの資料５のところを先にお伝えしても大丈夫ですか。 

【佐藤会長】  はい。 

【濱野委員】  資料５の４ページなんですけれども、市の現状のところで、人口につい

て「男女別にみると、女性が約１,０００人ほど多くなっています」とコメントしていた

だいていると思います。このもとの資料が資料３の９ページだと思います。資料３の９ペ

ージを見ると、女性が多かったのは、平成２４年は３１１人だったんですね。２５年に５

６２人多くなって、２６年に９２１人、２７年に９６０人、２８年に１,１００人、女性

が多くなっているんです。つまりは、小金井市は女性に優しいまちなのかもしれないんで

すけれども、今、約１,０００人ほど多くなっているというのは、この数年で増えてきて

いるということを人口のところに、人口でまとめとするんだったら、スペースもあると思

うので、書いてもいいのではないかと思います。 

【事務局（秋葉）】  今の確認ですけれども、この人口のところに、平成２８年１月１

日現在こうなっていて、男女別に見ると約１,０００人多くなっていますと言っているの

で、２８年１月１日現在を言っているつもりなんですが、ほかにも表記をしたほうがいい

ということでしょうか。 

【濱野委員】  そうです。今の表記が間違っているとか、そういう意味ではなくて、女

性人口が多くなっているのはここ数年の話で、この推移を見ると、ここ数年、ずっともう

女性のほうが男性よりも増えているというトレンドがついてきているんですよね。なので、

そのことを書いてもいいのではないかと思います。 

【事務局（秋葉）】  近年でということ。 

【濱野委員】  そうですね、近年で。平成２４年は３００人ぐらいしか多くなかったん

です。検討してください。意見です。 

【事務局（秋葉）】  資料５は市民懇談会での資料でして、資料３の素案を詳しくパワ

ーポイントでお示ししているものなので、そうすると資料３も変わってきてしまう。 

【濱野委員】  いや、資料３はいいんじゃないですか。多分、資料３には書いていない

けれども、資料５のほうでこういうコメントがついているだけだと思います。 

【事務局（秋葉）】  男女別はですね。わかりました。「男女別にみると」というコメン

トが入っているということですね。 

【濱野委員】  はい。コメントするのだったら、それを書いてもいいのではないかとい

う意見です。 
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【事務局（秋葉）】  するのだったらということですね。はい、わかりました。 

【濱野委員】  検討してください。 

 もう一つ、そのもとの資料３の１２ページなんですけれども、転入、転出の推移が書い

てあって、以前に３０代の転出が多くなっているので、前回は若い世代が増えているとい

う取りまとめだけだったので、それが今、２０代が転入、３０代が転出とちゃんと分けて

書いていただいていて、このメモリをよく細かく見ていくと、女性は若い２０歳から２４

歳が転入した後、４０歳まで転出し切っていないんですね。流入超過になった分が流出し

切っていないので女性が増えている。多分、先ほどの女性が増えているのもそれが影響し

ている。 

 男性は一方で、２０歳から２４歳のメモリを見ると２００人ぐらい増えているんですけ

れども、それが４０歳までの間に転出し切っているんですよね。２０歳から２４歳で入っ

た流入超過の男性が、４０歳までに転出し切っている。結婚して住み続けるのであればと

んとんになるはずなので、それを除外して考えると、推測ですけれども、多分、この推移

を見ると、２０歳から４０歳までの単身女性が増えているまちだと思います。なので、そ

ういうことを計画に反映していけるような分析を、前、転出の理由を調べられないと書い

てあったと思うんですけれども、そういう分析を少ししたほうがいいかなと。 

 それに関連して１３ページなんですけれども、合計特殊出生率が明らかに高まっている

ので、いつも保育園問題があると予測よりも増えてしまったから追いつかなかったという

ことだと思うので、データを見て、そういったことを審議会からも言えないかなと思った

ということです。ただ、アンケート調査とか、転出のときに理由をとれていないので、そ

れを正しく分析するのにいろいろ障害はあるとは思うんですが。 

 あくまで意見なので、検討できれば検討してくださいということで、お願いします。 

【佐藤会長】  どうもありがとうございます。 

 それでは、議題（１）の意見をもとに修正して、修正が終わりましたら、事務局から懇

談会要素案として送付いたしますので、よろしくお願いいたします。 

 

（２）市民懇談会について 

【佐藤会長】  次、時間が延びてしまって申しわけないんですが、議題（２）市民懇談

会について、事務局から説明をお願いいたします。 

【事務局（秋葉）】  では、急ぎ説明させていただきます。資料４をごらんください。 
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 １０月１６日、日曜日、午後２時から４時ということで、東小金井駅開設記念会館で市

民懇談会を行います。 

 チラシにもございますが、素案の説明と計画への理解、市民の方のご意見をいただくと

いう趣旨で開催いたします。 

 こちら、パブリックコメントではないので、出された意見の個別回答はしないものにな

ります。意見に対して、反映します、しませんもお答えするものではないので、発言をい

ただいた場合はその趣旨と理由、方策などを伺うような形になるかと思います。聴取した

意見をもとに、今後、素案をどう見直していくか、参考にさせていただくというような形

になります。 

 素案については、審議会を代表しまして、会長からご説明をいただければと思っており

ます。 

 質疑応答につきましては、素案の内容及び審議会での議論の経過等の質疑応答と素案へ

の意見聴取。回答は、委員、市職員、コンサルタントが行うこととします。 

 その後、今後の予定も周知をさせていただくというように考えております。 

 時間配分としましては、会長のご挨拶をいただきまして、素案説明、質疑応答の進行は

副会長にしていただくということで、おおむね５０分という時間をおとりして行う予定と

しております。 

【佐藤会長】  ありがとうございました。 

 事務局からの説明が終わりましたけれども、ご意見をお伺いします。 

 法制度・掲載データ説明はコンサルタントとするというのは、コンサルタントの方はそ

のときいらっしゃるわけですね。 

【事務局（秋葉）】  はい。 

【佐藤会長】  わかりました。 

 こういうことで行いたいと思いますけれども、いかがでしょうか。 

 

（３）その他 

【佐藤会長】  それで、今日、重点課題を決めなくてはいけないんですけれども、お手

元に参考資料「（仮称）小金井市第５次男女共同参画行動計画における優先課題・施策」

というものがございます。ここに書いていない方いらっしゃいますか。 

【事務局（秋葉）】  ご提案なんですが、時間も時間なので、懇談会の日は、資料５に
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ありますようにとりあえずは全ての、資料５の７ページですけれども、６.取り組みの内

容（主なもの）としておりますが、この「（主なもの）」を取りまして、今回は全て載せて

しまうということではいかがでしょうか。それで、次回以降、どこに重点を置いていくか

ということを議論いただいて、計画書には強化していくというようなやり方もあるかと思

います。 

【佐藤会長】  わかりました。では、そのようにしていただくようにお願いいたします。

よろしいでしょうか。 

 では、ご意見をまとめたいと思います。市民懇談会概要については、おおむね資料のと

おりとする。説明資料は配りますけれども、今、１３、１４、１５ページにございますが、

それを全部載せるということで。重点課題については次回の会議での審議とすることでま

いりたいと思います。 

 最後に、本日、決まりました内容について確認します。計画（素案）については、本日、

出された修正内容などに修正したものを市民懇談会で提示し、素案とする。重点課題は、

次回、つまり懇談会の後の席上で決める。市民懇談会は概要どおりとして実施する。以上

のように決定いたしました。 

 以上で本日の議題は終了しましたが、委員の皆様からほかに何かございますでしょうか。 

 

４ 閉会 

【佐藤会長】  以上をもちまして審議会の会議を終了とします。皆様、どうもお疲れさ

までございました。 

 

―― 了 ―― 



　第５回小金井市男女平等推進審議会（平成２８年度第4回）

　企画財政部企画政策課男女共同参画室

　平成２８年１０月６日（木）　午後３時～午後５時２５分

　前原暫定集会施設Ｂ会議室

　佐藤百合子委員（会長）、遠座知恵委員（副会長）、浦野知美委員、

 小野寺千鶴子委員、神田正美委員、瀬上ゆき委員、濱野智徳委員、

　日野絵里子委員、本川交委員
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第５回小金井市男女平等推進審議会（平成２８年度第４回） 

平成２８年１０月６日（木） 

 

 

１ 開会 

【佐藤会長】  第５回男女平等推進審議会を始めさせていただきます。 

 傍聴者の方にお知らせいたします。傍聴者用の意見用紙があります。ご意見がある場合

はこの用紙にご記入いただき、事務局へお渡しください。いただいたご意見は会長判断に

より、必要に応じて審議会の参考とさせていただきますが、ご意見に対する質疑応答は行

いませんので、ご了解ください。 

 きょうは欠席１人ですので、定足数５人以上を満たしておりますので、審議会を開催す

ることができます。 

 まず初めに、会議を開く前にちょっとご報告を。９月２０日に講師をお呼びして、男女

共同参画行動計画策定のための勉強会が開かれたわけですけれども、とてもたくさんの庁

内の方もご出席いただきまして、５０人ぐらいになったんですかね。 

【事務局（秋葉）】  全部で３２名です。 

【佐藤会長】  ３２名のご出席をいただきました。議員の方も出席していただきまして、

静岡県立大学国際関係学部教授の犬塚協太先生にお願いをいたしました。とてもお話がお

もしろい方でした。私、この小金井市は進んでいると思ったんですが、いやいや、静岡県

はもっと先を行っておりまして、報告書をつくるときに、部署の方と直接審議会の委員が

手分けしてお話を聞く。 

 内容がわからなかったら、何回でも書き直させるということで、これはまだ私たち、皆

様方にご迷惑かもしれませんが、やらなければいけないことがいっぱいあるなと。私はか

なり勉強になりました。参加してよかったと思います。 

 それとともに、男女共同参画社会というものの行方が、それが非常にはっきり、これで

正しいんだという再確認をいたしました。ホームページには載りますか。 

【事務局（秋葉）】  内部の研修会ですので、載りません。欠席された委員の皆さんに

は当日配付の資料をお配りしております。 

【佐藤会長】  そうですか。皆様よくごらんなっていただきたいと思います。 

 それでは会を始めたいと思います。きょうの内容は、報告事項１点、それから議題が２
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点ということになっています。 

 報告事項は私やってしまったんですね。第５次男女共同参画行動計画策定に係る研修会

の結果について、ただいま申し上げました。 

 それから次に、議題が２点ですが、１つは（仮称）第５次男女共同参画行動計画（素

案）についての意見。それから２番目が市民懇談会についてです。 

 議題１については、事前資料として資料の３、第５次男女共同参画行動計画（素案）を

事務局より送付しております。 

 その他、本日提出資料は４点です。資料１、（仮称）小金井市第５次男女共同参画行動

計画施策体系一覧。資料２、小金井市第５次男女共同参画行動計画・担当課別施策事業体

系一覧。それから市民懇談会の概要について、資料５が、市民懇談会説明資料についてと

いうことです。 

 本日、合わせて参考資料３点が配付されております。素案についてのご意見と重要課題

施策を事前にいただきましたものをまとめたものです。 

 第５次男女共同参画行動計画の重点課題施策というのをまとめたのがありますが、ここ

に私まだ書いていなかったんですが、書いていない方いらっしゃいましたら、お回ししま

すので、ここに書き入れていただきたいと思います。書いていらっしゃらない方、ありま

すか。 

【事務局（秋葉）】  皆様の資料に書き込めるようにはなっていますので、後で言って

いただければと思います。 

【佐藤会長】  そうですか。 

 もう１つは市民懇談会用のチラシですね。私がお願いしましたけれども、男女平等基本

条例の写し、これが参考資料として配られております。 

 なお、前回、現計画であります第４次男女共同参画行動計画の推進状況等について意見

を取りまとめ、お示しすることを予定していましたが、市民懇談会の開催も近いというこ

とから、審議時間を考慮し、計画素案と市民懇談会について、きょう議論することを優先

議題としまして、次回以降に繰り延べさせていただきたいと存じます。 

 皆さんから特段のご意見がなければ、このように進行したいと思いますが、よろしゅう

ございますでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

【佐藤会長】  はい。ありがとうございます。 
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２ 報告事項 

（１）（仮称）第５次男女共同参画行動計画策定に係る研修会の結果について 

【佐藤会長】  では、初めに、（仮称）第５次男女共同参画行動計画策定に係る研修会

の結果についてです。それでは、事務局からご報告をお願いいたします。 

【事務局（秋葉）】  先ほど会長からほぼご報告はいただいたところですが、詳細な人

数を申し上げたいと思います。 

 当日は、男女平等推進審議会の委員の方が５名、それから庁内組織であります男女共同

参画施策行政連絡会議の委員が２４名、それから貴重な機会ということで、市議会議員の

皆さんにもお声をおかけしたところ、３名の議員の方のご参加がありましたので、計３２

名でございました。 

 とてもよかったという評価が大半でございまして、「男女共同参画社会の意義と計画策

定のポイント」と題して講演いただき、小金井市のデータや今後求められる視点など、審

議会と事業課のあり方など、お話をいただいたところです。 

 欠席された委員の皆様には、本日、お手元に配付させていただきました。簡単にはなり

ますが、以上です。 

【佐藤会長】  ありがとうございました。事務局のご説明の質疑、ご意見がありました

ら、お願いをいたします。 

 

３ 議題 

（１）（仮称）第５次男女共同参画行動計画（素案）について 

【佐藤会長】  それでは次に、議題１に移りたいと思います。資料３については事前に

資料を送付しましたので、ごらんいただいたことと思います。その他の資料２点事務局か

ら説明をお願いいたします。 

【事務局（秋葉）】  まず、資料１でございます。（仮称）小金井市第５次男女共同参画

行動計画施策体系一覧でございます。前回ご審議いただきました体系から、基本目標Ⅱの

ところにありました政策方針決定過程への男女の参画という課題、こちらを基本目標Ⅲの

ほうに移動させてございます。基本目標Ⅲの内容は、男女共同参画施策を、すいません、

前のままになってしまっておりました。訂正ください。男女共同参画施策のこの「施策」

をとりまして、「男女共同参画を積極的に推進する」ということで修正させていただきま
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した。 

 それから具体的事業内容です。今回、事業内容を作成する中で、事業名を一部変更した

ところがございます。 

 番号で申し上げますと、まず、事業名１２番です。こちらが人権身の上相談等市民相談

の活用という名称になっておりましたが、人権侵害等に対する相談の実施ということで修

正させていただいております。 

 それから１４番、事業としては人権・平和に関する講演会の開催であり、その中に多文

化共生に関することも含まれるものですが、事業名からはそちらを削除いたしました。 

 それから５６番、ひとり親家庭へのホームヘルプサービスの推進、前回は家庭支援事業

という名称になっていましたが、これをホームヘルプサービスということで変更させてい

ただいています。 

 それから、６０番の庁内の相談体制の充実と相談機関の連携というところが、前回の表

ですと、庁内の相談体制の充実というので終わってしまっておりました。これは誤表記で

す。相談機関の連携というのが入っております。 

 それから、６１番のところですが、こちらは基本目標Ⅱワーク・ライフ・バランスの実

現した暮らしをめざすということになっておりましたので、施策の方向と合わせまして、

同じようにワーク・ライフ・バランスを先に持ってきまして、括弧書きで（仕事と生活の

調和）と表記を一部変更させていただいております。前回は仕事と生活の調和が先に来ま

して、括弧でワーク・ライフ・バランスになっておりましたので、目標に合わせて変更し

たということでございます。 

 それから、８１番のところですけれども、女性のための就職支援講座、前回は女性のた

めの再就職支援講座としておりましたが、再就職の方のみではないことから、再就職の

「再」をとりまして、就職支援講座に修正させていただきました。 

 それから８４番ですね。東小金井市事業創造センターを活用した起業支援。前回はセン

ターの名前がＫＯ－ＴＯと入っていたんですけれども、こちらは関連計画の表記に合わせ

まして、ＫＯ－ＴＯというのは削除させていただいております。 

 それから、９４番のボランティア育成の促進と地域リーダーの育成、こちら前回はボラ

ンティア育成の推進のみだったんですけれども、こちらも関連計画の内容と調整をとりま

して、修正させていただいております。 

 それから、９５番の市民活動団体リストの活用。前回は市民活動団体リスト等というこ
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とで、などという「等」が入っていたんですが、活動団体リストのことを申し上げている

ので、「等」を削除したという形になっております。 

 それから、新規の事業名に関しては★印で表記をしております。 

 それから、前回、第４次で核となる施策はどれだったのかというご質問があり、全く同

じ名称ではない部分もございますが、近しいところの項目、施策に●を付しております。 

 基本目標Ⅰの主要課題３、小金井市配偶者暴力対策基本計画は、事業名のところに●を

つけさせていただいております。 

 資料１については以上でございます。 

 次に資料２でございます。資料２は、前回、委員から担当課別の事業内容が見えたほう

がいいというご意見をいただきましたので、ご用意いたしました。 

 左端に担当課を記載しておりますので、何課が何という事業にかかわっているのかとい

うことがわかるようにしてございます。 

 最後には関係各課と表記されているものの事業を載せております。主要課の事業として

持っているというよりは、連携している事業について関係各課と表記しておりますので、

こういった事業がいろんな課とかかわって行われている事業ということで認識していただ

ければと思います。 

 資料２については以上でございます。 

 それから、ごらんいただきました資料３の素案についてでございます。開いてすぐのと

ころに目次がございます。この目次に沿って内容のほうは記載されてございます。 

 ページ３～５のところに計画策定の趣旨を載せております。前回４次のときには、国・

東京都の動きというのを別立てで掲載しておりましたが、ここでは男女共同参画をめぐる

最近の国・東京都の動きということで、各関連法の改正等をこのように記載しております。 

 また、位置づけ等には、引き続き小金井市配偶者暴力対策基本計画を内包していること

などを記載しております。 

 少し飛びまして２９ページになりますが、計画の体系をお載せしております。小金井市

配偶者暴力対策基本計画は、基本目標Ⅰ、主要課題３のところに表記をさせていただいて

いますけれども、今回、新たに内包します女性活躍推進法に基づく推進計画は複数課題に

わたりますので、基本目標Ⅱの１、２、３がそれに位置づけられますということで、体系

の下のところに※印で表記をさせていただいております。この表記方法にも何かご意見が

あれば伺えればと思います。 
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 それから、施策の展開で事業内容を記載してまいりました。事業に即した具体的事業が

ある場合は事業名を列記しまして、事業名がそのままでない事業、例えばですけれども、

事業名１番で人権に関する啓発資料の作成・活用というところですと、これ自体では具体

的な事業の名称にはなっていないので、事業内容のところに具体の担当課が持っておりま

す啓発リーフレットの作成・配付というような形でお示ししております。 

 逆に、事業名がそのまま事業の内容になっているのが、４番にありますような情報誌

「かたらい」の発行・周知、こういったものはどういうものが「かたらい」なんだという

ことを書いておりますので、黒ポチの表記にはなっていないということです。 

 それから、前回いただいた意見で、働く女性へのメンタルチェックについてどちらかに

含まれないかということで、ご意見をいただきました。それにつきましては、４９ページ

の表をごらんください。 

 事業ナンバー６３番ですが、労働相談などの各種相談窓口の周知という事業名の中に、

メンタルチェックシステムの活用としました。市で行っております「こころの温度計」と

いうメンタルチェックシステムというホームページから確認ができるものがございまして、

メンタルな部分についてはチェックを活用していただければということで、このように事

業内容に示させていただきました。 

 こちらは、４５ページの５１番の事業にあります自殺予防に向けた取り組みの推進のと

ころにもあるものですが、一般の方以外も労働者の方も使っていただいても差し支えない

ということで、こちらのほうにも再掲させていただきました。 

 それからもう１つ、放課後子ども教室の事業名を放課後子どもプランにしないかという

ご意見がございました。５１ページの７０番になります。小学校だけではなくて、広く子

育てにかかわる部署も合わさって施策展開していくものなので、放課後子どもプランにし

ないかということでございましたが、関係課とも調整させていただきまして、プランです

と、計画そのもの自体の名称になり、環境づくり全般を指すようになるので、この施策の

ほかの事業とのバランスを考慮し、プランの中でやっている放課後子ども教室の実施とい

うことで、ほかの事業と同じような形に合わさせていただきました。 

 事業内容２段目、市立小学校の校庭・教室などということになっていますので、今後、

それだけではないという含みを持たせて表記はしておりますので、１つのプランの中の事

業ということで、子ども教室というふうにさせていただきました。 

 それから、これは前回いただいたものではないんですが、性的少数者、性的マイノリテ
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ィーとも言われますけれども、人権課題について、先日行われました第３回定例議会で一

般質問を受けまして、５次の計画ではＬＧＢＴの人権、そういったものはどういうふうに

明記されていくのかというようなご質問がございました。４次のときにももちろんご議論

いただきまして、表現に配慮するなど対応してきたところではあるとお答えはしておりま

す。 

 ＬＧＢＴの相談窓口を設置しないかというようなご質問も受けましたが、女性総合相談

や人権相談でそういった方のご相談に関しても対応しているとお答えしております。 

 パートナーシップ条例の制定をしないかというご質問いただきましたが、まだまだこれ

から取りかからなければいけない課題という認識でおりますので、どういった課題がある

のかをまずは研究に努めていきたいということで、お答えをしております。 

 審議会委員の皆様にもそういったご意見があったということをここでご報告させていた

だきます。 

【佐藤会長】  ありがとうございました。 

 今のＬＧＢＴに対してですが、３ページの計画策定の趣旨のところの１３行目から「そ

れらに対応する法律の制定や改正も行われています。また、マタニティ・ハラスメントや

リベンジポルノ、ＬＧＢＴなど、時代が進むとともに新たな課題も顕在化しています」と

いうふうに書き加えられております。 

 この素案をもって市民懇談会で説明をいたしますが、本日ご意見等をいただき、修正案

の素案を市民懇談会で配付したいと思います。皆さんから事前にいただいた意見をまとめ

たものを参考資料としてお配りしております。こちらも参考にしながら、改めて皆さんか

らご意見をお願いいたします。 

 事務局からいただいたのは、ほかのもらった方、全部をまとめてあるわけですね。 

【事務局（秋葉）】  そうですね。昨日現在いただいているものをまとめております。

参考資料で意見をいただいたところに対して、説明をさせていただきます。 

【佐藤会長】  お願いいたします。 

【事務局（秋葉）】  まず一番初めの、第４次と同様に西暦も併記したほうがよいので

はということですが、皆様よろしければ併記は可能でございます。 

 それから、次の３ページにあります趣旨ですけれども、上から４行目の、男女共同参画

社会を説明している部分ですが、４次のときの表現のほうがいいのではないか、なぜこの

文章になったのかということですけれども、４次の計画の基本理念に本市が目指すべき男
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女共同参画社会、このような文言に近い文言が入っておりましたので、それをアレンジし

たということです。 

 もちろん、変えることは可能です。 

【佐藤会長】  ありがとうございました。 

【事務局（秋葉）】  すいません、もう１つだけ。ページ１３で書いてあります折れ線

グラフですけれども、（７）合計特殊出生率の推移、折れ線グラフとどの点が横軸の年に

なるのかわかりにくいということですけれども、メモリまでの１升が年というふうになっ

ているので、その年の間にちょうど四角とかダイヤの形とか三角とか、その数値を示すも

のが入っております。下のメモリが年ではないといいますか、すいません、ちょっと説明

がつたなくて申しわけないんですけれども、その１メモリの間にちょうど数値が入るよう

な表記になっております。 

【浦野委員】  一般的には、この表記が一般的なんですか。 

【研究員（斎藤）】  そうですね。こういうふうに基本的には。 

【浦野委員】  そうなんですか。じゃ、結構ですけど。 

【佐藤会長】  間にしたということですものね。普通はこの点線のところ、下の線のと

ころの上にこの四角が来るものですよ、グラフというのは。線と線の間を平成６年、平成

７年としただけであって、この線の上ではないというのはそのとおりなんですけれども、

それが一般的かどうかわからない。 

 上の男女別未婚率の推移とか線と線の間にたくさん書くところがあれば、そういうふう

にするというのもありますけれども、例えば１５ページに５歳階級別労働力率もそうなん

ですけれども。最近はこうなんですかね。 

【研究員（斎藤）】  ワード、エクセル上で作成すると、システムが基本的にこうなっ

ているという。 

【佐藤会長】  ああ、ワード、エクセル上のシステムだそうです。そうしたら、平成６

年、平成１１年と載っているところの、例えば線を少し長くしたりということも考えられ

ますか。 

【浦野委員】  そうですね。 

【佐藤会長】  ちょっと見にくいですよね。 

【浦野委員】  見にくいかなと。 

【佐藤会長】  このグラフだけね。上のグラフは大体わかるんですけれども。 
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【浦野委員】  数えちゃうんですよ。平成１１年はどこの線なのか。 

【佐藤会長】  そうそう。だから、そこをほかの線の２倍にするとか。 

【浦野委員】  そんな大きな問題ではないので、はい、結構です。 

【佐藤会長】  今回はこれで行きますけれども、この合計特殊出生率のグラフだけちょ

っとわかりにくいということですので、何か次回考えてください。 

【遠座副会長】  あるいは、１５ページみたいに縦書きにしたら少し見やすくなります

かね。 

【佐藤会長】  そのほうが見やすいことは見やすいですね。 

【遠座副会長】  西暦があるから、どうなんでしょうね。もし技術的にできるようなら、

できないということであれば仕方ないと思います。 

【佐藤会長】  それは事務局にお任せをして。 

【事務局（秋葉）】  検討させていただきたいと思います。 

【佐藤会長】  それでは、お一人お一人言っていただいてよろしいでしょうか。じゃ、

神田委員からお願いします。 

【神田委員】  特にありません。 

【佐藤会長】  特にないということですか。 

 本川委員。 

【本川委員】  男女共同参画が浸透していないというような現実があるというのがどっ

かに記述してあったんですけれど、やっぱり言葉がわかりにくいというようなこともある

んではないかなと思って、１つには、注釈、言葉の説明みたいなのがどこかに載るように

なるといいのかなって。全体的にそれは言えることなんですけれど、わかっている方はわ

かっているんですけど、ＬＧＢＴとか、そういうものを一般的な人もわかりやすいような

説明というか、言葉の説明ですね、これにはないですよね。 

【事務局（秋葉）】  これも説明申し上げればよかったんですが、リベンジポルノとか

ＬＧＢＴというのはやはり注釈を入れたほうがいいということで、今の計画でも入ってお

りますが、※をつけて、用語集を見ていただければわかるようにするか、このお近くに下

のほうに注釈を入れるか、その点は対応していきたいと思っております。 

【本川委員】  はい、わかりました。 

 こんなことを申し上げていいのかどうかちょっとわからないですが、３６ページなんで

すが、施策の③、多文化共生のまちづくりがございますよね。そこの１３、１４、１５、
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１６の順番なんですが、やっぱり順番ってあると思うんですよ。 

 私が考えるのであれば、まず、１４番の人権・平和に関する講演会等の開催なんていう

のが先に来て、それから国際理解教育の推進が来て、それから在住外国人との交流の推進

が来て、外国人相談というような、流れというんですか、そういうものを少しお考えいた

だけるといいのかなというふうに考えました。 

【佐藤会長】  それについてはいかがでしょう。広報秘書課とか指導室とか、番号が決

まっているんじゃないですか。 

【事務局（秋葉）】  その点は大丈夫なんですが、広報秘書課でつなげて表記させてい

ただいたというだけのものですので、皆さんで講演会とか教育が来て、相談は一番下でい

いということであれば、順番を変えることは可能でございます。 

【佐藤会長】  どうですかね。外国人相談の実施は一番最後に来たほうがよろしいです

か。 

【本川委員】  どこを重要視するかという、ほんとに切り取った部分なので、私自身も

はっきりわかって申し上げているわけじゃないんですけれど、いろいろな場面でそういう

順番というのは出てくるんじゃないかと思っているんですね。何を重要視するかというの

は個人的な感覚でも違うかと思いますし、会の総意であれば別にそれは構わないことなん

ですけれど、意見を求められれば、そのようなことを私の視点としてお出しさせていただ

くということでございます。ご理解いただければと思います。 

【佐藤会長】  ありがとうございました。 

 浦野委員。 

【浦野委員】  気になったところはこちらに反映していただいているので、ほかにない

んですけれども、特に１６ページに書いてありますアンケートの結果の概要のところにつ

いては、市民意識調査の報告書を私たちはいただいて読んでいるんですけれども、読んで

いない人に対してこれも配られるということを考えると、ちょっとイメージが湧かないと

ころが幾つかあるのかなと思います。生活における優先度、これについてはちょっとどう

なんでしょうかね。読んでいない方には難しい表現なのかなと思って、ちょっと書き方を

検討していただければ、さらに親切なのかなというふうに思いました。 

【事務局（秋葉）】  これは要するに設問がないので、いきなり結果が出ているという

ことでよろしいですか。 

【浦野委員】  はい。 
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【事務局（秋葉）】  それでしたら、設問で仕事、家庭、地域、個人の優先度を聞いた

ところ、こうでしたみたいな一文が入ればわかりやすいでしょうか。 

【浦野委員】  そうですね。取っかかりとして、読んでいる方も入っていかれるんじゃ

ないかなと思います。 

【事務局（秋葉）】  わかりました。 

【佐藤会長】  じゃ、そこの言葉をちょっと入れるようにしていただきたいと思います。 

【事務局（秋葉）】  はい、わかりました。 

【浦野委員】  それともう１つ、２１ページに書いてある囲みの部分ですけれども、こ

れもやっぱり市民意識調査によると、それは８２ページに書いてあったんですけれども、

女性では「相談してもむだだと思った」というご意見も決して少なくはなかった、同じぐ

らいだったというふうに書いてありましたので、これってとても大事なことなのかなとい

うふうに個人的には思います。相談してもむだだという気持ちがあったら、やはり改善に

はつながっていかないので、こういったご意見があるということを書き加えていただける

と、さらにいいんじゃないかなと思います。 

 以上です。 

【事務局（秋葉）】  今の浦野委員のご意見に対してなんですが、２１ページの囲って

いる部分のご指摘をいただいたかと思います。相談するほどではないと思ったということ

で意識啓発を、社会機運の醸成を図ることが大切と述べさせていただきまして、先ほどお

っしゃっていました「むだだと思った」というところで、「また」以降のところですね、

「連携した相談しやすい窓口づくりに努め」ということで記載はさせていただいたところ

です。 

【佐藤会長】  相談するほどのことではないと思ったというのは、本人がＤＶであると

いうのをそんなに認識していないということも考えられるので、そこら辺のところはどう

いうふうに考えたらいいか、この後の施策のところに反映したらいいかなと思うんですけ

ど、いかがでしょうかね。 

 相談しにくいだろうと考えるのと、相談するほどのことではないなというふうに本人が

考えてしまう。ほんとうは大したことあるんだけど、大したことないかと考えてしまうと

いうことともとられるんじゃないかなと私はこれを読んだんですね。 

 だから、これは確かにおっしゃるとおり、すごく重いんですよ。それに対してどういう

ふうにやるかというのは、やっぱりＤＶというのは単純なことでも大きなことに発展する
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危険性があるから、早めに相談しましょうみたいな、そういうような方向へ持っていって、

なおかつ相談しやすい窓口づくりをやったらいいなという感じがするんですけどね。 

 相談しやすい窓口づくりというのはどういうことか、ささいなことでも相談に乗るとか、

そういうことだと思うんですよ。だから、そういうふうな意識で書いてくださればいいん

です。 

【事務局（秋葉）】  親しい仲でもそれは暴力だということが、当人もそうですけど、

周りの方も認識していただければ、また相談にもつながっていくのではないかということ

も考えまして、人権侵害なんだという認識を高めるというところと、会長がおっしゃって

いただいたように、相談しやすい窓口づくりに努めということで記載をさせていただきま

した。問題認識としては当然そのように思っているところです。 

【佐藤会長】  人権を侵害する暴力、それをどう捉えるかなんですよ。精神的な暴力も

あるし、経済的な暴力もあるし、そういうことも全部含めて暴力だと。ただ殴るだけとい

うような感じが、この「暴力」という言葉１個だと感じてしまう。そこら辺が私は問題だ

なというふうに思っています。 

【事務局（秋葉）】  計画の趣旨のところ、３ページに戻るんですけれども、「しかしな

がら」というのが真ん中辺にあるかと思うんですが、「配偶者等からのさまざまな形での

暴力」というような表現をしております。課題の中にも「さまざまな」というような文言

を入れたほうがいいということであれば、そのように変更したいと思いますが、いかがで

すか。 

【佐藤会長】  皆さんのお考えをちょっとおっしゃっていただければ。 

【事務局（秋葉）】  すいません、課題の四角の中も、ＤＶのみならず、いろいろな、

ストーカー、セクシュアル・ハラスメント、マタニティ・ハラスメント、パワー・ハラス

メント、虐待などということで、さまざまな人権侵害と表記しています。あまり「さまざ

ま」を使い過ぎるとちょっと難しいのかなと思います。 

【佐藤会長】  もし後ろに言葉の説明を入れるんであれば、ＤＶとは何かということを。 

【事務局（秋葉）】  用語説明で。 

【佐藤会長】  用語のほうで説明をしたほうがいいと思いますね。単に肉体的暴力だけ

じゃなくて、精神的なものもあるし、経済的な暴力もあるしという。むしろ精神的なほう

が強い、たくさんあるから、相談するほどじゃないかなと思ってしまうということになる

のかなという感じはします。 
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【事務局（秋葉）】  用語説明で対応させていただきたいと思います。 

【佐藤会長】  よろしくお願いします。以上ですか。 

【浦野委員】  はい。ありがとうございます。 

【佐藤会長】  あとほかにございませんか。そうしたら、日野委員。 

【日野委員】  ちょっと基本的なことかもしれないんですけれども、資料３で１９ペー

ジのところに前期の目標とか前期の期間の取り組みとかあるんですけれども、前期って、

２９年～３２年までの４年間ということで、最初の２年間ということかなと私はそのよう

に捉えているんですけれども、前期という期間が具体的に書かれていないのかなと思った

ので、６ページのところに、本計画は２９年～３２年までの４年間ですと書いてあるので、

そこは書いていただければ、見やすいかなと思います。 

【事務局（秋葉）】  この前期というのは４次のことを指しております。 

【日野委員】  あっ、４次のことなんですね。私もちょっと、４次なのかもしれないと

か、いろいろ考えたり、前期の捉え方が、特に初めて見る方はわからないと思います。 

【佐藤会長】  そうですね。私も最初勘違いして、前期ってこれ何だろうと思ったら、

「さまざまな情報を発信しました」と過去形で書いてあるんですね。ああ、そうか、じゃ、

これは第４次かなと思って読んだんですけど。これは第４次というふうに書いたほうが。 

【日野委員】  具体的なほうがわかりやすい。 

【事務局（秋葉）】  はい、わかりました。 

【佐藤会長】  第４次ということで。「前期の」というのは、とってしまったほうがい

いと思います。一番最初に４次と書いてあるので。 

【事務局（秋葉）】  そこは修正させていただきます。 

【佐藤会長】  お任せしますので、わかりやすいように。 

【日野委員】  あと、３５ページの施策の９番で、新しい★印に情報モラル教育の充実

とあるんですけれども、ここがメディア刊行物等への配慮のところに盛り込まれているん

ですけれども、事業内容を読んだときに、メディアとか刊行物ではないような気がしたん

ですね。どちらかというと、教育の場における男女平等教育の推進のほうに入るのかなと

思って、それが３７ページの（１）のほうなんですけれども、幼少期や学校教育における

男女平等教育・学習の推進のほうが近いのかなって思ったんですね。 

 そうすると、ここの教育の場における男女平等教育の推進のところに「指導者の養成に

努めます」と書いてあるんですね。「性別にとらわれず、生きる力、学ぶ力、働く力をは
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ぐくむ教育を進めるとともに、男女共同参画についての正しい理解を持つ指導者の養成」

とあるんですけれども、指導者だけではなくて、学校における生徒とか学ぶほうの教育と

いうふうな枠組みも入るのかなと思うんですよ。それで、例えば表記の仕方を「正しい理

解を持つ指導者の養成や教育現場における生徒の指導に努めます」とかっていうふうにし

て、先ほどの３５ページの９番の情報モラル教育の充実をここに盛り込んだらわかりやす

いかなと思いました。 

【事務局（秋葉）】  事業ナンバー９を１８の中に入れたほうがいいと。 

【日野委員】  １８の下のほうというんですかね、１９あたりをつくって。 

【事務局（秋葉）】  その次が、すいません、指導者というのはどこでしょうか。 

【日野委員】  ３７ページの真ん中あたりに、施策の方向（１）教育の場における男女

平等教育の推進の下に「性別にとらわれず、生きる力、学ぶ力、働く力」とあって、最後

のほうに「指導者の養成」ってあるんですけれども、指導者の養成だけではなくて、これ

から要するに社会に巣立っていく子供たちの養成も一緒に合わせて育てていかないといけ

ないのかなと思ったんですけれども。 

【事務局（秋葉）】  はい、わかりました。この文章は、わかりづらかったのかもしれ

ないんですが、前半の「性別にとらわれず」という、「はぐくむ教育」というのは子供た

ちのことを言っているんですね。 

【日野委員】  指導者の養成もだし、さらに子供たちの養成も。 

【事務局（秋葉）】  そうです。子供が性別にとらわれず、生きる力、学ぶ力、働く力

をはぐくむ教育を進めますというのは、これは子供たちに対しての教育を進めるというこ

とで、後半は、それを理解しながら、男女共同参画を理解しながら子供たちの教育に当た

るという、その指導者の養成に努めますということです。 

【佐藤会長】  そうすると、最初のところに子供たちの教育というのをはっきりわかる

ように書いたらいかがですかね。 

【日野委員】  指導者だけではなくて、巣立っていく、社会で育っていく子供たちの教

育が何か抜けているような、指導者を育てるということが重要なのではないような気もす

るんですよ。もちろん指導者の養成はすごい大事なんですけれど、子供も大事かな。 

【佐藤会長】  これ、何もないと、「性別にとらわれず」から全部、指導者の養成にか

かってしまう。 

【事務局（秋葉）】  そうしましたら、「ともに」の後の「男女共同参画についての正し
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い理解を持つ指導者の養成に努め」、それを前に持ってきて、最後は「はぐくむ教育を進

めます」というような形だったら誤解がないですかね。 

【日野委員】  はい。 

【佐藤会長】  いかがでしょうか。そういうような修正でもよろしいでしょうか。「男

女共同参画についての正しい理解を持つ指導者の養成に努めて、性別にとらわれず、生き

る力、学ぶ力、働く力をはぐくむ教育を進めます」というふうに書くということですね。

いかがでしょうか。今のでいいですか。 

【日野委員】  はい。 

【佐藤会長】  前のページの９番を１８番の下に持ってくるということですね。 

【日野委員】  そうですね。 

【佐藤会長】  それに関してはいかがですか。 

【事務局（秋葉）】  そうですね。メディア刊行物等というテーマで、この情報モラル

というのは、最近はＳＮＳの扱い方だったりということを学校のほうで、関係機関、警察

などと連携しながら、情報モラル教育をされているということなので、メディアではない

んですけど、そういった、情報ということで入れさせていただいています。 

【日野委員】  私の認識がちょっと足りなくて、そういう情報モラルということでの記

載であれば、どういうものかというのを、ＳＮＳがあるというのを書いていただければ、

ああ、こっちなんだと今理解したんですけれども。 

【事務局（秋葉）】  そうですね。それだけというわけでもないと思うのですが。 

【佐藤会長】  学習指導要領に基づくというところがわからないんじゃないですか。学

習指導要領のどういうところに載っているか。ＳＮＳだけじゃなくて、いろいろ載ってい

ますね、今。だから、そういうようなことに関しての情報モラル教育だったらいいと思う

んですけど、ちょっと文章を考えていただいたほうが、指導室に、むしろ学習指導要領に

一体何と書いてあるのという、そこをちょっとお聞きいただいて。 

【日野委員】  いろいろ捉え方がこの文章だけだと、ちょっとあるかなと思ったので。 

【佐藤会長】  男女共同参画を捉えるんだったら、学習指導要領というのは、これは一

体何だ、何が書いてあるんだと知らない人がいますからね。 

 それから、これは全体的に言えるんですけど、充実とか、そういう言葉がいっぱい出て

いるんです。 

 充実、充実と言うけど、じゃ、これは配布数を多くすることで充実を図っているのか、
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講演回数を多くするということで充実を図るのか、何なんだろうというところが非常に多

いです。充実と書いておけば、みんなわかるような感じになってしまうんですけど、充実

と書いても何かよくわからないんですね。だから、第４次行動計画の評価もあまりうまく

できないということになってしまうんですね。例えば去年、１,０００枚配布しましたが、

今年は２,０００枚にしますとか、せめてそういうふうに書いてほしい感じがするんです。 

 この情報モラルの充実というのは、例えば指導室に、充実ってどういうことですと聞き

たい気がするんですね。 

【神田委員】  結構、この小さい枠に充実以外のことを書くというのはとても難しいな

と感じます。ちょっとこれはほかに書きようがなかったのかもしれないなというようなこ

とを考えながら。 

【佐藤会長】  それでは、神田さんのお考えになる充実って何ですか。 

【神田委員】  充実って、やっぱり浸透を図るというか、生徒にそれが理解されるよう

に回数を繰り返すとか、語りかける内容を工夫するとかということだと思うんです。 

【佐藤会長】  その回数を繰り返すということが欲しいですね。なぜかと言ったら、実

際の計画だから。 

【神田委員】  ただ、これは指導室の計画なので、それがどのような形になるかという

のは、学校によってまた違う形になってあらわれてくると思うので、それを一概に２回や

りなさいとか、３回やりなさいという、そういう問題でもないんじゃないかなという気が

するんですけど。 

【佐藤会長】  各学校によってやることが違うというんだったら。何で充実と言えるの

でしょう。指導室で情報モラル教育をやってくださいと言うだけで済むのではないですか。 

【神田委員】  それを市立は全校一斉にこうしなさいというのはちょっと難しいから、

そう言われても、なかなか学校の実態もあるので、一概にそういうふうに同じことができ

るとは限らないと思うんですね。 

【佐藤会長】  学校の考える、置かれている実態というのは一体何かということです。

それは、プログラムの例えば時間のこともあるだろうし、そのほかやらなきゃいけないこ

とがいっぱいある、それはわかりますけれども、そのどこかをめぐって情報モラル教育の

充実をしてくださいということですね。男女平等の観点からいろいろな教育の実施がある。

そんなの全部やったら大変だというのは、私もわかります。だけれども、ここで情報モラ

ル教育の充実というふうに考える。例えばＳＮＳとか、これは一番大変なことですよ。だ
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から、それは絶対みんなやってもらわなきゃいけないことなんじゃないですかね。 

【事務局（秋葉）】  先ほども少し申し上げましたが、関係機関と連携して情報教育、

情報モラル教育に当たられているというお話は伺っていますので、従来、学校だけでやっ

ていたことを関係機関とも連携してやっていらっしゃるというところで、充実とされてい

るのかなと思っておりますので、もし従来からもやっていたということであれば、会長が

おっしゃっていたように、「実施」とか、そういった言葉に変えるということでもいいの

かなと思います。 

【佐藤会長】  その実施って、これ、星印は、新しいですね。男女共同参画社会につい

て、これが情報モラル教育を前からやっていたんだけど、男女共同参画という点からも捉

えてやるということで、星印がついているわけですね。 

【事務局（秋葉）】  そうです。リベンジポルノとかＳＮＳで、安易に写真を上げてし

まうとか、いろいろなことがあるので、そういう観点でやはり情報モラル教育をお載せし

たほうがいいんじゃないかということです。 

【佐藤会長】  そういうふうに書いてくださればわかるんです。情報モラル教育の充実

を図りますじゃなくて、かつてやってきた学校の情報モラル教育の中に男女共同平等思想

を盛り込みますとか、それをつなげてしまったらどうですか。そうしたら、男女共同参画

という視点で捉えることができます。 

【事務局（秋葉）】  そうですね。それで充実した。 

【佐藤会長】  そう言えば充実ということがわかります。 

【事務局（秋葉）】  ではそのように。まぜて表現したいと思います。 

【佐藤会長】  あと、日野さん、何かありますか。 

【日野委員】  長くなってしまって申しわけないですけど、４５ページの５１番で、

「自殺予防に向けた取組の推進」という事業名なんですけれども、その施策の方向は、性

差や年代に応じた健康づくりとだけしかなっていないんですね。４４ページに施策の方向

があって、４５番から５０番まではそうだな、性差や年代に応じた健康づくりだなと、何

となく見ていてわかるんですけれども、自殺の予防となったときに、健康づくりとは違う

ようなちょっと気がしたんですけれども、また、私の捉え方の問題なのか、ちょっとこの

自殺予防に向けた取り組みは、ほかの方向には、施策の方向にどこにも当てはまらないよ

うな気がしたので、もしここに入れるのであれば、性差や年代に応じた健康づくりとメン

タル面への取り組みぐらいにつけ加えて書いていただいたほうがわかりやすいかと思いま
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す。 

【事務局（秋葉）】  施策方向名を変えるということ。 

【日野委員】  そうですね。そのほうがいい。それから、もしこれから５１番がどこか

に入るところがあれば、そっちに入れるとか。 

【事務局（秋葉）】  主要課題の５について、４３ページに、課題についてを述べてい

るんですけれども、最後のところで、「近年では、うつ病をはじめとする心の健康の問

題」というようなことを書いておりまして、中高年男性を中心とした自殺の増加というよ

うな新たな健康課題が生じていますとなっているので、施策の方向の２のところの性差や

年代に応じた、これはもしかしたら、年代に応じなく、広くなのかもしれないんですけれ

ども、心の健康づくりということで位置づけさせていただいております。 

【日野委員】  わかりました。 

【佐藤会長】  いかがでしょうか。自殺の件数というのは、先進国で日本は多いんです

ね。特に３０代、４０代。昔は青少年が多かったんですけど、今は４０代とか、そんなと

ころが多くなって、自殺を予防するというのは大変なことなんですね。だから、すごく、

男女共同参画をやって、自立生活支援法と今回自殺予防というのは非常に重大なような感

じがします。 

 男性が多いんですね。だから、自殺予防に向けた取り組みの推進というのを男女共同参

画で言うと、男性のほうに重点が行ってしまう、行っているような感じがするんですけれ

ども、女性もないわけじゃないので、そういう男女平等というようなところから、何か入

らないですか。 

【事務局（秋葉）】  先ほど日野委員からも提案がございましたが、施策の方向（２）

のタイトルに、性差や年代に応じた心と体の健康づくりというタイトルはいかがでしょう

か。 

【佐藤会長】  それはいいですね。いかがでしょうか、皆さん。 

【日野委員】  そうですね。結構、今、夏休み明けに自殺する子が多いと、学校とかで。

ニュースでもすごい話題になったんですけれども、近年のそういうニュースとして、これ

からも増えるかもしれないなとちょっと思ったもので。ぜひここも盛り込んでいただけた

らと思いました。ありがとうございます。 

 最後に１点なんですけれども、すみません。５２ページの施策の８０番ですけれども、

ここは地域参加講座の開催で、シニア世代を対象にと限定しているような文面に見えたん
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ですけれども、これは一応、施策②男性の地域活動への参画促進ということで、私も去年

まで、こがねいパレットに参加していたときに、若い男性の２０代の方が参加されたとき

に、すごい新鮮なというか、今まで年齢高い、男性ばかりだったので、若い方がぽんと入

ると、結構新しい意見が聞けたりとか、逆にいいことがいっぱいあった。ここをシニア世

代とあえてくくってしまったのは、何かあったのかなとちょっと思ったんですけれども、

もしそういうのが特になければ、シニア世代という文でなくてもいいのかなと思いました。 

【事務局（秋葉）】  この地域参加講座というのがシニア世代を対象にしているので、

そのようになっております。これはこちらの男性の地域活動への参加促進のところに入れ

たんですが、この講座自体は、別に男性も女性も参加していいものなんですが、シニア世

代の方が参加しやすいようにということにしているので、その講座を男性の視点で今回の

計画に事業として入れ込んだという形になります。 

【日野委員】  ちょっとその地域参加講座がシニア世代に限定のものと知らない人も多

いと思うので、この事業名のところに、括弧シニア世代対象のとかというふうに入れると

かはできないですか。 

【事務局（秋葉）】  事業の名前としては、地域参加講座という事業なので、事業内容

に書いてあるんですけれども、すいません。 

【日野委員】  わかりました。 

【佐藤会長】  よろしいですか。 

 それでは、濱野委員、お願いします。 

【濱野委員】  まず、資料２番を作成いただいて、ありがとうございました。先ほどこ

の間の研修で具体的に各部署にヒアリングをすればということがあったんですけれども、

実際に全ての課じゃなくても、幾つかピックアップして見ることができればいいのではな

いかと思います。 

 例えば保育課に、３ページの保育課の一番下のローマ数字のⅡ番の地域での子育て支援

体制の充実と。この中に保育所をつくるとか、そういうことまで、それから、その中での

サービスまで入っているんですけど、具体的にどのような施策をしましたかというような

ことがヒアリングできれば大分違ってくるのかと思います。具体的にヒアリングするため

には、どんな障害があり得るんですか。 

【事務局（秋葉）】  それは今後の進捗管理に関することでよろしいでしょうか。 

【濱野委員】  そうですね。進捗管理のほうの話ですね。 
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【事務局（秋葉）】  それは今後、どう審議会が担当課の事業推進を進捗を管理してい

くかという中で、ヒアリングをやるのか、やらないのか、ご議論いただければと思ってお

ります。 

【濱野委員】  今回の計画段階で、そういったことがどこにも記載がなくても、特に今

回の計画について、第５次に実施することができますか。 

【事務局（秋葉）】  濱野委員がおっしゃるのは、そうしますと、６１ページの最後の

計画推進体系の強化のところにそういったことを入れてはどうかということですか。 

【濱野委員】  そうですね。 

【事務局（秋葉）】  そこはこれからの議題なのかなと思っていますので、具体的な手

法はこの計画にはお載せしなくても……。 

【佐藤会長】  濱野委員、ヒアリングは誰に対してということはお考えですか。 

【濱野委員】  例えば保育課であれば、保育課の課長さんですかね。 

【佐藤会長】  課長さんにどういうことをということですね。 

【濱野委員】  ええ。 

【佐藤会長】  やるかとか、どこまで決めているかということですね。 

【濱野委員】  はい。今、アンケート回答みたいな形になっていると思うんですけど。 

【事務局（秋葉）】  今、ヒアリングというのは１つ、調査の手法であるかなと思いま

すので、今、１０８番の事業名の中で、「毎年度、施策や事業の実施状況を調査し、」とい

うふうに載っていますので、担当課がもちろん調査をして進捗状況を出してくるというの

もあるんですけれども、それを見て、審議会のほうでヒアリングという方法を使ってその

実施を調査するということも含まれるかと思いますので、含んで、このままではいかがか

なと思いますが、いかがでしょうか。 

【佐藤会長】  それでしたら、実施状況のヒアリングとか、進捗状況調査の報告書の作

成、公表だけでは、ちょっとそれが入ってこないように思うんですけどね。 

【濱野委員】  そうですね。 

【佐藤会長】  １０８番のところに、例えば公表の後に括弧してヒアリング等も含むと

か、そういうふうに書けば。 

【濱野委員】  そうですね。そういった表現がいいと思います。絶対にやるということ

ではなくて。 

【佐藤会長】  括弧か何かでくくって。それは、ヒアリングというのは今までやってな
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いことですから、企画財政部長のほうにお伺いしたいんですけれども、庁内、いろいろ難

しい問題がありますでしょう、審議会の委員がヒアリングをするということに関して。そ

れに対して、こういう調整を今後やっていただきたいというのが我々この間の講演会を聞

いた者としての意見なんですけれども、いきなりは無理だろうとは思いますけれども、そ

ういうちょっと方向性を探っていただきたいなという感じはするんですね。 

【事務局（天野）】  いずれにしても、計画の進行管理というところを審議会でやって

いただいていますし、やっていただくわけですけど、その手法としては、１つのシナリオ

というのは当然あるかと思うんですけど、いっぱい施策もあるし、いっぱい課もあるし、

どんなふうにやるか、今の段階でなかなか決めるのも難しいし、また、時間もかかるわけ

ですから、「調査し、」というところにいろいろな手法が含まれるという理解の上、また、

改めて時間をとってヒアリングも含めて、どのように実施調査を行っていくかということ

は、また審議会の皆さんでご議論いただいたほうがいいかなというふうには思っています。 

【佐藤会長】  それでは、ちょっとヒアリングの方法については、今後、議論をすると

いうことで、濱野委員、よろしいでしょうか。 

【濱野委員】  わかりました。「調査し、」の中に広く加えるという理解で。 

【佐藤会長】  そうですね。 

【事務局（天野）】  いろいろなやり方があると思うので。 

【濱野委員】  わかりました。 

【佐藤会長】  じゃ、「調査し、」の中にヒアリングも含むという理解でよろしいですね。 

【濱野委員】  それから、今度、資料３のほうの今回の計画の４８ページなんですけれ

ども、ワーク・ライフ・バランスのところなんですが、女性活躍推進法などもできてきて、

今まで以上に女性が管理職だとか、役員になったりする例が出てきたときに、そういった

活躍している女性の長時間労働を防ぐという視点があったほうがいいかと思いました。大

体、今は雇用をされていて、労基法が適用される女性だけを対象にしているので、これか

らは必ずしもそうではなくなってくるかと思いますので、例えばそういう管理職向けのセ

ミナーとか、そういうことになるのかもしれないですけれども、かなり今だと女性が現場

を取り仕切る、例えば専務だとか、そういった役職についていて、ものすごい長時間労働

をしているという例も出てきているので、これはあくまで提案で、今回の計画にはもうほ

ぼ決まっているんで、今後、検討していけばいいかなとは思いますけれども、それが１つ、

意見です。 
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【佐藤会長】  長時間労働をしている管理職の女性に対しての講習会ですか。 

【濱野委員】  そうですね、例えばですけれども。法律で守られていないので、そうい

った啓発をする人はないかとは思うんですけど。 

【佐藤会長】  これも、女性だけじゃなくて、男性も含めてそういう講習会が必要だと。

だから、ここにあるだけでは、多分、ワーク・ライフ・バランスの雇用時間に関しての影

響というのがここに書いてある施策だけではだめなんではないかなという気が私はしてい

るんですね。 

【事務局（秋葉）】  今の濱野委員の確認ですけれども、管理職向けセミナーというの

は、市役所の職員ではなくて、一般企業にお勤めのということでよろしいですか。 

【濱野委員】  はい。 

【事務局（秋葉）】  わかりました。そうすると、行政がどのようにそういう方たちに

アプローチができるのかというのは、今の段階ではちょっと難しいのかなと。 

【佐藤会長】  せいぜい公民館あたりでしょうね、まずやれるとしたら。各企業でもそ

ういう講習をやっていますけど、ただ、中小企業の場合は、そういう講習がない場合が多

いんです、特に女性に対して。だから、公民館などでそういうような管理職の女性、ある

いは管理職を目指している女性に向けて何かそういうものができればいいなという感じは

しますけどね。 

【事務局（秋葉）】  まずは増やしていかなきゃいけない段階なので、次の段階かなと。

すいません。私的には思うところです。 

【佐藤会長】  先のほうに向けて、ちょっと頭にとめておいていただければ。 

【事務局（秋葉）】  はい。意見として伺います。 

【濱野委員】  それから、次が資料５なんですけれども、今度の懇談会……。 

【事務局（秋葉）】  すいません。それはちょっと後ほど……。 

【濱野委員】  これは次ですね。 

【事務局（秋葉）】  はい。次の議題とさせていただきます。 

【濱野委員】  わかりました。それでは、以上になります。 

【佐藤会長】  ありがとうございます。 

 それでは、瀬上委員、よろしいでしょうか。 

【瀬上委員】  ちょっと意見シートですが、おくれて、今日の始まる前に手書きで書い

たものだったので、汚い字のコピーで申しわけないですけど。まず、言葉じりの問題では、



 -23- 

資料３の５５ページの主要課題４の市民がともに参画する地域づくりや市民活動の促進、

施策の方向（１）地域づくり活動における男女共同参画の推進。地域づくり活動というの

がちょっとくどいというか、地域活動でいいのではないかと思いました。この主要課題４

の市民がともに参画する地域づくりや市民活動の促進というのと、基本目標３の、ページ

数で言うと５９ページの施策の方向の（１）の市民参加・協働の推進で、施策①市民や地

域団体との協働、ここが言っていることが同じような市民参加ということで、その違いが

ちょっとわかりにくいというのがありまして、今度の市民懇談会とかでパブリックコメン

トとかを提出する市民の人がこれを読んでちょっとわかりにくいんではないかと。主要、

大きな基本目標の２の５５ページのほうは地域づくりということで、そこでの男女共同参

画の推進、５９ページの基本目標、大きい３の市民協働・市民参加ということは、どちら

かというと行政とか、いろいろな団体、事業所などが主体で市民と協働するということだ

から、担当課も違うのもわかるんですけれども、ちょっと市民団体などにとってはわかり

にくいのではないかと。５５ページは支援、活動団体への支援で、５９ページも支援とい

う言葉が出ているんですけど、ちょっとわかりにくいというように感じました。４次だと、

大きい基本目標３の中に入っていたと思うんですけど、全部というんですか。主要課題と

しては入ってなかった……。 

【事務局（秋葉）】  主要課題４が前回の計画ですと「男女がともに参画する」という

言葉だったんですけれども、男女に縛られずということで、「市民がともに」という言葉

に変えたので、わかりにくくなったのかもしれません。 

【佐藤会長】  ５９ページのほうが市民や地域団体と、それから、市が協働するという

ことですね。 

【瀬上委員】  ええ。だから、違うのはわかるんですけど、ちょっと市民が読んでわか

りにくいんじゃないかと。主体が違うというのはわかるんですけど。 

【佐藤会長】  これはわかりやすいですね。支援と、それから、例えば「かたらい」、

「こがねいパレット」というのは、これは市が主体だなということは、いろいろ参加を求

めているんだなということはわかりますね。だけど、５５ページは、市民活動が主体で、

そこへ参加するというか、支援するというのが来るんじゃないかなと私は思ったんですけ

ど、違うのかしら。 

【事務局（秋葉）】  ５５ページの主要課題４の施策の方向については、まず、地域づ

くり活動に男女とも参画しましょう、そういう活動を促進しますというところになります。 
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 もう一つの先ほどの５９ページのほうは、そういったことで、もうできている活動団体

と市がパートナーシップを築いて事業を展開していきますという、その辺の違いがありま

す。まずは、そういう地域の活動やボランティアに参加するのを促す、それが５５ページ

の施策というところになるんですけれども。 

【佐藤会長】  ５９ページの施策の方向の（１）を市と市民、市による市民参加・協働

の推進とか、そういうふうに、何か言葉を変えられないんですか。市民参加・協働の推進

だと、その前の５５ページとまじっちゃうような感じで、小金井市による市民参加・協働

の推進とかね。市と市民の参加・協働の推進でもいいですね、市と市民の。これ、協働で

すかね。協働じゃなくて、やっぱり市が、特に施策（１）は、市が主体を持って、そこへ

市民が参加していくということですね。じゃないですか。主体というか、主催ですね。だ

けど、こっちの５５ページは、市民団体が主催でしょう。 

【瀬上委員】  そうですよね。 

【事務局（秋葉）】  ５９ページの９９番などを見ていただくとわかるように、その活

動団体が主催するものを市が協働してというか、後援というような形で支援します、連携

していきますということなので、別に市が主体というわけではないですね。市が主体の場

合もあるし、活動団体が主体の場合もあるし、それをそれぞれで協働していきましょうと

いう意味なので、市が主体となってとなるとちょっと違うのかなと。 

【佐藤会長】  ９９番を５５ページのほうに持っていったほうがわかりやすいですね。

協働ね。 

【事務局（秋葉）】  ５５ページのほうは、いろいろな活動へ市民の方がまず入ってい

くきっかけを支援しますという意味合いなので、こちらの５９番のほうは、もう活動して

いる団体を、後援するというか、支援するという形なので、ちょっとそこが違うんですね。 

【佐藤会長】  どなたかご意見ありますか。 

【日野委員】  私も地域活動とかというのをやっていたんですけれども、５５ページの

場合は、この文面がややこしいのかなと、施策の方向で、地域づくり活動における男女共

同参画の推進というよりは、むしろもう地域活動やボランティアの推進とか、促進とか、

そういうふうにしたほうがわかりやすいのかなと、端的に。 

【事務局（秋葉）】  そこに男女で参画していきましょうというところなので、男女共

同参画という言葉を取ってしまっていいのかどうか。 

【日野委員】  どうなんでしょう。地域活動って、全て含めたものという認識……。 
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【事務局（秋葉）】  地域活動というか、地域づくりという面もあるので。 

【佐藤会長】  難しいですね。５９ページの男女共同参画関係団体への支援なんですね。

５５ページは、それは書いてないんです。だから、男女共同参画関係団体というのは男女

共同参画をやられている団体ということで、それへの支援・連携というわけですね。だか

ら、市民や地域団体との協働は合っているとは思うんです。だけど、施策の方向の市民参

加・協働の推進、そこら辺のところが……。 

【事務局（秋葉）】  ご提案ですけれども、５９ページの施策の方向（１）が市民参

加・協働推進ということですが、ここをその下の文章でお示ししているように、市民参

加・協働じゃなく、市民協働による男女共同参画の推進というような言葉にしてはどうか

ということでご提案をさせていただければと思います。 

【佐藤会長】  市民との協働によるじゃないですか。 

【事務局（秋葉）】  そうですね。 

【佐藤会長】  市と市民だから、市と市民との協働による男女共同参画の推進。 

【事務局（秋葉）】  市と市民とはっきりしたほうがいいですか。 

【佐藤会長】  市民との協働による男女共同参画。 

【事務局（秋葉）】  はい。 

【佐藤会長】  市民協働というと何か変な感じがあるんじゃないかと。だから、市民と

の協働による男女共同参画の推進と、ちょっととりあえずそれに。 

【事務局（秋葉）】  では、施策の方向（１）のこちらを市民との協働による男女共同

参画の推進ということで変更させていただくということでよろしいでしょうか。 

【瀬上委員】  そうですね。市民とのね。 

【佐藤会長】  いかがですか。 

【瀬上委員】  市民との協働による男女共同参画。 

【佐藤会長】  でも、そうすると参画を促す環境づくり、男女平等推進センター整備の

検討なんて入ってきちゃっていいんですか。 

【事務局（秋葉）】  すいません。やはり市民参加が抜けてしまうので……。 

【日野委員】  市民参加というのは、もう５５ページのところで、最初に市民が参加す

るという入り口のところになるんじゃないですか。 

【事務局（秋葉）】  この市民参加は、１００番の事業のことを言っているんですね。

市民参加を得ながら、「かたらい」や「こがねいパレット」とか、そういったものをやっ
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ていくというところもあるので。 

【事務局（天野）】  これまでの小金井市の男女共同参画というのは、行政とたくさん

の市民の方たちとの協働というか、参加によってつくってきたということがあります、歴

史が。 

 それから、施策展開におきましても、協働、市民協働、要するに市民の方、また団体の

方が一緒になって進めてきた経過があると思っています。そういった意味で、この施策、

５９ページのものというのはそういったものを表現したものだと思っていまして、どうし

ても市民参加、市民協働によって男女共同参画をこれまでも進めてきたし、今後も進めて

いこうということを書いてもらったということなんですね。 

 したがいまして、まとめますと、タイトルはやはり市民参加・市民協働による男女共同

参画の推進という表現で、これまでの経過、それから、今後の方向性も示しているのでは

ないかと思うんですが、いかがでしょうか。 

【佐藤会長】  そうすると、課題２とほぼ同じになっちゃいますね。 

【本川委員】  そうしますと、ここの５５ページにある地域づくり、要するに市の地域

力といいますか、それを上げるという意味をここの中に多く含まれている気がしているん

ですけれど、それが飛んじゃうとまたちょっと違うかなと。 

【事務局（天野）】  今、本川委員がおっしゃっていただいたのは５５ページの話だと

思っていまして、小金井市というのは、たくさんのＮＰＯ団体だとか市民団体が活動され

ていて、そういった活動に対しまして、ここの５５ページでは、さらにその活動を推進し、

その活動の中で男女共同参画も推進していくと、そういうのが５５ページです。 

【本川委員】  今、じゃ、おっしゃったのは５９ページの……。 

【事務局（天野）】  ５９ページと５５ページの違いをもう１回、整理しますと、まず、

５９ページ、後ろのほうは、男女共同参画をどうやって進めていくのかという観点におい

てこれまでもやってきたんですけれども、行政と市民と団体と、そういった協働して進め

てきた歴史があります。その歴史も踏まえ、さらに今後も一緒に市民参加、行政と市民が

参加して計画をつくって、実行段階においては市民協働で施策を展開していくというのを

表現したのが５９ページ。 

【本川委員】  ５９ですね。 

【事務局（天野）】  ５５ページのほうは、小金井の市民活動というのは、男女共同だ

けではなくて、生涯学習の分野があったり、スポーツの関係もあったり、皆さん活発に活
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動されている豊かな地域だと思っていますので、そういった地域社会、地域コミュニティ

ーをつくっていく上で大事なのが男女共同参画の視点なんじゃないですかと、そういった

ものを進めて地域活動づくり、コミュニティーづくりにおいても、男女共同参画の視点が

大事なんじゃないのかということがこの５５ページです。 

【本川委員】  なので、施策の方向の（１）の地域づくり活動における男女共同参画の

推進というのが少しいじっていたような気がしたので、すいません。勘違いだった。 

【事務局（天野）】  両方、密接に関係あるんですけれどね。 

【本川委員】  だから、地域づくり活動における男女共同参画というのは、やはり地域

力、地域の力を上げるためには大事なことだと思っているので、やはりそれなくしては教

育力も上がらないし、何も上がらないというようなことに結んでいるので、ちょっと地域

づくりがどこか飛んじゃうのはもったいないなという気がしたんで、ここはここでいいで

すね。 

【事務局（天野）】  大事です、それは。 

【本川委員】  あるんですね。確認です。失礼しました。 

【日野委員】  すごい細かいことかもしれないですけれども、地域づくり活動と地域活

動づくりと全然違うと思うんです。地域をつくるための活動なのか、地域活動を活発にす

るためにこういうのをつくっているのか。 

【事務局（天野）】  両方なんだろうと思っています。地域コミュニティーの崩壊なん

て、今、言われているじゃないですか。自治体、町内会の加入率が落ちているだとか、隣

の人とも知り合いがないとか、そういう状況の中、地域づくりというのも大事だし、ただ、

もう地縁血縁団体だけでは地域コミュニティーはつくれないから、いろいろな、さまざま

な生涯学習の分野であり、または男女共同参画という分野かもしれないけれども、そうい

った目的を持って地域づくり、地域活動、仲間づくり、そういうのが微妙に違って、混在

してしまう。 

【日野委員】  そこら辺をもうちょっと。 

【事務局（天野）】  そうですね。整理したほうがいいですね。用語説明。市民参加・

市民協働についても、改めて用語の定義、ご説明して整理したほうがよろしいかと思いま

す。 

【日野委員】  今ここで、こういうふうにするという、文面にするのは難しいのかなと

いう気が。 
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【佐藤会長】  ちょうどいいことを企画財政部長はおっしゃっていただいて、この中に

何で町内会が入っていないのか。町内会は一番、男性が主導権を握っているんです。 

【事務局（天野）】  そう。 

【本川委員】  いえ、違います。女性ですよね。町内会って、今、女性のパワーのほう

が全然強いです。役員なんかも、男性はほとんど閑職のような名誉職になる男性は意外と

いらっしゃいますけれど、実働は女性。 

【佐藤会長】  そういう女性もいらっしゃいますが、まだまだ男性が強いです。 

【事務局（天野）】  知らず知らずにやっているような地域の活動だとか、そういった

ところにおいても、こういった視点が大事なんだというような。 

【佐藤会長】  すごくこういうのは大事だと思うんです。 

【事務局（天野）】  というのが５５ページ。 

【本川委員】  すごく大事だと思いました。ちょっと１つ、もしそうだとすれば、これ

は例えば開催しますとか、実施しますとなっていますね。そうすると、担当課のほうがそ

うしているような感じがするので、もうちょっとサポートするような言葉の表現で書かれ

たほうがいいかなと思いました。 

 教室等のと、もちろん等が入っているから全部カバーできると言えば、それまでなんで

すけれど、例えば催事ということ言葉を使って、イベントだとちょっと砕けちゃうので、

催事というようなことで、もう一つ、膨らまししていただけるといいかなと考えました。 

【事務局（秋葉）】  今のは青少年のためのという部分、９０番のところでしょうか。 

【本川委員】  主に９０番です。 

【事務局（秋葉）】  各種教室・催事ということですか。 

【本川委員】  そうです。催事等を開催しますのほうが。開催するのは、生涯学習課が

開催するように、これだとちょっと見えちゃいますね。だから、もうちょっと言葉として

は、やっていることをサポートするというような、日本語で言うと支援になってしまうん

ですけれど、協力しますとか、そんなような。 

【佐藤会長】  開催しますじゃなくて、支援しますじゃないですか。 

【事務局（秋葉）】  スポーツ教室は開催になる。そちらは……。 

【佐藤会長】  開催、支援しますで。 

【事務局（秋葉）】  そうですね。そのような文言で変更いたします。 

【佐藤会長】  そうすると、５９ページは市民参加・協働推進、これでいいんですか。
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市民参加・協働による男女共同参画の推進でよろしいですか。主要課題２と一緒でいいん

ですね。 

 市民との協働による男女共同参画の推進が今のところ、一番いいような感じがするんで

すけどね。市民との協働による男女共同参画の推進……。 

 でも、これ、主要課題２の施策の方向は（１）しかないですね。 

 この中の施策①と②、この施策①は施策の方向（１）、施策②は、施策の方向（２）を

つくって、男女共同参画を促す。環境づくり、市民の男女共同参画を促して、それでやる

とか、ちょっとそこら辺を考えていただいたほうがいいかと思います。ちょっとお任せし

ますので、いいように。宿題です。ありがとうございました。 

 では、小野寺委員。 

【小野寺委員】  前回、メンタルヘルスの文言を入れてほしいと申し上げまして、いろ

いろ皆さんのご意見があって、結論は出なかったのですが、今回、この自殺予防に関する

取り組みの推進、４５ページに入れていただきまして、まことにありがとうございます。

これはすごく思っていたことでございます。 

 それから、もう一つ、お伺いしたいんですが、４９ページのメンタルヘルスチェックシ

ステムの活用でございます。担当が経済課、それから、今の自殺予防、自立生活支援課と

なっておりますけれども、この両方ともに専門の臨床心理士などは置いていらっしゃるの

でしょうか。 

【事務局（秋葉）】  メンタルチェックシステムというのはホームページから、自分の

今の気持ちを、該当するボタンを押してチェックをして、その結果で、あなたの今の心の

状態はこうですというような表示がされるものなんです。ですので、ここに人がかかわっ

ているというわけではないです。 

【小野寺委員】  相談窓口、結局、そういうことですね。 

【事務局（秋葉）】  はい。あなたの心の状態はこうですと。こういう相談先がありま

すということで、相談先が表示されるというようなシステムになっております。 

【小野寺委員】  わかりました。ありがとうございます。 

【佐藤会長】  相談窓口の周知を行いますということですね。 

【事務局（秋葉）】  そうです。メンタルチェックシステムでチェックをしていただく

と、最終的には、これですと労働相談になどと記載しておりますけれども、労働相談以外

のいろいろな市の相談窓口などが案内されるというようなシステムになっています。 
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【佐藤会長】  そのほかの相談窓口システムの中に臨床心理士がいらっしゃるところは

あるんですか。 

【事務局】  これは窓口の周知ということなので、経済課には、もちろんそういうもの

はございません。自立生活支援課のほうには、臨床心理士かどうかはちょっとわからない

ですが、精神保健福祉士なり、有資格者は在籍していると思っております。すいません、

詳しくは確認していません。 

【佐藤会長】  よろしゅうございますか。 

【小野寺委員】  はい。ありがとうございました。 

【佐藤会長】  それじゃ、遠座委員、お願いします。 

【遠座副会長】  それでは、時間もあまりありませんので、先ほど出たお話と絡めて、

私の場合は、先ほどのは２９ページ、計画の体系のⅢの２のところですよね。ここが、主

要課題と施策の方向の内容がほとんど一緒なので、ほかのところは何らかの形でずれて事

業内容につながっている感じなんですけれども、ここのところが何かうまくいっていない

感じがしたので、もう一度、文言などを検討する必要があるのかなと思っております。こ

れからもう一度検討ということだったので、この点は私もこういうように感じました。 

 それから、同じページで申し上げますと、その上の段、施策の方向の（１）政策・方針

決定過程への参画の拡大というのは、これだけ見ていると何の参画の拡大かわかりにくい

ので、実際に該当ページにいくと、やはり女性の参画の拡大ということが書いてあると思

いますので、その内容を意味するのであれば、ここは女性の参画の拡大ということを示し

てもいいのではないかと思いました。 

 それから、Ⅲのところですけれども、「男女共同参画を積極的に推進する」に、仕組み

づくりとか、体制づくりとか、体制の整備とか、そんな言葉をもう少し補ってもいいのか

なとも感じました。意味がわからないわけではないんですけれども、そういう意見が、思

ったということです。 

 細かいところでは、５４ページの主要課題３の（８４）のところです。「相談や各種セ

ミナー、各種制度等の情報を提供します」ということですけれども、このセンターにおい

て相談を受け付けるわけではなくて、これらの情報提供というのは相談を行いつつ情報提

供も行うという意味ですか。それがちょっと、どちらもやっているということが少しわか

りにくく感じたということです。 

 ５９ページの（１０１）、こちらはちょっと意味がわかりにくかったところがあります。
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「市民参加推進会議における検討を経て、男女の偏り是正の視点を含む附属機関等の設置

運営の手順を作成していきます」の意味が何なのか、ちょっとわからないというだけです。 

【事務局（秋葉）】  その点は、私のほうでも確認をいたしました。市民参加推進会議

というもの自体は、市民参加がどのようにされているかをチェックしたり、よりもっと市

民参加をするためにはこうしたほうがいいという提案をしていく役割を持った附属機関で

あります。確かにこれはわかりづらいかと思いますので、代案を考えました。「市民参加

推進会議において、男女の偏り是正の視点を含む附属機関等の設置運営の手順を作成し、

よりよい市政への参加を推進していきます」というような。 

【佐藤会長】  附属機関というのは何を指すんですか。 

【事務局（天野）】  市長の附属機関というのが法律で定められていて、例えばテーマ

においてこういったことを検討してくださいと諮問して、議論していただくのが附属機関

で、この市民参加推進会議というのは市民参加を検討するところなんですね。本市の場合、

市民参加条例というものがあるんですけれども、一応、女性の割合を高めていくというよ

うな目標を定めて、各審議会がそういった目標に沿ってやっているかどうかというチェッ

クもしていますから、そういった観点で審議会の運営の手法、手順をつくっていくという

ことを書いたんだと思うんですが。 

【佐藤会長】  それは、言葉の用語辞典に入れてください。何年につくられたかとか。 

【事務局（天野）】  要するに、各諮問機関、附属機関が男女共同参画の視点で運営さ

れているかどうか、されるような手順を策定していきますということなんだと思うんです

よね。 

【事務局（秋葉）】  では、この部分は宿題にさせていただいて。 

【佐藤会長】  ええ、そうですね。 

【遠座副会長】  あと、私のほうでは、３ページの趣旨のところで、あまり大きな問題

ではなく、用語、記載の仕方だけです。「小さな草の根的活動」の「小さな」は取っても

いいかなと感じました。これは市が進めたというよりも、市民が進めてきた運動のことで

すよね。市民が先に進めていたという動きのことを、小さな草の根的活動と表現されてい

るということですよね。 

【佐藤会長】  小さな草の根的活動というのは、一体何を指して言うのかということで

すよね。 

【事務局（秋葉）】  これは第４次の言葉からそのまま持ってきているので、そのとき
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にそういった言葉になったのだと思います。 

【遠座副会長】  そうなんですか。わかりました。 

【事務局（秋葉）】  委員のおっしゃるように、確かに「端に」というのはちょっとお

かしいと思うので、「活動に端を発し」といった言い回しのほうがいいと事務局としても

思っておりますが、いかがでしょうか。 

【佐藤会長】  小さな草の根的活動なんですかね。 

【瀬上委員】  「小さな」を取ってもいいと思います。 

【佐藤会長】  そうですね。「小さな」を取って。 

【遠座副会長】  「小さな」というのは、ちょっと言い方に語弊があるように感じたの

で。悪気はないんだろうと思うんですけれども、なくてもいいかなと思いました。 

【事務局（秋葉）】  では、「小さな」を取りまして、「草の根的活動に端を発し」とい

うことでもいいですか。それとも「端緒に」のほうがいいですか。 

【遠座副会長】  私は、どちらでも変わりはないです。 

【佐藤会長】  「端を発し」のほうがいいと思います。「草の根活動に端を発し」。それ

はどちらでも結構です。 

 いかがでしょうか。 

【瀬上委員】  やはり「端を発し」がいいのではないかと思います。 

【佐藤会長】  ちょっと遅くなってしまったんですが、私はいろいろやってきましたけ

れども、今回はあまり直せないかなと思うんですが、まず２１ページなんです。ＤＶの防

止に向けた情報提供とか、人権を侵害する暴力を許さない社会づくりで安心を守るとか、

ＤＶについては配偶者とかの暴力がありますけれども、暴力というのは肉体的暴力だけで

はなくて、精神的暴力とか、経済的暴力とかいろいろ入りますので、そこら辺は、これは

第４次の目標ですからしようがないんですけれども、そういうようなことを考えてほしい

ということです。 

 それから、２８ページの基本目標Ⅰの３行目、これは小金井市配偶者暴力対策基本計画

だと思うんですけれども、「配偶者等」にならないかと思ったんです。これ、そうしない

と配偶者のみという感じになって、配偶者と内縁といいますか、恋人とか、いろいろあり

ますよね。だから、「等」にならないかなと思いました。 

【事務局（秋葉）】  確かに、改正前は配偶者になっていたので、当時、配偶者暴力対

策基本計画ということだったのですが、名称は、上位計画の国の計画のほうもありますの
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で、そこの整合性を確認させていただいて、直せるのであればしますが、確認いたします。 

【佐藤会長】  はい、お願いいたします。 

 それから、４２ページの上から１０行目ですけれども、「さらに近年では」と入ってい

るんですけれども、マタニティ・ハラスメントとか、パワー・ハラスメントというのはも

う１０年前からあります。近年は、やはりスマートフォンのリベンジポルノとかなんです

ね。だから、「近年では」ではなくて、「マタニティ・ハラスメントやパワー・ハラスメン

トといったものや、さらに近年ではスマートフォンなどの……」とかいうようにしたほう

がいいのではないかというところです。 

【事務局（秋葉）】  そうしましたら、「さらに近年では」という場所を「スマートフォ

ン」の前に持っていったほうがいいですかね。 

【佐藤会長】  そうですね。はい。 

【事務局】  それと、「パワー・ハラスメントといった新たな」ではなくて、「新たな」

を取って、「といったハラスメントや」ということでいいでしょうか。 

【佐藤会長】  はい。 

 それから、生涯を通じた心と身体の健康支援というのが４３ページから４５ページまで

あるんですけれども、ここだけではなくてほかもそうですけれども、例えば年何回行われ

るとか、１年に何回行われますとかいうことがあってもいいのではないか。 

 それから、充実しますといろいろなところに出てくるんですけれども、充実とは一体何

か。例えば、４７ページ、（５９）「ひとり親・女性相談」の充実の充実とは一体何でしょ

うか。（５８）「女性総合相談」の充実と、いろいろなところで使われているんですね。評

価をするときもこれではだめだなと思ってしまうので、次回からは直していただきたいと

いう感じはします。 

 結果のところに１,０００枚配りましたとか、３,０００枚配りましたとなってくるので

は評価のしようがないです。今度、こちらでも考えていただきたいんですけれども、評価

をするときに一体どういうような、事業内容をどういうようなものにしていかなければい

けないのか、何を書かなければいけないのか。もちろん評価できないようなものもありま

すけれども、少なくとも書けるものは書いていただくように、そういうことをちょっとご

議論いただきたいと思います。 

 それで全部です。 

 あと、ほかに何か言い足りないことがありましたら。どうぞ。 
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【濱野委員】  すみません。先ほどの資料５のところを先にお伝えしても大丈夫ですか。 

【佐藤会長】  はい。 

【濱野委員】  資料５の４ページなんですけれども、市の現状のところで、人口につい

て「男女別にみると、女性が約１,０００人ほど多くなっています」とコメントしていた

だいていると思います。このもとの資料が資料３の９ページだと思います。資料３の９ペ

ージを見ると、女性が多かったのは、平成２４年は３１１人だったんですね。２５年に５

６２人多くなって、２６年に９２１人、２７年に９６０人、２８年に１,１００人、女性

が多くなっているんです。つまりは、小金井市は女性に優しいまちなのかもしれないんで

すけれども、今、約１,０００人ほど多くなっているというのは、この数年で増えてきて

いるということを人口のところに、人口でまとめとするんだったら、スペースもあると思

うので、書いてもいいのではないかと思います。 

【事務局（秋葉）】  今の確認ですけれども、この人口のところに、平成２８年１月１

日現在こうなっていて、男女別に見ると約１,０００人多くなっていますと言っているの

で、２８年１月１日現在を言っているつもりなんですが、ほかにも表記をしたほうがいい

ということでしょうか。 

【濱野委員】  そうです。今の表記が間違っているとか、そういう意味ではなくて、女

性人口が多くなっているのはここ数年の話で、この推移を見ると、ここ数年、ずっともう

女性のほうが男性よりも増えているというトレンドがついてきているんですよね。なので、

そのことを書いてもいいのではないかと思います。 

【事務局（秋葉）】  近年でということ。 

【濱野委員】  そうですね、近年で。平成２４年は３００人ぐらいしか多くなかったん

です。検討してください。意見です。 

【事務局（秋葉）】  資料５は市民懇談会での資料でして、資料３の素案を詳しくパワ

ーポイントでお示ししているものなので、そうすると資料３も変わってきてしまう。 

【濱野委員】  いや、資料３はいいんじゃないですか。多分、資料３には書いていない

けれども、資料５のほうでこういうコメントがついているだけだと思います。 

【事務局（秋葉）】  男女別はですね。わかりました。「男女別にみると」というコメン

トが入っているということですね。 

【濱野委員】  はい。コメントするのだったら、それを書いてもいいのではないかとい

う意見です。 
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【事務局（秋葉）】  するのだったらということですね。はい、わかりました。 

【濱野委員】  検討してください。 

 もう一つ、そのもとの資料３の１２ページなんですけれども、転入、転出の推移が書い

てあって、以前に３０代の転出が多くなっているので、前回は若い世代が増えているとい

う取りまとめだけだったので、それが今、２０代が転入、３０代が転出とちゃんと分けて

書いていただいていて、このメモリをよく細かく見ていくと、女性は若い２０歳から２４

歳が転入した後、４０歳まで転出し切っていないんですね。流入超過になった分が流出し

切っていないので女性が増えている。多分、先ほどの女性が増えているのもそれが影響し

ている。 

 男性は一方で、２０歳から２４歳のメモリを見ると２００人ぐらい増えているんですけ

れども、それが４０歳までの間に転出し切っているんですよね。２０歳から２４歳で入っ

た流入超過の男性が、４０歳までに転出し切っている。結婚して住み続けるのであればと

んとんになるはずなので、それを除外して考えると、推測ですけれども、多分、この推移

を見ると、２０歳から４０歳までの単身女性が増えているまちだと思います。なので、そ

ういうことを計画に反映していけるような分析を、前、転出の理由を調べられないと書い

てあったと思うんですけれども、そういう分析を少ししたほうがいいかなと。 

 それに関連して１３ページなんですけれども、合計特殊出生率が明らかに高まっている

ので、いつも保育園問題があると予測よりも増えてしまったから追いつかなかったという

ことだと思うので、データを見て、そういったことを審議会からも言えないかなと思った

ということです。ただ、アンケート調査とか、転出のときに理由をとれていないので、そ

れを正しく分析するのにいろいろ障害はあるとは思うんですが。 

 あくまで意見なので、検討できれば検討してくださいということで、お願いします。 

【佐藤会長】  どうもありがとうございます。 

 それでは、議題（１）の意見をもとに修正して、修正が終わりましたら、事務局から懇

談会要素案として送付いたしますので、よろしくお願いいたします。 

 

（２）市民懇談会について 

【佐藤会長】  次、時間が延びてしまって申しわけないんですが、議題（２）市民懇談

会について、事務局から説明をお願いいたします。 

【事務局（秋葉）】  では、急ぎ説明させていただきます。資料４をごらんください。 



 -36- 

 １０月１６日、日曜日、午後２時から４時ということで、東小金井駅開設記念会館で市

民懇談会を行います。 

 チラシにもございますが、素案の説明と計画への理解、市民の方のご意見をいただくと

いう趣旨で開催いたします。 

 こちら、パブリックコメントではないので、出された意見の個別回答はしないものにな

ります。意見に対して、反映します、しませんもお答えするものではないので、発言をい

ただいた場合はその趣旨と理由、方策などを伺うような形になるかと思います。聴取した

意見をもとに、今後、素案をどう見直していくか、参考にさせていただくというような形

になります。 

 素案については、審議会を代表しまして、会長からご説明をいただければと思っており

ます。 

 質疑応答につきましては、素案の内容及び審議会での議論の経過等の質疑応答と素案へ

の意見聴取。回答は、委員、市職員、コンサルタントが行うこととします。 

 その後、今後の予定も周知をさせていただくというように考えております。 

 時間配分としましては、会長のご挨拶をいただきまして、素案説明、質疑応答の進行は

副会長にしていただくということで、おおむね５０分という時間をおとりして行う予定と

しております。 

【佐藤会長】  ありがとうございました。 

 事務局からの説明が終わりましたけれども、ご意見をお伺いします。 

 法制度・掲載データ説明はコンサルタントとするというのは、コンサルタントの方はそ

のときいらっしゃるわけですね。 

【事務局（秋葉）】  はい。 

【佐藤会長】  わかりました。 

 こういうことで行いたいと思いますけれども、いかがでしょうか。 

 

（３）その他 

【佐藤会長】  それで、今日、重点課題を決めなくてはいけないんですけれども、お手

元に参考資料「（仮称）小金井市第５次男女共同参画行動計画における優先課題・施策」

というものがございます。ここに書いていない方いらっしゃいますか。 

【事務局（秋葉）】  ご提案なんですが、時間も時間なので、懇談会の日は、資料５に
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ありますようにとりあえずは全ての、資料５の７ページですけれども、６.取り組みの内

容（主なもの）としておりますが、この「（主なもの）」を取りまして、今回は全て載せて

しまうということではいかがでしょうか。それで、次回以降、どこに重点を置いていくか

ということを議論いただいて、計画書には強化していくというようなやり方もあるかと思

います。 

【佐藤会長】  わかりました。では、そのようにしていただくようにお願いいたします。

よろしいでしょうか。 

 では、ご意見をまとめたいと思います。市民懇談会概要については、おおむね資料のと

おりとする。説明資料は配りますけれども、今、１３、１４、１５ページにございますが、

それを全部載せるということで。重点課題については次回の会議での審議とすることでま

いりたいと思います。 

 最後に、本日、決まりました内容について確認します。計画（素案）については、本日、

出された修正内容などに修正したものを市民懇談会で提示し、素案とする。重点課題は、

次回、つまり懇談会の後の席上で決める。市民懇談会は概要どおりとして実施する。以上

のように決定いたしました。 

 以上で本日の議題は終了しましたが、委員の皆様からほかに何かございますでしょうか。 

 

４ 閉会 

【佐藤会長】  以上をもちまして審議会の会議を終了とします。皆様、どうもお疲れさ

までございました。 

 

―― 了 ―― 



　第５回小金井市男女平等推進審議会（平成２８年度第4回）

　企画財政部企画政策課男女共同参画室

　平成２８年１０月６日（木）　午後３時～午後５時２５分

　前原暫定集会施設Ｂ会議室

　佐藤百合子委員（会長）、遠座知恵委員（副会長）、浦野知美委員、

 小野寺千鶴子委員、神田正美委員、瀬上ゆき委員、濱野智徳委員、

　日野絵里子委員、本川交委員

　企画財政部長　　　　　　　　　　　　　　　　　天野　建司

　企画財政部男女共同参画担当課長　　　　秋葉美苗子

　企画政策課男女共同参画室主任　　　 　　岩田幸一

　コンサルタント会社研究員

　宮浦千里委員
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第５回小金井市男女平等推進審議会（平成２８年度第４回） 

平成２８年１０月６日（木） 

 

 

１ 開会 

【佐藤会長】  第５回男女平等推進審議会を始めさせていただきます。 

 傍聴者の方にお知らせいたします。傍聴者用の意見用紙があります。ご意見がある場合

はこの用紙にご記入いただき、事務局へお渡しください。いただいたご意見は会長判断に

より、必要に応じて審議会の参考とさせていただきますが、ご意見に対する質疑応答は行

いませんので、ご了解ください。 

 きょうは欠席１人ですので、定足数５人以上を満たしておりますので、審議会を開催す

ることができます。 

 まず初めに、会議を開く前にちょっとご報告を。９月２０日に講師をお呼びして、男女

共同参画行動計画策定のための勉強会が開かれたわけですけれども、とてもたくさんの庁

内の方もご出席いただきまして、５０人ぐらいになったんですかね。 

【事務局（秋葉）】  全部で３２名です。 

【佐藤会長】  ３２名のご出席をいただきました。議員の方も出席していただきまして、

静岡県立大学国際関係学部教授の犬塚協太先生にお願いをいたしました。とてもお話がお

もしろい方でした。私、この小金井市は進んでいると思ったんですが、いやいや、静岡県

はもっと先を行っておりまして、報告書をつくるときに、部署の方と直接審議会の委員が

手分けしてお話を聞く。 

 内容がわからなかったら、何回でも書き直させるということで、これはまだ私たち、皆

様方にご迷惑かもしれませんが、やらなければいけないことがいっぱいあるなと。私はか

なり勉強になりました。参加してよかったと思います。 

 それとともに、男女共同参画社会というものの行方が、それが非常にはっきり、これで

正しいんだという再確認をいたしました。ホームページには載りますか。 

【事務局（秋葉）】  内部の研修会ですので、載りません。欠席された委員の皆さんに

は当日配付の資料をお配りしております。 

【佐藤会長】  そうですか。皆様よくごらんなっていただきたいと思います。 

 それでは会を始めたいと思います。きょうの内容は、報告事項１点、それから議題が２
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点ということになっています。 

 報告事項は私やってしまったんですね。第５次男女共同参画行動計画策定に係る研修会

の結果について、ただいま申し上げました。 

 それから次に、議題が２点ですが、１つは（仮称）第５次男女共同参画行動計画（素

案）についての意見。それから２番目が市民懇談会についてです。 

 議題１については、事前資料として資料の３、第５次男女共同参画行動計画（素案）を

事務局より送付しております。 

 その他、本日提出資料は４点です。資料１、（仮称）小金井市第５次男女共同参画行動

計画施策体系一覧。資料２、小金井市第５次男女共同参画行動計画・担当課別施策事業体

系一覧。それから市民懇談会の概要について、資料５が、市民懇談会説明資料についてと

いうことです。 

 本日、合わせて参考資料３点が配付されております。素案についてのご意見と重要課題

施策を事前にいただきましたものをまとめたものです。 

 第５次男女共同参画行動計画の重点課題施策というのをまとめたのがありますが、ここ

に私まだ書いていなかったんですが、書いていない方いらっしゃいましたら、お回ししま

すので、ここに書き入れていただきたいと思います。書いていらっしゃらない方、ありま

すか。 

【事務局（秋葉）】  皆様の資料に書き込めるようにはなっていますので、後で言って

いただければと思います。 

【佐藤会長】  そうですか。 

 もう１つは市民懇談会用のチラシですね。私がお願いしましたけれども、男女平等基本

条例の写し、これが参考資料として配られております。 

 なお、前回、現計画であります第４次男女共同参画行動計画の推進状況等について意見

を取りまとめ、お示しすることを予定していましたが、市民懇談会の開催も近いというこ

とから、審議時間を考慮し、計画素案と市民懇談会について、きょう議論することを優先

議題としまして、次回以降に繰り延べさせていただきたいと存じます。 

 皆さんから特段のご意見がなければ、このように進行したいと思いますが、よろしゅう

ございますでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

【佐藤会長】  はい。ありがとうございます。 
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２ 報告事項 

（１）（仮称）第５次男女共同参画行動計画策定に係る研修会の結果について 

【佐藤会長】  では、初めに、（仮称）第５次男女共同参画行動計画策定に係る研修会

の結果についてです。それでは、事務局からご報告をお願いいたします。 

【事務局（秋葉）】  先ほど会長からほぼご報告はいただいたところですが、詳細な人

数を申し上げたいと思います。 

 当日は、男女平等推進審議会の委員の方が５名、それから庁内組織であります男女共同

参画施策行政連絡会議の委員が２４名、それから貴重な機会ということで、市議会議員の

皆さんにもお声をおかけしたところ、３名の議員の方のご参加がありましたので、計３２

名でございました。 

 とてもよかったという評価が大半でございまして、「男女共同参画社会の意義と計画策

定のポイント」と題して講演いただき、小金井市のデータや今後求められる視点など、審

議会と事業課のあり方など、お話をいただいたところです。 

 欠席された委員の皆様には、本日、お手元に配付させていただきました。簡単にはなり

ますが、以上です。 

【佐藤会長】  ありがとうございました。事務局のご説明の質疑、ご意見がありました

ら、お願いをいたします。 

 

３ 議題 

（１）（仮称）第５次男女共同参画行動計画（素案）について 

【佐藤会長】  それでは次に、議題１に移りたいと思います。資料３については事前に

資料を送付しましたので、ごらんいただいたことと思います。その他の資料２点事務局か

ら説明をお願いいたします。 

【事務局（秋葉）】  まず、資料１でございます。（仮称）小金井市第５次男女共同参画

行動計画施策体系一覧でございます。前回ご審議いただきました体系から、基本目標Ⅱの

ところにありました政策方針決定過程への男女の参画という課題、こちらを基本目標Ⅲの

ほうに移動させてございます。基本目標Ⅲの内容は、男女共同参画施策を、すいません、

前のままになってしまっておりました。訂正ください。男女共同参画施策のこの「施策」

をとりまして、「男女共同参画を積極的に推進する」ということで修正させていただきま
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した。 

 それから具体的事業内容です。今回、事業内容を作成する中で、事業名を一部変更した

ところがございます。 

 番号で申し上げますと、まず、事業名１２番です。こちらが人権身の上相談等市民相談

の活用という名称になっておりましたが、人権侵害等に対する相談の実施ということで修

正させていただいております。 

 それから１４番、事業としては人権・平和に関する講演会の開催であり、その中に多文

化共生に関することも含まれるものですが、事業名からはそちらを削除いたしました。 

 それから５６番、ひとり親家庭へのホームヘルプサービスの推進、前回は家庭支援事業

という名称になっていましたが、これをホームヘルプサービスということで変更させてい

ただいています。 

 それから、６０番の庁内の相談体制の充実と相談機関の連携というところが、前回の表

ですと、庁内の相談体制の充実というので終わってしまっておりました。これは誤表記で

す。相談機関の連携というのが入っております。 

 それから、６１番のところですが、こちらは基本目標Ⅱワーク・ライフ・バランスの実

現した暮らしをめざすということになっておりましたので、施策の方向と合わせまして、

同じようにワーク・ライフ・バランスを先に持ってきまして、括弧書きで（仕事と生活の

調和）と表記を一部変更させていただいております。前回は仕事と生活の調和が先に来ま

して、括弧でワーク・ライフ・バランスになっておりましたので、目標に合わせて変更し

たということでございます。 

 それから、８１番のところですけれども、女性のための就職支援講座、前回は女性のた

めの再就職支援講座としておりましたが、再就職の方のみではないことから、再就職の

「再」をとりまして、就職支援講座に修正させていただきました。 

 それから８４番ですね。東小金井市事業創造センターを活用した起業支援。前回はセン

ターの名前がＫＯ－ＴＯと入っていたんですけれども、こちらは関連計画の表記に合わせ

まして、ＫＯ－ＴＯというのは削除させていただいております。 

 それから、９４番のボランティア育成の促進と地域リーダーの育成、こちら前回はボラ

ンティア育成の推進のみだったんですけれども、こちらも関連計画の内容と調整をとりま

して、修正させていただいております。 

 それから、９５番の市民活動団体リストの活用。前回は市民活動団体リスト等というこ
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とで、などという「等」が入っていたんですが、活動団体リストのことを申し上げている

ので、「等」を削除したという形になっております。 

 それから、新規の事業名に関しては★印で表記をしております。 

 それから、前回、第４次で核となる施策はどれだったのかというご質問があり、全く同

じ名称ではない部分もございますが、近しいところの項目、施策に●を付しております。 

 基本目標Ⅰの主要課題３、小金井市配偶者暴力対策基本計画は、事業名のところに●を

つけさせていただいております。 

 資料１については以上でございます。 

 次に資料２でございます。資料２は、前回、委員から担当課別の事業内容が見えたほう

がいいというご意見をいただきましたので、ご用意いたしました。 

 左端に担当課を記載しておりますので、何課が何という事業にかかわっているのかとい

うことがわかるようにしてございます。 

 最後には関係各課と表記されているものの事業を載せております。主要課の事業として

持っているというよりは、連携している事業について関係各課と表記しておりますので、

こういった事業がいろんな課とかかわって行われている事業ということで認識していただ

ければと思います。 

 資料２については以上でございます。 

 それから、ごらんいただきました資料３の素案についてでございます。開いてすぐのと

ころに目次がございます。この目次に沿って内容のほうは記載されてございます。 

 ページ３～５のところに計画策定の趣旨を載せております。前回４次のときには、国・

東京都の動きというのを別立てで掲載しておりましたが、ここでは男女共同参画をめぐる

最近の国・東京都の動きということで、各関連法の改正等をこのように記載しております。 

 また、位置づけ等には、引き続き小金井市配偶者暴力対策基本計画を内包していること

などを記載しております。 

 少し飛びまして２９ページになりますが、計画の体系をお載せしております。小金井市

配偶者暴力対策基本計画は、基本目標Ⅰ、主要課題３のところに表記をさせていただいて

いますけれども、今回、新たに内包します女性活躍推進法に基づく推進計画は複数課題に

わたりますので、基本目標Ⅱの１、２、３がそれに位置づけられますということで、体系

の下のところに※印で表記をさせていただいております。この表記方法にも何かご意見が

あれば伺えればと思います。 
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 それから、施策の展開で事業内容を記載してまいりました。事業に即した具体的事業が

ある場合は事業名を列記しまして、事業名がそのままでない事業、例えばですけれども、

事業名１番で人権に関する啓発資料の作成・活用というところですと、これ自体では具体

的な事業の名称にはなっていないので、事業内容のところに具体の担当課が持っておりま

す啓発リーフレットの作成・配付というような形でお示ししております。 

 逆に、事業名がそのまま事業の内容になっているのが、４番にありますような情報誌

「かたらい」の発行・周知、こういったものはどういうものが「かたらい」なんだという

ことを書いておりますので、黒ポチの表記にはなっていないということです。 

 それから、前回いただいた意見で、働く女性へのメンタルチェックについてどちらかに

含まれないかということで、ご意見をいただきました。それにつきましては、４９ページ

の表をごらんください。 

 事業ナンバー６３番ですが、労働相談などの各種相談窓口の周知という事業名の中に、

メンタルチェックシステムの活用としました。市で行っております「こころの温度計」と

いうメンタルチェックシステムというホームページから確認ができるものがございまして、

メンタルな部分についてはチェックを活用していただければということで、このように事

業内容に示させていただきました。 

 こちらは、４５ページの５１番の事業にあります自殺予防に向けた取り組みの推進のと

ころにもあるものですが、一般の方以外も労働者の方も使っていただいても差し支えない

ということで、こちらのほうにも再掲させていただきました。 

 それからもう１つ、放課後子ども教室の事業名を放課後子どもプランにしないかという

ご意見がございました。５１ページの７０番になります。小学校だけではなくて、広く子

育てにかかわる部署も合わさって施策展開していくものなので、放課後子どもプランにし

ないかということでございましたが、関係課とも調整させていただきまして、プランです

と、計画そのもの自体の名称になり、環境づくり全般を指すようになるので、この施策の

ほかの事業とのバランスを考慮し、プランの中でやっている放課後子ども教室の実施とい

うことで、ほかの事業と同じような形に合わさせていただきました。 

 事業内容２段目、市立小学校の校庭・教室などということになっていますので、今後、

それだけではないという含みを持たせて表記はしておりますので、１つのプランの中の事

業ということで、子ども教室というふうにさせていただきました。 

 それから、これは前回いただいたものではないんですが、性的少数者、性的マイノリテ
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ィーとも言われますけれども、人権課題について、先日行われました第３回定例議会で一

般質問を受けまして、５次の計画ではＬＧＢＴの人権、そういったものはどういうふうに

明記されていくのかというようなご質問がございました。４次のときにももちろんご議論

いただきまして、表現に配慮するなど対応してきたところではあるとお答えはしておりま

す。 

 ＬＧＢＴの相談窓口を設置しないかというようなご質問も受けましたが、女性総合相談

や人権相談でそういった方のご相談に関しても対応しているとお答えしております。 

 パートナーシップ条例の制定をしないかというご質問いただきましたが、まだまだこれ

から取りかからなければいけない課題という認識でおりますので、どういった課題がある

のかをまずは研究に努めていきたいということで、お答えをしております。 

 審議会委員の皆様にもそういったご意見があったということをここでご報告させていた

だきます。 

【佐藤会長】  ありがとうございました。 

 今のＬＧＢＴに対してですが、３ページの計画策定の趣旨のところの１３行目から「そ

れらに対応する法律の制定や改正も行われています。また、マタニティ・ハラスメントや

リベンジポルノ、ＬＧＢＴなど、時代が進むとともに新たな課題も顕在化しています」と

いうふうに書き加えられております。 

 この素案をもって市民懇談会で説明をいたしますが、本日ご意見等をいただき、修正案

の素案を市民懇談会で配付したいと思います。皆さんから事前にいただいた意見をまとめ

たものを参考資料としてお配りしております。こちらも参考にしながら、改めて皆さんか

らご意見をお願いいたします。 

 事務局からいただいたのは、ほかのもらった方、全部をまとめてあるわけですね。 

【事務局（秋葉）】  そうですね。昨日現在いただいているものをまとめております。

参考資料で意見をいただいたところに対して、説明をさせていただきます。 

【佐藤会長】  お願いいたします。 

【事務局（秋葉）】  まず一番初めの、第４次と同様に西暦も併記したほうがよいので

はということですが、皆様よろしければ併記は可能でございます。 

 それから、次の３ページにあります趣旨ですけれども、上から４行目の、男女共同参画

社会を説明している部分ですが、４次のときの表現のほうがいいのではないか、なぜこの

文章になったのかということですけれども、４次の計画の基本理念に本市が目指すべき男
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女共同参画社会、このような文言に近い文言が入っておりましたので、それをアレンジし

たということです。 

 もちろん、変えることは可能です。 

【佐藤会長】  ありがとうございました。 

【事務局（秋葉）】  すいません、もう１つだけ。ページ１３で書いてあります折れ線

グラフですけれども、（７）合計特殊出生率の推移、折れ線グラフとどの点が横軸の年に

なるのかわかりにくいということですけれども、メモリまでの１升が年というふうになっ

ているので、その年の間にちょうど四角とかダイヤの形とか三角とか、その数値を示すも

のが入っております。下のメモリが年ではないといいますか、すいません、ちょっと説明

がつたなくて申しわけないんですけれども、その１メモリの間にちょうど数値が入るよう

な表記になっております。 

【浦野委員】  一般的には、この表記が一般的なんですか。 

【研究員（斎藤）】  そうですね。こういうふうに基本的には。 

【浦野委員】  そうなんですか。じゃ、結構ですけど。 

【佐藤会長】  間にしたということですものね。普通はこの点線のところ、下の線のと

ころの上にこの四角が来るものですよ、グラフというのは。線と線の間を平成６年、平成

７年としただけであって、この線の上ではないというのはそのとおりなんですけれども、

それが一般的かどうかわからない。 

 上の男女別未婚率の推移とか線と線の間にたくさん書くところがあれば、そういうふう

にするというのもありますけれども、例えば１５ページに５歳階級別労働力率もそうなん

ですけれども。最近はこうなんですかね。 

【研究員（斎藤）】  ワード、エクセル上で作成すると、システムが基本的にこうなっ

ているという。 

【佐藤会長】  ああ、ワード、エクセル上のシステムだそうです。そうしたら、平成６

年、平成１１年と載っているところの、例えば線を少し長くしたりということも考えられ

ますか。 

【浦野委員】  そうですね。 

【佐藤会長】  ちょっと見にくいですよね。 

【浦野委員】  見にくいかなと。 

【佐藤会長】  このグラフだけね。上のグラフは大体わかるんですけれども。 
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【浦野委員】  数えちゃうんですよ。平成１１年はどこの線なのか。 

【佐藤会長】  そうそう。だから、そこをほかの線の２倍にするとか。 

【浦野委員】  そんな大きな問題ではないので、はい、結構です。 

【佐藤会長】  今回はこれで行きますけれども、この合計特殊出生率のグラフだけちょ

っとわかりにくいということですので、何か次回考えてください。 

【遠座副会長】  あるいは、１５ページみたいに縦書きにしたら少し見やすくなります

かね。 

【佐藤会長】  そのほうが見やすいことは見やすいですね。 

【遠座副会長】  西暦があるから、どうなんでしょうね。もし技術的にできるようなら、

できないということであれば仕方ないと思います。 

【佐藤会長】  それは事務局にお任せをして。 

【事務局（秋葉）】  検討させていただきたいと思います。 

【佐藤会長】  それでは、お一人お一人言っていただいてよろしいでしょうか。じゃ、

神田委員からお願いします。 

【神田委員】  特にありません。 

【佐藤会長】  特にないということですか。 

 本川委員。 

【本川委員】  男女共同参画が浸透していないというような現実があるというのがどっ

かに記述してあったんですけれど、やっぱり言葉がわかりにくいというようなこともある

んではないかなと思って、１つには、注釈、言葉の説明みたいなのがどこかに載るように

なるといいのかなって。全体的にそれは言えることなんですけれど、わかっている方はわ

かっているんですけど、ＬＧＢＴとか、そういうものを一般的な人もわかりやすいような

説明というか、言葉の説明ですね、これにはないですよね。 

【事務局（秋葉）】  これも説明申し上げればよかったんですが、リベンジポルノとか

ＬＧＢＴというのはやはり注釈を入れたほうがいいということで、今の計画でも入ってお

りますが、※をつけて、用語集を見ていただければわかるようにするか、このお近くに下

のほうに注釈を入れるか、その点は対応していきたいと思っております。 

【本川委員】  はい、わかりました。 

 こんなことを申し上げていいのかどうかちょっとわからないですが、３６ページなんで

すが、施策の③、多文化共生のまちづくりがございますよね。そこの１３、１４、１５、
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１６の順番なんですが、やっぱり順番ってあると思うんですよ。 

 私が考えるのであれば、まず、１４番の人権・平和に関する講演会等の開催なんていう

のが先に来て、それから国際理解教育の推進が来て、それから在住外国人との交流の推進

が来て、外国人相談というような、流れというんですか、そういうものを少しお考えいた

だけるといいのかなというふうに考えました。 

【佐藤会長】  それについてはいかがでしょう。広報秘書課とか指導室とか、番号が決

まっているんじゃないですか。 

【事務局（秋葉）】  その点は大丈夫なんですが、広報秘書課でつなげて表記させてい

ただいたというだけのものですので、皆さんで講演会とか教育が来て、相談は一番下でい

いということであれば、順番を変えることは可能でございます。 

【佐藤会長】  どうですかね。外国人相談の実施は一番最後に来たほうがよろしいです

か。 

【本川委員】  どこを重要視するかという、ほんとに切り取った部分なので、私自身も

はっきりわかって申し上げているわけじゃないんですけれど、いろいろな場面でそういう

順番というのは出てくるんじゃないかと思っているんですね。何を重要視するかというの

は個人的な感覚でも違うかと思いますし、会の総意であれば別にそれは構わないことなん

ですけれど、意見を求められれば、そのようなことを私の視点としてお出しさせていただ

くということでございます。ご理解いただければと思います。 

【佐藤会長】  ありがとうございました。 

 浦野委員。 

【浦野委員】  気になったところはこちらに反映していただいているので、ほかにない

んですけれども、特に１６ページに書いてありますアンケートの結果の概要のところにつ

いては、市民意識調査の報告書を私たちはいただいて読んでいるんですけれども、読んで

いない人に対してこれも配られるということを考えると、ちょっとイメージが湧かないと

ころが幾つかあるのかなと思います。生活における優先度、これについてはちょっとどう

なんでしょうかね。読んでいない方には難しい表現なのかなと思って、ちょっと書き方を

検討していただければ、さらに親切なのかなというふうに思いました。 

【事務局（秋葉）】  これは要するに設問がないので、いきなり結果が出ているという

ことでよろしいですか。 

【浦野委員】  はい。 
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【事務局（秋葉）】  それでしたら、設問で仕事、家庭、地域、個人の優先度を聞いた

ところ、こうでしたみたいな一文が入ればわかりやすいでしょうか。 

【浦野委員】  そうですね。取っかかりとして、読んでいる方も入っていかれるんじゃ

ないかなと思います。 

【事務局（秋葉）】  わかりました。 

【佐藤会長】  じゃ、そこの言葉をちょっと入れるようにしていただきたいと思います。 

【事務局（秋葉）】  はい、わかりました。 

【浦野委員】  それともう１つ、２１ページに書いてある囲みの部分ですけれども、こ

れもやっぱり市民意識調査によると、それは８２ページに書いてあったんですけれども、

女性では「相談してもむだだと思った」というご意見も決して少なくはなかった、同じぐ

らいだったというふうに書いてありましたので、これってとても大事なことなのかなとい

うふうに個人的には思います。相談してもむだだという気持ちがあったら、やはり改善に

はつながっていかないので、こういったご意見があるということを書き加えていただける

と、さらにいいんじゃないかなと思います。 

 以上です。 

【事務局（秋葉）】  今の浦野委員のご意見に対してなんですが、２１ページの囲って

いる部分のご指摘をいただいたかと思います。相談するほどではないと思ったということ

で意識啓発を、社会機運の醸成を図ることが大切と述べさせていただきまして、先ほどお

っしゃっていました「むだだと思った」というところで、「また」以降のところですね、

「連携した相談しやすい窓口づくりに努め」ということで記載はさせていただいたところ

です。 

【佐藤会長】  相談するほどのことではないと思ったというのは、本人がＤＶであると

いうのをそんなに認識していないということも考えられるので、そこら辺のところはどう

いうふうに考えたらいいか、この後の施策のところに反映したらいいかなと思うんですけ

ど、いかがでしょうかね。 

 相談しにくいだろうと考えるのと、相談するほどのことではないなというふうに本人が

考えてしまう。ほんとうは大したことあるんだけど、大したことないかと考えてしまうと

いうことともとられるんじゃないかなと私はこれを読んだんですね。 

 だから、これは確かにおっしゃるとおり、すごく重いんですよ。それに対してどういう

ふうにやるかというのは、やっぱりＤＶというのは単純なことでも大きなことに発展する
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危険性があるから、早めに相談しましょうみたいな、そういうような方向へ持っていって、

なおかつ相談しやすい窓口づくりをやったらいいなという感じがするんですけどね。 

 相談しやすい窓口づくりというのはどういうことか、ささいなことでも相談に乗るとか、

そういうことだと思うんですよ。だから、そういうふうな意識で書いてくださればいいん

です。 

【事務局（秋葉）】  親しい仲でもそれは暴力だということが、当人もそうですけど、

周りの方も認識していただければ、また相談にもつながっていくのではないかということ

も考えまして、人権侵害なんだという認識を高めるというところと、会長がおっしゃって

いただいたように、相談しやすい窓口づくりに努めということで記載をさせていただきま

した。問題認識としては当然そのように思っているところです。 

【佐藤会長】  人権を侵害する暴力、それをどう捉えるかなんですよ。精神的な暴力も

あるし、経済的な暴力もあるし、そういうことも全部含めて暴力だと。ただ殴るだけとい

うような感じが、この「暴力」という言葉１個だと感じてしまう。そこら辺が私は問題だ

なというふうに思っています。 

【事務局（秋葉）】  計画の趣旨のところ、３ページに戻るんですけれども、「しかしな

がら」というのが真ん中辺にあるかと思うんですが、「配偶者等からのさまざまな形での

暴力」というような表現をしております。課題の中にも「さまざまな」というような文言

を入れたほうがいいということであれば、そのように変更したいと思いますが、いかがで

すか。 

【佐藤会長】  皆さんのお考えをちょっとおっしゃっていただければ。 

【事務局（秋葉）】  すいません、課題の四角の中も、ＤＶのみならず、いろいろな、

ストーカー、セクシュアル・ハラスメント、マタニティ・ハラスメント、パワー・ハラス

メント、虐待などということで、さまざまな人権侵害と表記しています。あまり「さまざ

ま」を使い過ぎるとちょっと難しいのかなと思います。 

【佐藤会長】  もし後ろに言葉の説明を入れるんであれば、ＤＶとは何かということを。 

【事務局（秋葉）】  用語説明で。 

【佐藤会長】  用語のほうで説明をしたほうがいいと思いますね。単に肉体的暴力だけ

じゃなくて、精神的なものもあるし、経済的な暴力もあるしという。むしろ精神的なほう

が強い、たくさんあるから、相談するほどじゃないかなと思ってしまうということになる

のかなという感じはします。 
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【事務局（秋葉）】  用語説明で対応させていただきたいと思います。 

【佐藤会長】  よろしくお願いします。以上ですか。 

【浦野委員】  はい。ありがとうございます。 

【佐藤会長】  あとほかにございませんか。そうしたら、日野委員。 

【日野委員】  ちょっと基本的なことかもしれないんですけれども、資料３で１９ペー

ジのところに前期の目標とか前期の期間の取り組みとかあるんですけれども、前期って、

２９年～３２年までの４年間ということで、最初の２年間ということかなと私はそのよう

に捉えているんですけれども、前期という期間が具体的に書かれていないのかなと思った

ので、６ページのところに、本計画は２９年～３２年までの４年間ですと書いてあるので、

そこは書いていただければ、見やすいかなと思います。 

【事務局（秋葉）】  この前期というのは４次のことを指しております。 

【日野委員】  あっ、４次のことなんですね。私もちょっと、４次なのかもしれないと

か、いろいろ考えたり、前期の捉え方が、特に初めて見る方はわからないと思います。 

【佐藤会長】  そうですね。私も最初勘違いして、前期ってこれ何だろうと思ったら、

「さまざまな情報を発信しました」と過去形で書いてあるんですね。ああ、そうか、じゃ、

これは第４次かなと思って読んだんですけど。これは第４次というふうに書いたほうが。 

【日野委員】  具体的なほうがわかりやすい。 

【事務局（秋葉）】  はい、わかりました。 

【佐藤会長】  第４次ということで。「前期の」というのは、とってしまったほうがい

いと思います。一番最初に４次と書いてあるので。 

【事務局（秋葉）】  そこは修正させていただきます。 

【佐藤会長】  お任せしますので、わかりやすいように。 

【日野委員】  あと、３５ページの施策の９番で、新しい★印に情報モラル教育の充実

とあるんですけれども、ここがメディア刊行物等への配慮のところに盛り込まれているん

ですけれども、事業内容を読んだときに、メディアとか刊行物ではないような気がしたん

ですね。どちらかというと、教育の場における男女平等教育の推進のほうに入るのかなと

思って、それが３７ページの（１）のほうなんですけれども、幼少期や学校教育における

男女平等教育・学習の推進のほうが近いのかなって思ったんですね。 

 そうすると、ここの教育の場における男女平等教育の推進のところに「指導者の養成に

努めます」と書いてあるんですね。「性別にとらわれず、生きる力、学ぶ力、働く力をは
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ぐくむ教育を進めるとともに、男女共同参画についての正しい理解を持つ指導者の養成」

とあるんですけれども、指導者だけではなくて、学校における生徒とか学ぶほうの教育と

いうふうな枠組みも入るのかなと思うんですよ。それで、例えば表記の仕方を「正しい理

解を持つ指導者の養成や教育現場における生徒の指導に努めます」とかっていうふうにし

て、先ほどの３５ページの９番の情報モラル教育の充実をここに盛り込んだらわかりやす

いかなと思いました。 

【事務局（秋葉）】  事業ナンバー９を１８の中に入れたほうがいいと。 

【日野委員】  １８の下のほうというんですかね、１９あたりをつくって。 

【事務局（秋葉）】  その次が、すいません、指導者というのはどこでしょうか。 

【日野委員】  ３７ページの真ん中あたりに、施策の方向（１）教育の場における男女

平等教育の推進の下に「性別にとらわれず、生きる力、学ぶ力、働く力」とあって、最後

のほうに「指導者の養成」ってあるんですけれども、指導者の養成だけではなくて、これ

から要するに社会に巣立っていく子供たちの養成も一緒に合わせて育てていかないといけ

ないのかなと思ったんですけれども。 

【事務局（秋葉）】  はい、わかりました。この文章は、わかりづらかったのかもしれ

ないんですが、前半の「性別にとらわれず」という、「はぐくむ教育」というのは子供た

ちのことを言っているんですね。 

【日野委員】  指導者の養成もだし、さらに子供たちの養成も。 

【事務局（秋葉）】  そうです。子供が性別にとらわれず、生きる力、学ぶ力、働く力

をはぐくむ教育を進めますというのは、これは子供たちに対しての教育を進めるというこ

とで、後半は、それを理解しながら、男女共同参画を理解しながら子供たちの教育に当た

るという、その指導者の養成に努めますということです。 

【佐藤会長】  そうすると、最初のところに子供たちの教育というのをはっきりわかる

ように書いたらいかがですかね。 

【日野委員】  指導者だけではなくて、巣立っていく、社会で育っていく子供たちの教

育が何か抜けているような、指導者を育てるということが重要なのではないような気もす

るんですよ。もちろん指導者の養成はすごい大事なんですけれど、子供も大事かな。 

【佐藤会長】  これ、何もないと、「性別にとらわれず」から全部、指導者の養成にか

かってしまう。 

【事務局（秋葉）】  そうしましたら、「ともに」の後の「男女共同参画についての正し
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い理解を持つ指導者の養成に努め」、それを前に持ってきて、最後は「はぐくむ教育を進

めます」というような形だったら誤解がないですかね。 

【日野委員】  はい。 

【佐藤会長】  いかがでしょうか。そういうような修正でもよろしいでしょうか。「男

女共同参画についての正しい理解を持つ指導者の養成に努めて、性別にとらわれず、生き

る力、学ぶ力、働く力をはぐくむ教育を進めます」というふうに書くということですね。

いかがでしょうか。今のでいいですか。 

【日野委員】  はい。 

【佐藤会長】  前のページの９番を１８番の下に持ってくるということですね。 

【日野委員】  そうですね。 

【佐藤会長】  それに関してはいかがですか。 

【事務局（秋葉）】  そうですね。メディア刊行物等というテーマで、この情報モラル

というのは、最近はＳＮＳの扱い方だったりということを学校のほうで、関係機関、警察

などと連携しながら、情報モラル教育をされているということなので、メディアではない

んですけど、そういった、情報ということで入れさせていただいています。 

【日野委員】  私の認識がちょっと足りなくて、そういう情報モラルということでの記

載であれば、どういうものかというのを、ＳＮＳがあるというのを書いていただければ、

ああ、こっちなんだと今理解したんですけれども。 

【事務局（秋葉）】  そうですね。それだけというわけでもないと思うのですが。 

【佐藤会長】  学習指導要領に基づくというところがわからないんじゃないですか。学

習指導要領のどういうところに載っているか。ＳＮＳだけじゃなくて、いろいろ載ってい

ますね、今。だから、そういうようなことに関しての情報モラル教育だったらいいと思う

んですけど、ちょっと文章を考えていただいたほうが、指導室に、むしろ学習指導要領に

一体何と書いてあるのという、そこをちょっとお聞きいただいて。 

【日野委員】  いろいろ捉え方がこの文章だけだと、ちょっとあるかなと思ったので。 

【佐藤会長】  男女共同参画を捉えるんだったら、学習指導要領というのは、これは一

体何だ、何が書いてあるんだと知らない人がいますからね。 

 それから、これは全体的に言えるんですけど、充実とか、そういう言葉がいっぱい出て

いるんです。 

 充実、充実と言うけど、じゃ、これは配布数を多くすることで充実を図っているのか、
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講演回数を多くするということで充実を図るのか、何なんだろうというところが非常に多

いです。充実と書いておけば、みんなわかるような感じになってしまうんですけど、充実

と書いても何かよくわからないんですね。だから、第４次行動計画の評価もあまりうまく

できないということになってしまうんですね。例えば去年、１,０００枚配布しましたが、

今年は２,０００枚にしますとか、せめてそういうふうに書いてほしい感じがするんです。 

 この情報モラルの充実というのは、例えば指導室に、充実ってどういうことですと聞き

たい気がするんですね。 

【神田委員】  結構、この小さい枠に充実以外のことを書くというのはとても難しいな

と感じます。ちょっとこれはほかに書きようがなかったのかもしれないなというようなこ

とを考えながら。 

【佐藤会長】  それでは、神田さんのお考えになる充実って何ですか。 

【神田委員】  充実って、やっぱり浸透を図るというか、生徒にそれが理解されるよう

に回数を繰り返すとか、語りかける内容を工夫するとかということだと思うんです。 

【佐藤会長】  その回数を繰り返すということが欲しいですね。なぜかと言ったら、実

際の計画だから。 

【神田委員】  ただ、これは指導室の計画なので、それがどのような形になるかという

のは、学校によってまた違う形になってあらわれてくると思うので、それを一概に２回や

りなさいとか、３回やりなさいという、そういう問題でもないんじゃないかなという気が

するんですけど。 

【佐藤会長】  各学校によってやることが違うというんだったら。何で充実と言えるの

でしょう。指導室で情報モラル教育をやってくださいと言うだけで済むのではないですか。 

【神田委員】  それを市立は全校一斉にこうしなさいというのはちょっと難しいから、

そう言われても、なかなか学校の実態もあるので、一概にそういうふうに同じことができ

るとは限らないと思うんですね。 

【佐藤会長】  学校の考える、置かれている実態というのは一体何かということです。

それは、プログラムの例えば時間のこともあるだろうし、そのほかやらなきゃいけないこ

とがいっぱいある、それはわかりますけれども、そのどこかをめぐって情報モラル教育の

充実をしてくださいということですね。男女平等の観点からいろいろな教育の実施がある。

そんなの全部やったら大変だというのは、私もわかります。だけれども、ここで情報モラ

ル教育の充実というふうに考える。例えばＳＮＳとか、これは一番大変なことですよ。だ
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から、それは絶対みんなやってもらわなきゃいけないことなんじゃないですかね。 

【事務局（秋葉）】  先ほども少し申し上げましたが、関係機関と連携して情報教育、

情報モラル教育に当たられているというお話は伺っていますので、従来、学校だけでやっ

ていたことを関係機関とも連携してやっていらっしゃるというところで、充実とされてい

るのかなと思っておりますので、もし従来からもやっていたということであれば、会長が

おっしゃっていたように、「実施」とか、そういった言葉に変えるということでもいいの

かなと思います。 

【佐藤会長】  その実施って、これ、星印は、新しいですね。男女共同参画社会につい

て、これが情報モラル教育を前からやっていたんだけど、男女共同参画という点からも捉

えてやるということで、星印がついているわけですね。 

【事務局（秋葉）】  そうです。リベンジポルノとかＳＮＳで、安易に写真を上げてし

まうとか、いろいろなことがあるので、そういう観点でやはり情報モラル教育をお載せし

たほうがいいんじゃないかということです。 

【佐藤会長】  そういうふうに書いてくださればわかるんです。情報モラル教育の充実

を図りますじゃなくて、かつてやってきた学校の情報モラル教育の中に男女共同平等思想

を盛り込みますとか、それをつなげてしまったらどうですか。そうしたら、男女共同参画

という視点で捉えることができます。 

【事務局（秋葉）】  そうですね。それで充実した。 

【佐藤会長】  そう言えば充実ということがわかります。 

【事務局（秋葉）】  ではそのように。まぜて表現したいと思います。 

【佐藤会長】  あと、日野さん、何かありますか。 

【日野委員】  長くなってしまって申しわけないですけど、４５ページの５１番で、

「自殺予防に向けた取組の推進」という事業名なんですけれども、その施策の方向は、性

差や年代に応じた健康づくりとだけしかなっていないんですね。４４ページに施策の方向

があって、４５番から５０番まではそうだな、性差や年代に応じた健康づくりだなと、何

となく見ていてわかるんですけれども、自殺の予防となったときに、健康づくりとは違う

ようなちょっと気がしたんですけれども、また、私の捉え方の問題なのか、ちょっとこの

自殺予防に向けた取り組みは、ほかの方向には、施策の方向にどこにも当てはまらないよ

うな気がしたので、もしここに入れるのであれば、性差や年代に応じた健康づくりとメン

タル面への取り組みぐらいにつけ加えて書いていただいたほうがわかりやすいかと思いま
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す。 

【事務局（秋葉）】  施策方向名を変えるということ。 

【日野委員】  そうですね。そのほうがいい。それから、もしこれから５１番がどこか

に入るところがあれば、そっちに入れるとか。 

【事務局（秋葉）】  主要課題の５について、４３ページに、課題についてを述べてい

るんですけれども、最後のところで、「近年では、うつ病をはじめとする心の健康の問

題」というようなことを書いておりまして、中高年男性を中心とした自殺の増加というよ

うな新たな健康課題が生じていますとなっているので、施策の方向の２のところの性差や

年代に応じた、これはもしかしたら、年代に応じなく、広くなのかもしれないんですけれ

ども、心の健康づくりということで位置づけさせていただいております。 

【日野委員】  わかりました。 

【佐藤会長】  いかがでしょうか。自殺の件数というのは、先進国で日本は多いんです

ね。特に３０代、４０代。昔は青少年が多かったんですけど、今は４０代とか、そんなと

ころが多くなって、自殺を予防するというのは大変なことなんですね。だから、すごく、

男女共同参画をやって、自立生活支援法と今回自殺予防というのは非常に重大なような感

じがします。 

 男性が多いんですね。だから、自殺予防に向けた取り組みの推進というのを男女共同参

画で言うと、男性のほうに重点が行ってしまう、行っているような感じがするんですけれ

ども、女性もないわけじゃないので、そういう男女平等というようなところから、何か入

らないですか。 

【事務局（秋葉）】  先ほど日野委員からも提案がございましたが、施策の方向（２）

のタイトルに、性差や年代に応じた心と体の健康づくりというタイトルはいかがでしょう

か。 

【佐藤会長】  それはいいですね。いかがでしょうか、皆さん。 

【日野委員】  そうですね。結構、今、夏休み明けに自殺する子が多いと、学校とかで。

ニュースでもすごい話題になったんですけれども、近年のそういうニュースとして、これ

からも増えるかもしれないなとちょっと思ったもので。ぜひここも盛り込んでいただけた

らと思いました。ありがとうございます。 

 最後に１点なんですけれども、すみません。５２ページの施策の８０番ですけれども、

ここは地域参加講座の開催で、シニア世代を対象にと限定しているような文面に見えたん
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ですけれども、これは一応、施策②男性の地域活動への参画促進ということで、私も去年

まで、こがねいパレットに参加していたときに、若い男性の２０代の方が参加されたとき

に、すごい新鮮なというか、今まで年齢高い、男性ばかりだったので、若い方がぽんと入

ると、結構新しい意見が聞けたりとか、逆にいいことがいっぱいあった。ここをシニア世

代とあえてくくってしまったのは、何かあったのかなとちょっと思ったんですけれども、

もしそういうのが特になければ、シニア世代という文でなくてもいいのかなと思いました。 

【事務局（秋葉）】  この地域参加講座というのがシニア世代を対象にしているので、

そのようになっております。これはこちらの男性の地域活動への参加促進のところに入れ

たんですが、この講座自体は、別に男性も女性も参加していいものなんですが、シニア世

代の方が参加しやすいようにということにしているので、その講座を男性の視点で今回の

計画に事業として入れ込んだという形になります。 

【日野委員】  ちょっとその地域参加講座がシニア世代に限定のものと知らない人も多

いと思うので、この事業名のところに、括弧シニア世代対象のとかというふうに入れると

かはできないですか。 

【事務局（秋葉）】  事業の名前としては、地域参加講座という事業なので、事業内容

に書いてあるんですけれども、すいません。 

【日野委員】  わかりました。 

【佐藤会長】  よろしいですか。 

 それでは、濱野委員、お願いします。 

【濱野委員】  まず、資料２番を作成いただいて、ありがとうございました。先ほどこ

の間の研修で具体的に各部署にヒアリングをすればということがあったんですけれども、

実際に全ての課じゃなくても、幾つかピックアップして見ることができればいいのではな

いかと思います。 

 例えば保育課に、３ページの保育課の一番下のローマ数字のⅡ番の地域での子育て支援

体制の充実と。この中に保育所をつくるとか、そういうことまで、それから、その中での

サービスまで入っているんですけど、具体的にどのような施策をしましたかというような

ことがヒアリングできれば大分違ってくるのかと思います。具体的にヒアリングするため

には、どんな障害があり得るんですか。 

【事務局（秋葉）】  それは今後の進捗管理に関することでよろしいでしょうか。 

【濱野委員】  そうですね。進捗管理のほうの話ですね。 
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【事務局（秋葉）】  それは今後、どう審議会が担当課の事業推進を進捗を管理してい

くかという中で、ヒアリングをやるのか、やらないのか、ご議論いただければと思ってお

ります。 

【濱野委員】  今回の計画段階で、そういったことがどこにも記載がなくても、特に今

回の計画について、第５次に実施することができますか。 

【事務局（秋葉）】  濱野委員がおっしゃるのは、そうしますと、６１ページの最後の

計画推進体系の強化のところにそういったことを入れてはどうかということですか。 

【濱野委員】  そうですね。 

【事務局（秋葉）】  そこはこれからの議題なのかなと思っていますので、具体的な手

法はこの計画にはお載せしなくても……。 

【佐藤会長】  濱野委員、ヒアリングは誰に対してということはお考えですか。 

【濱野委員】  例えば保育課であれば、保育課の課長さんですかね。 

【佐藤会長】  課長さんにどういうことをということですね。 

【濱野委員】  ええ。 

【佐藤会長】  やるかとか、どこまで決めているかということですね。 

【濱野委員】  はい。今、アンケート回答みたいな形になっていると思うんですけど。 

【事務局（秋葉）】  今、ヒアリングというのは１つ、調査の手法であるかなと思いま

すので、今、１０８番の事業名の中で、「毎年度、施策や事業の実施状況を調査し、」とい

うふうに載っていますので、担当課がもちろん調査をして進捗状況を出してくるというの

もあるんですけれども、それを見て、審議会のほうでヒアリングという方法を使ってその

実施を調査するということも含まれるかと思いますので、含んで、このままではいかがか

なと思いますが、いかがでしょうか。 

【佐藤会長】  それでしたら、実施状況のヒアリングとか、進捗状況調査の報告書の作

成、公表だけでは、ちょっとそれが入ってこないように思うんですけどね。 

【濱野委員】  そうですね。 

【佐藤会長】  １０８番のところに、例えば公表の後に括弧してヒアリング等も含むと

か、そういうふうに書けば。 

【濱野委員】  そうですね。そういった表現がいいと思います。絶対にやるということ

ではなくて。 

【佐藤会長】  括弧か何かでくくって。それは、ヒアリングというのは今までやってな
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いことですから、企画財政部長のほうにお伺いしたいんですけれども、庁内、いろいろ難

しい問題がありますでしょう、審議会の委員がヒアリングをするということに関して。そ

れに対して、こういう調整を今後やっていただきたいというのが我々この間の講演会を聞

いた者としての意見なんですけれども、いきなりは無理だろうとは思いますけれども、そ

ういうちょっと方向性を探っていただきたいなという感じはするんですね。 

【事務局（天野）】  いずれにしても、計画の進行管理というところを審議会でやって

いただいていますし、やっていただくわけですけど、その手法としては、１つのシナリオ

というのは当然あるかと思うんですけど、いっぱい施策もあるし、いっぱい課もあるし、

どんなふうにやるか、今の段階でなかなか決めるのも難しいし、また、時間もかかるわけ

ですから、「調査し、」というところにいろいろな手法が含まれるという理解の上、また、

改めて時間をとってヒアリングも含めて、どのように実施調査を行っていくかということ

は、また審議会の皆さんでご議論いただいたほうがいいかなというふうには思っています。 

【佐藤会長】  それでは、ちょっとヒアリングの方法については、今後、議論をすると

いうことで、濱野委員、よろしいでしょうか。 

【濱野委員】  わかりました。「調査し、」の中に広く加えるという理解で。 

【佐藤会長】  そうですね。 

【事務局（天野）】  いろいろなやり方があると思うので。 

【濱野委員】  わかりました。 

【佐藤会長】  じゃ、「調査し、」の中にヒアリングも含むという理解でよろしいですね。 

【濱野委員】  それから、今度、資料３のほうの今回の計画の４８ページなんですけれ

ども、ワーク・ライフ・バランスのところなんですが、女性活躍推進法などもできてきて、

今まで以上に女性が管理職だとか、役員になったりする例が出てきたときに、そういった

活躍している女性の長時間労働を防ぐという視点があったほうがいいかと思いました。大

体、今は雇用をされていて、労基法が適用される女性だけを対象にしているので、これか

らは必ずしもそうではなくなってくるかと思いますので、例えばそういう管理職向けのセ

ミナーとか、そういうことになるのかもしれないですけれども、かなり今だと女性が現場

を取り仕切る、例えば専務だとか、そういった役職についていて、ものすごい長時間労働

をしているという例も出てきているので、これはあくまで提案で、今回の計画にはもうほ

ぼ決まっているんで、今後、検討していけばいいかなとは思いますけれども、それが１つ、

意見です。 



 -22- 

【佐藤会長】  長時間労働をしている管理職の女性に対しての講習会ですか。 

【濱野委員】  そうですね、例えばですけれども。法律で守られていないので、そうい

った啓発をする人はないかとは思うんですけど。 

【佐藤会長】  これも、女性だけじゃなくて、男性も含めてそういう講習会が必要だと。

だから、ここにあるだけでは、多分、ワーク・ライフ・バランスの雇用時間に関しての影

響というのがここに書いてある施策だけではだめなんではないかなという気が私はしてい

るんですね。 

【事務局（秋葉）】  今の濱野委員の確認ですけれども、管理職向けセミナーというの

は、市役所の職員ではなくて、一般企業にお勤めのということでよろしいですか。 

【濱野委員】  はい。 

【事務局（秋葉）】  わかりました。そうすると、行政がどのようにそういう方たちに

アプローチができるのかというのは、今の段階ではちょっと難しいのかなと。 

【佐藤会長】  せいぜい公民館あたりでしょうね、まずやれるとしたら。各企業でもそ

ういう講習をやっていますけど、ただ、中小企業の場合は、そういう講習がない場合が多

いんです、特に女性に対して。だから、公民館などでそういうような管理職の女性、ある

いは管理職を目指している女性に向けて何かそういうものができればいいなという感じは

しますけどね。 

【事務局（秋葉）】  まずは増やしていかなきゃいけない段階なので、次の段階かなと。

すいません。私的には思うところです。 

【佐藤会長】  先のほうに向けて、ちょっと頭にとめておいていただければ。 

【事務局（秋葉）】  はい。意見として伺います。 

【濱野委員】  それから、次が資料５なんですけれども、今度の懇談会……。 

【事務局（秋葉）】  すいません。それはちょっと後ほど……。 

【濱野委員】  これは次ですね。 

【事務局（秋葉）】  はい。次の議題とさせていただきます。 

【濱野委員】  わかりました。それでは、以上になります。 

【佐藤会長】  ありがとうございます。 

 それでは、瀬上委員、よろしいでしょうか。 

【瀬上委員】  ちょっと意見シートですが、おくれて、今日の始まる前に手書きで書い

たものだったので、汚い字のコピーで申しわけないですけど。まず、言葉じりの問題では、
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資料３の５５ページの主要課題４の市民がともに参画する地域づくりや市民活動の促進、

施策の方向（１）地域づくり活動における男女共同参画の推進。地域づくり活動というの

がちょっとくどいというか、地域活動でいいのではないかと思いました。この主要課題４

の市民がともに参画する地域づくりや市民活動の促進というのと、基本目標３の、ページ

数で言うと５９ページの施策の方向の（１）の市民参加・協働の推進で、施策①市民や地

域団体との協働、ここが言っていることが同じような市民参加ということで、その違いが

ちょっとわかりにくいというのがありまして、今度の市民懇談会とかでパブリックコメン

トとかを提出する市民の人がこれを読んでちょっとわかりにくいんではないかと。主要、

大きな基本目標の２の５５ページのほうは地域づくりということで、そこでの男女共同参

画の推進、５９ページの基本目標、大きい３の市民協働・市民参加ということは、どちら

かというと行政とか、いろいろな団体、事業所などが主体で市民と協働するということだ

から、担当課も違うのもわかるんですけれども、ちょっと市民団体などにとってはわかり

にくいのではないかと。５５ページは支援、活動団体への支援で、５９ページも支援とい

う言葉が出ているんですけど、ちょっとわかりにくいというように感じました。４次だと、

大きい基本目標３の中に入っていたと思うんですけど、全部というんですか。主要課題と

しては入ってなかった……。 

【事務局（秋葉）】  主要課題４が前回の計画ですと「男女がともに参画する」という

言葉だったんですけれども、男女に縛られずということで、「市民がともに」という言葉

に変えたので、わかりにくくなったのかもしれません。 

【佐藤会長】  ５９ページのほうが市民や地域団体と、それから、市が協働するという

ことですね。 

【瀬上委員】  ええ。だから、違うのはわかるんですけど、ちょっと市民が読んでわか

りにくいんじゃないかと。主体が違うというのはわかるんですけど。 

【佐藤会長】  これはわかりやすいですね。支援と、それから、例えば「かたらい」、

「こがねいパレット」というのは、これは市が主体だなということは、いろいろ参加を求

めているんだなということはわかりますね。だけど、５５ページは、市民活動が主体で、

そこへ参加するというか、支援するというのが来るんじゃないかなと私は思ったんですけ

ど、違うのかしら。 

【事務局（秋葉）】  ５５ページの主要課題４の施策の方向については、まず、地域づ

くり活動に男女とも参画しましょう、そういう活動を促進しますというところになります。 



 -24- 

 もう一つの先ほどの５９ページのほうは、そういったことで、もうできている活動団体

と市がパートナーシップを築いて事業を展開していきますという、その辺の違いがありま

す。まずは、そういう地域の活動やボランティアに参加するのを促す、それが５５ページ

の施策というところになるんですけれども。 

【佐藤会長】  ５９ページの施策の方向の（１）を市と市民、市による市民参加・協働

の推進とか、そういうふうに、何か言葉を変えられないんですか。市民参加・協働の推進

だと、その前の５５ページとまじっちゃうような感じで、小金井市による市民参加・協働

の推進とかね。市と市民の参加・協働の推進でもいいですね、市と市民の。これ、協働で

すかね。協働じゃなくて、やっぱり市が、特に施策（１）は、市が主体を持って、そこへ

市民が参加していくということですね。じゃないですか。主体というか、主催ですね。だ

けど、こっちの５５ページは、市民団体が主催でしょう。 

【瀬上委員】  そうですよね。 

【事務局（秋葉）】  ５９ページの９９番などを見ていただくとわかるように、その活

動団体が主催するものを市が協働してというか、後援というような形で支援します、連携

していきますということなので、別に市が主体というわけではないですね。市が主体の場

合もあるし、活動団体が主体の場合もあるし、それをそれぞれで協働していきましょうと

いう意味なので、市が主体となってとなるとちょっと違うのかなと。 

【佐藤会長】  ９９番を５５ページのほうに持っていったほうがわかりやすいですね。

協働ね。 

【事務局（秋葉）】  ５５ページのほうは、いろいろな活動へ市民の方がまず入ってい

くきっかけを支援しますという意味合いなので、こちらの５９番のほうは、もう活動して

いる団体を、後援するというか、支援するという形なので、ちょっとそこが違うんですね。 

【佐藤会長】  どなたかご意見ありますか。 

【日野委員】  私も地域活動とかというのをやっていたんですけれども、５５ページの

場合は、この文面がややこしいのかなと、施策の方向で、地域づくり活動における男女共

同参画の推進というよりは、むしろもう地域活動やボランティアの推進とか、促進とか、

そういうふうにしたほうがわかりやすいのかなと、端的に。 

【事務局（秋葉）】  そこに男女で参画していきましょうというところなので、男女共

同参画という言葉を取ってしまっていいのかどうか。 

【日野委員】  どうなんでしょう。地域活動って、全て含めたものという認識……。 
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【事務局（秋葉）】  地域活動というか、地域づくりという面もあるので。 

【佐藤会長】  難しいですね。５９ページの男女共同参画関係団体への支援なんですね。

５５ページは、それは書いてないんです。だから、男女共同参画関係団体というのは男女

共同参画をやられている団体ということで、それへの支援・連携というわけですね。だか

ら、市民や地域団体との協働は合っているとは思うんです。だけど、施策の方向の市民参

加・協働の推進、そこら辺のところが……。 

【事務局（秋葉）】  ご提案ですけれども、５９ページの施策の方向（１）が市民参

加・協働推進ということですが、ここをその下の文章でお示ししているように、市民参

加・協働じゃなく、市民協働による男女共同参画の推進というような言葉にしてはどうか

ということでご提案をさせていただければと思います。 

【佐藤会長】  市民との協働によるじゃないですか。 

【事務局（秋葉）】  そうですね。 

【佐藤会長】  市と市民だから、市と市民との協働による男女共同参画の推進。 

【事務局（秋葉）】  市と市民とはっきりしたほうがいいですか。 

【佐藤会長】  市民との協働による男女共同参画。 

【事務局（秋葉）】  はい。 

【佐藤会長】  市民協働というと何か変な感じがあるんじゃないかと。だから、市民と

の協働による男女共同参画の推進と、ちょっととりあえずそれに。 

【事務局（秋葉）】  では、施策の方向（１）のこちらを市民との協働による男女共同

参画の推進ということで変更させていただくということでよろしいでしょうか。 

【瀬上委員】  そうですね。市民とのね。 

【佐藤会長】  いかがですか。 

【瀬上委員】  市民との協働による男女共同参画。 

【佐藤会長】  でも、そうすると参画を促す環境づくり、男女平等推進センター整備の

検討なんて入ってきちゃっていいんですか。 

【事務局（秋葉）】  すいません。やはり市民参加が抜けてしまうので……。 

【日野委員】  市民参加というのは、もう５５ページのところで、最初に市民が参加す

るという入り口のところになるんじゃないですか。 

【事務局（秋葉）】  この市民参加は、１００番の事業のことを言っているんですね。

市民参加を得ながら、「かたらい」や「こがねいパレット」とか、そういったものをやっ
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ていくというところもあるので。 

【事務局（天野）】  これまでの小金井市の男女共同参画というのは、行政とたくさん

の市民の方たちとの協働というか、参加によってつくってきたということがあります、歴

史が。 

 それから、施策展開におきましても、協働、市民協働、要するに市民の方、また団体の

方が一緒になって進めてきた経過があると思っています。そういった意味で、この施策、

５９ページのものというのはそういったものを表現したものだと思っていまして、どうし

ても市民参加、市民協働によって男女共同参画をこれまでも進めてきたし、今後も進めて

いこうということを書いてもらったということなんですね。 

 したがいまして、まとめますと、タイトルはやはり市民参加・市民協働による男女共同

参画の推進という表現で、これまでの経過、それから、今後の方向性も示しているのでは

ないかと思うんですが、いかがでしょうか。 

【佐藤会長】  そうすると、課題２とほぼ同じになっちゃいますね。 

【本川委員】  そうしますと、ここの５５ページにある地域づくり、要するに市の地域

力といいますか、それを上げるという意味をここの中に多く含まれている気がしているん

ですけれど、それが飛んじゃうとまたちょっと違うかなと。 

【事務局（天野）】  今、本川委員がおっしゃっていただいたのは５５ページの話だと

思っていまして、小金井市というのは、たくさんのＮＰＯ団体だとか市民団体が活動され

ていて、そういった活動に対しまして、ここの５５ページでは、さらにその活動を推進し、

その活動の中で男女共同参画も推進していくと、そういうのが５５ページです。 

【本川委員】  今、じゃ、おっしゃったのは５９ページの……。 

【事務局（天野）】  ５９ページと５５ページの違いをもう１回、整理しますと、まず、

５９ページ、後ろのほうは、男女共同参画をどうやって進めていくのかという観点におい

てこれまでもやってきたんですけれども、行政と市民と団体と、そういった協働して進め

てきた歴史があります。その歴史も踏まえ、さらに今後も一緒に市民参加、行政と市民が

参加して計画をつくって、実行段階においては市民協働で施策を展開していくというのを

表現したのが５９ページ。 

【本川委員】  ５９ですね。 

【事務局（天野）】  ５５ページのほうは、小金井の市民活動というのは、男女共同だ

けではなくて、生涯学習の分野があったり、スポーツの関係もあったり、皆さん活発に活



 -27- 

動されている豊かな地域だと思っていますので、そういった地域社会、地域コミュニティ

ーをつくっていく上で大事なのが男女共同参画の視点なんじゃないですかと、そういった

ものを進めて地域活動づくり、コミュニティーづくりにおいても、男女共同参画の視点が

大事なんじゃないのかということがこの５５ページです。 

【本川委員】  なので、施策の方向の（１）の地域づくり活動における男女共同参画の

推進というのが少しいじっていたような気がしたので、すいません。勘違いだった。 

【事務局（天野）】  両方、密接に関係あるんですけれどね。 

【本川委員】  だから、地域づくり活動における男女共同参画というのは、やはり地域

力、地域の力を上げるためには大事なことだと思っているので、やはりそれなくしては教

育力も上がらないし、何も上がらないというようなことに結んでいるので、ちょっと地域

づくりがどこか飛んじゃうのはもったいないなという気がしたんで、ここはここでいいで

すね。 

【事務局（天野）】  大事です、それは。 

【本川委員】  あるんですね。確認です。失礼しました。 

【日野委員】  すごい細かいことかもしれないですけれども、地域づくり活動と地域活

動づくりと全然違うと思うんです。地域をつくるための活動なのか、地域活動を活発にす

るためにこういうのをつくっているのか。 

【事務局（天野）】  両方なんだろうと思っています。地域コミュニティーの崩壊なん

て、今、言われているじゃないですか。自治体、町内会の加入率が落ちているだとか、隣

の人とも知り合いがないとか、そういう状況の中、地域づくりというのも大事だし、ただ、

もう地縁血縁団体だけでは地域コミュニティーはつくれないから、いろいろな、さまざま

な生涯学習の分野であり、または男女共同参画という分野かもしれないけれども、そうい

った目的を持って地域づくり、地域活動、仲間づくり、そういうのが微妙に違って、混在

してしまう。 

【日野委員】  そこら辺をもうちょっと。 

【事務局（天野）】  そうですね。整理したほうがいいですね。用語説明。市民参加・

市民協働についても、改めて用語の定義、ご説明して整理したほうがよろしいかと思いま

す。 

【日野委員】  今ここで、こういうふうにするという、文面にするのは難しいのかなと

いう気が。 
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【佐藤会長】  ちょうどいいことを企画財政部長はおっしゃっていただいて、この中に

何で町内会が入っていないのか。町内会は一番、男性が主導権を握っているんです。 

【事務局（天野）】  そう。 

【本川委員】  いえ、違います。女性ですよね。町内会って、今、女性のパワーのほう

が全然強いです。役員なんかも、男性はほとんど閑職のような名誉職になる男性は意外と

いらっしゃいますけれど、実働は女性。 

【佐藤会長】  そういう女性もいらっしゃいますが、まだまだ男性が強いです。 

【事務局（天野）】  知らず知らずにやっているような地域の活動だとか、そういった

ところにおいても、こういった視点が大事なんだというような。 

【佐藤会長】  すごくこういうのは大事だと思うんです。 

【事務局（天野）】  というのが５５ページ。 

【本川委員】  すごく大事だと思いました。ちょっと１つ、もしそうだとすれば、これ

は例えば開催しますとか、実施しますとなっていますね。そうすると、担当課のほうがそ

うしているような感じがするので、もうちょっとサポートするような言葉の表現で書かれ

たほうがいいかなと思いました。 

 教室等のと、もちろん等が入っているから全部カバーできると言えば、それまでなんで

すけれど、例えば催事ということ言葉を使って、イベントだとちょっと砕けちゃうので、

催事というようなことで、もう一つ、膨らまししていただけるといいかなと考えました。 

【事務局（秋葉）】  今のは青少年のためのという部分、９０番のところでしょうか。 

【本川委員】  主に９０番です。 

【事務局（秋葉）】  各種教室・催事ということですか。 

【本川委員】  そうです。催事等を開催しますのほうが。開催するのは、生涯学習課が

開催するように、これだとちょっと見えちゃいますね。だから、もうちょっと言葉として

は、やっていることをサポートするというような、日本語で言うと支援になってしまうん

ですけれど、協力しますとか、そんなような。 

【佐藤会長】  開催しますじゃなくて、支援しますじゃないですか。 

【事務局（秋葉）】  スポーツ教室は開催になる。そちらは……。 

【佐藤会長】  開催、支援しますで。 

【事務局（秋葉）】  そうですね。そのような文言で変更いたします。 

【佐藤会長】  そうすると、５９ページは市民参加・協働推進、これでいいんですか。
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市民参加・協働による男女共同参画の推進でよろしいですか。主要課題２と一緒でいいん

ですね。 

 市民との協働による男女共同参画の推進が今のところ、一番いいような感じがするんで

すけどね。市民との協働による男女共同参画の推進……。 

 でも、これ、主要課題２の施策の方向は（１）しかないですね。 

 この中の施策①と②、この施策①は施策の方向（１）、施策②は、施策の方向（２）を

つくって、男女共同参画を促す。環境づくり、市民の男女共同参画を促して、それでやる

とか、ちょっとそこら辺を考えていただいたほうがいいかと思います。ちょっとお任せし

ますので、いいように。宿題です。ありがとうございました。 

 では、小野寺委員。 

【小野寺委員】  前回、メンタルヘルスの文言を入れてほしいと申し上げまして、いろ

いろ皆さんのご意見があって、結論は出なかったのですが、今回、この自殺予防に関する

取り組みの推進、４５ページに入れていただきまして、まことにありがとうございます。

これはすごく思っていたことでございます。 

 それから、もう一つ、お伺いしたいんですが、４９ページのメンタルヘルスチェックシ

ステムの活用でございます。担当が経済課、それから、今の自殺予防、自立生活支援課と

なっておりますけれども、この両方ともに専門の臨床心理士などは置いていらっしゃるの

でしょうか。 

【事務局（秋葉）】  メンタルチェックシステムというのはホームページから、自分の

今の気持ちを、該当するボタンを押してチェックをして、その結果で、あなたの今の心の

状態はこうですというような表示がされるものなんです。ですので、ここに人がかかわっ

ているというわけではないです。 

【小野寺委員】  相談窓口、結局、そういうことですね。 

【事務局（秋葉）】  はい。あなたの心の状態はこうですと。こういう相談先がありま

すということで、相談先が表示されるというようなシステムになっております。 

【小野寺委員】  わかりました。ありがとうございます。 

【佐藤会長】  相談窓口の周知を行いますということですね。 

【事務局（秋葉）】  そうです。メンタルチェックシステムでチェックをしていただく

と、最終的には、これですと労働相談になどと記載しておりますけれども、労働相談以外

のいろいろな市の相談窓口などが案内されるというようなシステムになっています。 
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【佐藤会長】  そのほかの相談窓口システムの中に臨床心理士がいらっしゃるところは

あるんですか。 

【事務局】  これは窓口の周知ということなので、経済課には、もちろんそういうもの

はございません。自立生活支援課のほうには、臨床心理士かどうかはちょっとわからない

ですが、精神保健福祉士なり、有資格者は在籍していると思っております。すいません、

詳しくは確認していません。 

【佐藤会長】  よろしゅうございますか。 

【小野寺委員】  はい。ありがとうございました。 

【佐藤会長】  それじゃ、遠座委員、お願いします。 

【遠座副会長】  それでは、時間もあまりありませんので、先ほど出たお話と絡めて、

私の場合は、先ほどのは２９ページ、計画の体系のⅢの２のところですよね。ここが、主

要課題と施策の方向の内容がほとんど一緒なので、ほかのところは何らかの形でずれて事

業内容につながっている感じなんですけれども、ここのところが何かうまくいっていない

感じがしたので、もう一度、文言などを検討する必要があるのかなと思っております。こ

れからもう一度検討ということだったので、この点は私もこういうように感じました。 

 それから、同じページで申し上げますと、その上の段、施策の方向の（１）政策・方針

決定過程への参画の拡大というのは、これだけ見ていると何の参画の拡大かわかりにくい

ので、実際に該当ページにいくと、やはり女性の参画の拡大ということが書いてあると思

いますので、その内容を意味するのであれば、ここは女性の参画の拡大ということを示し

てもいいのではないかと思いました。 

 それから、Ⅲのところですけれども、「男女共同参画を積極的に推進する」に、仕組み

づくりとか、体制づくりとか、体制の整備とか、そんな言葉をもう少し補ってもいいのか

なとも感じました。意味がわからないわけではないんですけれども、そういう意見が、思

ったということです。 

 細かいところでは、５４ページの主要課題３の（８４）のところです。「相談や各種セ

ミナー、各種制度等の情報を提供します」ということですけれども、このセンターにおい

て相談を受け付けるわけではなくて、これらの情報提供というのは相談を行いつつ情報提

供も行うという意味ですか。それがちょっと、どちらもやっているということが少しわか

りにくく感じたということです。 

 ５９ページの（１０１）、こちらはちょっと意味がわかりにくかったところがあります。
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「市民参加推進会議における検討を経て、男女の偏り是正の視点を含む附属機関等の設置

運営の手順を作成していきます」の意味が何なのか、ちょっとわからないというだけです。 

【事務局（秋葉）】  その点は、私のほうでも確認をいたしました。市民参加推進会議

というもの自体は、市民参加がどのようにされているかをチェックしたり、よりもっと市

民参加をするためにはこうしたほうがいいという提案をしていく役割を持った附属機関で

あります。確かにこれはわかりづらいかと思いますので、代案を考えました。「市民参加

推進会議において、男女の偏り是正の視点を含む附属機関等の設置運営の手順を作成し、

よりよい市政への参加を推進していきます」というような。 

【佐藤会長】  附属機関というのは何を指すんですか。 

【事務局（天野）】  市長の附属機関というのが法律で定められていて、例えばテーマ

においてこういったことを検討してくださいと諮問して、議論していただくのが附属機関

で、この市民参加推進会議というのは市民参加を検討するところなんですね。本市の場合、

市民参加条例というものがあるんですけれども、一応、女性の割合を高めていくというよ

うな目標を定めて、各審議会がそういった目標に沿ってやっているかどうかというチェッ

クもしていますから、そういった観点で審議会の運営の手法、手順をつくっていくという

ことを書いたんだと思うんですが。 

【佐藤会長】  それは、言葉の用語辞典に入れてください。何年につくられたかとか。 

【事務局（天野）】  要するに、各諮問機関、附属機関が男女共同参画の視点で運営さ

れているかどうか、されるような手順を策定していきますということなんだと思うんです

よね。 

【事務局（秋葉）】  では、この部分は宿題にさせていただいて。 

【佐藤会長】  ええ、そうですね。 

【遠座副会長】  あと、私のほうでは、３ページの趣旨のところで、あまり大きな問題

ではなく、用語、記載の仕方だけです。「小さな草の根的活動」の「小さな」は取っても

いいかなと感じました。これは市が進めたというよりも、市民が進めてきた運動のことで

すよね。市民が先に進めていたという動きのことを、小さな草の根的活動と表現されてい

るということですよね。 

【佐藤会長】  小さな草の根的活動というのは、一体何を指して言うのかということで

すよね。 

【事務局（秋葉）】  これは第４次の言葉からそのまま持ってきているので、そのとき



 -32- 

にそういった言葉になったのだと思います。 

【遠座副会長】  そうなんですか。わかりました。 

【事務局（秋葉）】  委員のおっしゃるように、確かに「端に」というのはちょっとお

かしいと思うので、「活動に端を発し」といった言い回しのほうがいいと事務局としても

思っておりますが、いかがでしょうか。 

【佐藤会長】  小さな草の根的活動なんですかね。 

【瀬上委員】  「小さな」を取ってもいいと思います。 

【佐藤会長】  そうですね。「小さな」を取って。 

【遠座副会長】  「小さな」というのは、ちょっと言い方に語弊があるように感じたの

で。悪気はないんだろうと思うんですけれども、なくてもいいかなと思いました。 

【事務局（秋葉）】  では、「小さな」を取りまして、「草の根的活動に端を発し」とい

うことでもいいですか。それとも「端緒に」のほうがいいですか。 

【遠座副会長】  私は、どちらでも変わりはないです。 

【佐藤会長】  「端を発し」のほうがいいと思います。「草の根活動に端を発し」。それ

はどちらでも結構です。 

 いかがでしょうか。 

【瀬上委員】  やはり「端を発し」がいいのではないかと思います。 

【佐藤会長】  ちょっと遅くなってしまったんですが、私はいろいろやってきましたけ

れども、今回はあまり直せないかなと思うんですが、まず２１ページなんです。ＤＶの防

止に向けた情報提供とか、人権を侵害する暴力を許さない社会づくりで安心を守るとか、

ＤＶについては配偶者とかの暴力がありますけれども、暴力というのは肉体的暴力だけで

はなくて、精神的暴力とか、経済的暴力とかいろいろ入りますので、そこら辺は、これは

第４次の目標ですからしようがないんですけれども、そういうようなことを考えてほしい

ということです。 

 それから、２８ページの基本目標Ⅰの３行目、これは小金井市配偶者暴力対策基本計画

だと思うんですけれども、「配偶者等」にならないかと思ったんです。これ、そうしない

と配偶者のみという感じになって、配偶者と内縁といいますか、恋人とか、いろいろあり

ますよね。だから、「等」にならないかなと思いました。 

【事務局（秋葉）】  確かに、改正前は配偶者になっていたので、当時、配偶者暴力対

策基本計画ということだったのですが、名称は、上位計画の国の計画のほうもありますの
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で、そこの整合性を確認させていただいて、直せるのであればしますが、確認いたします。 

【佐藤会長】  はい、お願いいたします。 

 それから、４２ページの上から１０行目ですけれども、「さらに近年では」と入ってい

るんですけれども、マタニティ・ハラスメントとか、パワー・ハラスメントというのはも

う１０年前からあります。近年は、やはりスマートフォンのリベンジポルノとかなんです

ね。だから、「近年では」ではなくて、「マタニティ・ハラスメントやパワー・ハラスメン

トといったものや、さらに近年ではスマートフォンなどの……」とかいうようにしたほう

がいいのではないかというところです。 

【事務局（秋葉）】  そうしましたら、「さらに近年では」という場所を「スマートフォ

ン」の前に持っていったほうがいいですかね。 

【佐藤会長】  そうですね。はい。 

【事務局】  それと、「パワー・ハラスメントといった新たな」ではなくて、「新たな」

を取って、「といったハラスメントや」ということでいいでしょうか。 

【佐藤会長】  はい。 

 それから、生涯を通じた心と身体の健康支援というのが４３ページから４５ページまで

あるんですけれども、ここだけではなくてほかもそうですけれども、例えば年何回行われ

るとか、１年に何回行われますとかいうことがあってもいいのではないか。 

 それから、充実しますといろいろなところに出てくるんですけれども、充実とは一体何

か。例えば、４７ページ、（５９）「ひとり親・女性相談」の充実の充実とは一体何でしょ

うか。（５８）「女性総合相談」の充実と、いろいろなところで使われているんですね。評

価をするときもこれではだめだなと思ってしまうので、次回からは直していただきたいと

いう感じはします。 

 結果のところに１,０００枚配りましたとか、３,０００枚配りましたとなってくるので

は評価のしようがないです。今度、こちらでも考えていただきたいんですけれども、評価

をするときに一体どういうような、事業内容をどういうようなものにしていかなければい

けないのか、何を書かなければいけないのか。もちろん評価できないようなものもありま

すけれども、少なくとも書けるものは書いていただくように、そういうことをちょっとご

議論いただきたいと思います。 

 それで全部です。 

 あと、ほかに何か言い足りないことがありましたら。どうぞ。 
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【濱野委員】  すみません。先ほどの資料５のところを先にお伝えしても大丈夫ですか。 

【佐藤会長】  はい。 

【濱野委員】  資料５の４ページなんですけれども、市の現状のところで、人口につい

て「男女別にみると、女性が約１,０００人ほど多くなっています」とコメントしていた

だいていると思います。このもとの資料が資料３の９ページだと思います。資料３の９ペ

ージを見ると、女性が多かったのは、平成２４年は３１１人だったんですね。２５年に５

６２人多くなって、２６年に９２１人、２７年に９６０人、２８年に１,１００人、女性

が多くなっているんです。つまりは、小金井市は女性に優しいまちなのかもしれないんで

すけれども、今、約１,０００人ほど多くなっているというのは、この数年で増えてきて

いるということを人口のところに、人口でまとめとするんだったら、スペースもあると思

うので、書いてもいいのではないかと思います。 

【事務局（秋葉）】  今の確認ですけれども、この人口のところに、平成２８年１月１

日現在こうなっていて、男女別に見ると約１,０００人多くなっていますと言っているの

で、２８年１月１日現在を言っているつもりなんですが、ほかにも表記をしたほうがいい

ということでしょうか。 

【濱野委員】  そうです。今の表記が間違っているとか、そういう意味ではなくて、女

性人口が多くなっているのはここ数年の話で、この推移を見ると、ここ数年、ずっともう

女性のほうが男性よりも増えているというトレンドがついてきているんですよね。なので、

そのことを書いてもいいのではないかと思います。 

【事務局（秋葉）】  近年でということ。 

【濱野委員】  そうですね、近年で。平成２４年は３００人ぐらいしか多くなかったん

です。検討してください。意見です。 

【事務局（秋葉）】  資料５は市民懇談会での資料でして、資料３の素案を詳しくパワ

ーポイントでお示ししているものなので、そうすると資料３も変わってきてしまう。 

【濱野委員】  いや、資料３はいいんじゃないですか。多分、資料３には書いていない

けれども、資料５のほうでこういうコメントがついているだけだと思います。 

【事務局（秋葉）】  男女別はですね。わかりました。「男女別にみると」というコメン

トが入っているということですね。 

【濱野委員】  はい。コメントするのだったら、それを書いてもいいのではないかとい

う意見です。 
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【事務局（秋葉）】  するのだったらということですね。はい、わかりました。 

【濱野委員】  検討してください。 

 もう一つ、そのもとの資料３の１２ページなんですけれども、転入、転出の推移が書い

てあって、以前に３０代の転出が多くなっているので、前回は若い世代が増えているとい

う取りまとめだけだったので、それが今、２０代が転入、３０代が転出とちゃんと分けて

書いていただいていて、このメモリをよく細かく見ていくと、女性は若い２０歳から２４

歳が転入した後、４０歳まで転出し切っていないんですね。流入超過になった分が流出し

切っていないので女性が増えている。多分、先ほどの女性が増えているのもそれが影響し

ている。 

 男性は一方で、２０歳から２４歳のメモリを見ると２００人ぐらい増えているんですけ

れども、それが４０歳までの間に転出し切っているんですよね。２０歳から２４歳で入っ

た流入超過の男性が、４０歳までに転出し切っている。結婚して住み続けるのであればと

んとんになるはずなので、それを除外して考えると、推測ですけれども、多分、この推移

を見ると、２０歳から４０歳までの単身女性が増えているまちだと思います。なので、そ

ういうことを計画に反映していけるような分析を、前、転出の理由を調べられないと書い

てあったと思うんですけれども、そういう分析を少ししたほうがいいかなと。 

 それに関連して１３ページなんですけれども、合計特殊出生率が明らかに高まっている

ので、いつも保育園問題があると予測よりも増えてしまったから追いつかなかったという

ことだと思うので、データを見て、そういったことを審議会からも言えないかなと思った

ということです。ただ、アンケート調査とか、転出のときに理由をとれていないので、そ

れを正しく分析するのにいろいろ障害はあるとは思うんですが。 

 あくまで意見なので、検討できれば検討してくださいということで、お願いします。 

【佐藤会長】  どうもありがとうございます。 

 それでは、議題（１）の意見をもとに修正して、修正が終わりましたら、事務局から懇

談会要素案として送付いたしますので、よろしくお願いいたします。 

 

（２）市民懇談会について 

【佐藤会長】  次、時間が延びてしまって申しわけないんですが、議題（２）市民懇談

会について、事務局から説明をお願いいたします。 

【事務局（秋葉）】  では、急ぎ説明させていただきます。資料４をごらんください。 
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 １０月１６日、日曜日、午後２時から４時ということで、東小金井駅開設記念会館で市

民懇談会を行います。 

 チラシにもございますが、素案の説明と計画への理解、市民の方のご意見をいただくと

いう趣旨で開催いたします。 

 こちら、パブリックコメントではないので、出された意見の個別回答はしないものにな

ります。意見に対して、反映します、しませんもお答えするものではないので、発言をい

ただいた場合はその趣旨と理由、方策などを伺うような形になるかと思います。聴取した

意見をもとに、今後、素案をどう見直していくか、参考にさせていただくというような形

になります。 

 素案については、審議会を代表しまして、会長からご説明をいただければと思っており

ます。 

 質疑応答につきましては、素案の内容及び審議会での議論の経過等の質疑応答と素案へ

の意見聴取。回答は、委員、市職員、コンサルタントが行うこととします。 

 その後、今後の予定も周知をさせていただくというように考えております。 

 時間配分としましては、会長のご挨拶をいただきまして、素案説明、質疑応答の進行は

副会長にしていただくということで、おおむね５０分という時間をおとりして行う予定と

しております。 

【佐藤会長】  ありがとうございました。 

 事務局からの説明が終わりましたけれども、ご意見をお伺いします。 

 法制度・掲載データ説明はコンサルタントとするというのは、コンサルタントの方はそ

のときいらっしゃるわけですね。 

【事務局（秋葉）】  はい。 

【佐藤会長】  わかりました。 

 こういうことで行いたいと思いますけれども、いかがでしょうか。 

 

（３）その他 

【佐藤会長】  それで、今日、重点課題を決めなくてはいけないんですけれども、お手

元に参考資料「（仮称）小金井市第５次男女共同参画行動計画における優先課題・施策」

というものがございます。ここに書いていない方いらっしゃいますか。 

【事務局（秋葉）】  ご提案なんですが、時間も時間なので、懇談会の日は、資料５に
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ありますようにとりあえずは全ての、資料５の７ページですけれども、６.取り組みの内

容（主なもの）としておりますが、この「（主なもの）」を取りまして、今回は全て載せて

しまうということではいかがでしょうか。それで、次回以降、どこに重点を置いていくか

ということを議論いただいて、計画書には強化していくというようなやり方もあるかと思

います。 

【佐藤会長】  わかりました。では、そのようにしていただくようにお願いいたします。

よろしいでしょうか。 

 では、ご意見をまとめたいと思います。市民懇談会概要については、おおむね資料のと

おりとする。説明資料は配りますけれども、今、１３、１４、１５ページにございますが、

それを全部載せるということで。重点課題については次回の会議での審議とすることでま

いりたいと思います。 

 最後に、本日、決まりました内容について確認します。計画（素案）については、本日、

出された修正内容などに修正したものを市民懇談会で提示し、素案とする。重点課題は、

次回、つまり懇談会の後の席上で決める。市民懇談会は概要どおりとして実施する。以上

のように決定いたしました。 

 以上で本日の議題は終了しましたが、委員の皆様からほかに何かございますでしょうか。 

 

４ 閉会 

【佐藤会長】  以上をもちまして審議会の会議を終了とします。皆様、どうもお疲れさ

までございました。 

 

―― 了 ―― 
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開　　催　　日　　時

開　　催　　場　　所

出
　
　
席
　
　
者

委　　　　　　員

事　　務　　局

欠　　　席　　　者

傍　聴　の　可　否

傍　　　聴　　　者

会　　議　　次　　第

会　　議　　結　　果


